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第10回極域生物シンポジウム
　　　　プ　ロ　グ　ラ　ム
日時　 昭和62年11月24日（火）
　　　　　　9時50分～18時00分
昭和62年11月25日（水）
　10時00分～17時30分
昭和62年11月26日（木）
　10時00分～16時40分
会場　国立極地研究所講堂
主催 国立極地研究所
小　冊　子
62．11．3∩
11月24日（火）
挨拶　　　　国立極地研究所長
　　　　・・……一……一・・A．陸上生物　一・・…・
1．　藻類・古環境
　　　　　　　　　座長　　岩月善之助　（広大・理）
1．
2．
3．
4．
5．
　　　　（9：50～10：00）
●　　●　・　　■　．　　●　・　　●　・　　・　●　　●
　　　（10：00～11：30）
南極陸水域の藻類相の研究U．西オングル島大池
　　　　小國昭信　　（神戸常磐短大）
　　　　高橋永治　　（神戸大・理）
南極陸水域藍藻被の構造
　　　　清水　晃　　（奈良女大・理）
　　　　木村憲司　　（水道機工）
　　　　大谷修司　　（極地研）
　　　　神田啓史　　（極地研）
（10　00～10　　15）
（10　15～10　30）
南極産コケ・地衣植物の藻類に対するアレロパシー効果
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10：30～10
　　　　秋山　優　　（島根大・教育）
　　　　神田啓史　　（極地研）
　　　　大谷修司　　（極地研）
南極ドライバレーのプリクセル湖における有機成分の鉛直分布
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10：45～11
　　　　松本源喜　　（東大・教養）
　　　　綿抜邦彦　　（東大・教養）
　　　　鳥居鉄也　（千葉工大〉
南極産石化植物とバタゴニア産石化植物の比較　　　　（11：00～11
　　　　西田　誠　　（千葉大・理）
　　　　西田治文　　（国際武道大）
言寸論　　　　　　　　（11：15～11：30）
45）
00）
5）
II．　微生物・地衣類　　　　　　　　　　　　　　　　　（11：30～14：10）
　　　　　　　　座長　　秋山優　（島根大・教育）
　　6．　南極昭和基地における人為汚染に関する微生物学的調査
　　　　　　　　　松前昭廣　　（北里研究所）　　　　　　　　　（11：30～11：45）
　　　　　　　　　豊田小夜子（北里研究所）
　　7．　Hicrobial　activity　inso日s　from　Antarctica（Casey　S七ation，　Budd　Coast）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（11：45～12：00）
　　　　　　　　　岡．　B61ter　（lnst．Polar　Ecology，　Univ．　Kiel）
　　　　　討論　　　　　　　（12：00～12：10）
　　　～～～～～～　昼食　　　（12：10～13：10）～～～～～～
　　8．　　　Recent　stud　ies　on　the　endolithic　microorganis剛s　of　the　Ross　Desert
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（13：10～13：25）
　　　　　　　　　E．1．　Friedmann　（Florida　Sta七e　Univ．）
　　9．　昭和基地周辺の露岩域にみられる地衣類の分布傾向について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（13：25～13：40）
　　　　　　　　　井上正鉄　　（秋田大・教育）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－1一
10．　ツヅレウメノキゴケ属とアンチゴケ属地衣類の分布と種分化
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（13
　　　　　　　吉村　庸　　（高知学園短大）
討論 （13　55～14　10）
40～13　55）
IIL勘1働物 （14：10～15：25）座長福田弘巳　（北大・環境）
11．
12．
13．
南極半島産土壌線虫類数種の形態と生態に関する知見（14，
　　　　宍田幸男　（群馬県農業総合試験場）
　　　　大山佳邦　　（極地研）
富士山森林限界付近における陸生クマムシ類の生態分布
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（14
　　　　伊藤雅道　　（東京農工大・農）
南極産のクマムシ類
　　　　宇津木和夫（東女子医大・生物）
10～14　25）
25～14　40）
（14　40～14　55）
14． ト1icrofauna　of　freshwater　habitat　in　Schirmacher　Oas　i　s，　Antarctica
討論
B．S．　lngole　　　（Natl　lnst．　Oceanogr．
A．H．　Parulekar（Nat日nst．　Oceanogr．
（15　10～15　25）
～～～～休憩　（15　25～15　30）
　（14
1ndia）
lndia）
：55～15　10）
1．　淘洋環境
B．海洋生物
座長杉本隆成　（東大・海洋研）
15．　南大洋の37°E線沿いにおける海洋構造の特徴
　　　　　　　永延幹男　　（東水大）
　　　　　　　佐竹昇平　　（東水大）
（15：30～17：00）
（15　30～15　45）
16．　南極発散帯付近でのオキアミ分布の特徴とその海洋環境について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（15：45～16　00）
　　　　　　　松浦　昇　　（北大・水産）
17．　第28次隊海洋物理・化学観測報告
　　　　　　　道田　豊　　（海上保安庁・水路部）
　　　　　　　稲積　忍　　（海上保安庁・水路部）
18．　ドレイク海峡東側における栄養塩分布
福井　深
角谷伸之
岡部史郎
小牧勇蔵
（清水市・環境部）
（東海大・海洋）
（東海大・海洋）
（遠水研）
（16　00～16　15）
（16　15～16　30）
一2一
　19．　観測塔におけるオホーツク海流氷下の海洋物理および生物学研究計画
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（16：30～16：45）
　　　　　　　　　青田昌秋　　（北大・低温研）
　　　　　　　　　白澤邦男　　（北大・低温研）
　　　　　　　　　石川正雄　　（北大・低温研）
　　　　　討論　　　　　　　（16：45～17：00）
II．一～欠生産（1）　　　　　　　　　　　　　　　　　　（17：00～18：00）
　　　　　　　　座長　　箕田嵩　（北大・水産）
　20．　北海道サロマ湖海氷下でのクロロフィルa量連続測定（17：00～17：15）
　　　　　　　　福地光男　　（極地研）
　　　　　　　　　佐々木洋　（東北大・農）
　　　　　　　　　渡辺研太郎（極地研）
　　　　　　　　　谷村　篤　　（極地研）
　　　　　　　　佐藤博雄　　（東水大）
　　　　　　　　　山口征矢　　（埼玉大・教養）
　21．
22．
プランクトン
　　　　渡辺研太郎（極地研）
　　　　佐藤博雄　　（東水大）
　　　　谷村　篤　　（極地研）
　　　　福地光男　　（極地研）
　　　　佐々木洋　（東北大・農）
　　　　山口征矢　　（埼玉大・教養）
討論　　　　　　　（17：45～18　00）
サロマ湖における冬季海氷下の基礎生産力　　　　　（17．15～17．30）
　　　　佐藤博雄　　（東水大）
　　　　山口征矢　（埼玉大・教養）
　　　　渡辺研太郎（極地研）
1986／87年の結氷期を中心としたサロマ湖内のアイスアルジーと植物
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（17　30～17　45）
一3一
11月25日（水）
IL－～欠生産（II）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10：00～11：30）
　　　　　　　　　　　　山口征矢　　　　　 　　　　　（埼玉大・教養）麟
　23．　1986／87年夏期しらせ船上でのクロロフィルa量の連続測定
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10：00～10：15）
　　　　　　　　福地光男　　（極地研）
　　　　　　　　窪寺恒己　（科博）
　24．　南極海沿岸域における有機成分の鉛直フラックスとその組成
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10：15～10：30）
　　　　　　　　半田暢彦　　（名大・水圏研）
　　　　　　　　福地光男　　（極地研）
　　　　　　　　星合孝男　（極地研）
　　　　　　　　服部寛（東北大・農）
　25．　南極ブライド湾におけるブルーミング時の沈降粒子変動
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く10：30～10：45）
　　　　　　　　服部　寛　　（東北大・農）
　　　　　　　　福地光男　　（極地研）
　　　　　　　　佐々木洋　　（東北大・農）
　　　　　　　　星合孝男　　（極地研）
　26．　Biological　productivity　in七he　marginal　ice　20ne　and七he　oceanic　region　in
　　　　　Antarctica，1983－1987　　　　　　　　　　　　　　　（10：45～11：00）
　　　　　　　　X．N．　Verlencar　　（Natl　lnst．　Oceanogr．，　lnd　ia）
　　　　　　　　　J．1．Goes　　　　　　　　（Na七1　1nst．　Oceanogr．，　lnd　i　a）
　　　　　　　　A．H．Paru　l　ekar　　　（Na七1　1nst．　Oceanogr．，　lnd　i　a）
　27．　Ecological　studies　on胴arine　algal　flora　of　Ellis　fjord，　Vestfold出11s，
　　　　　Antarcもica　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（11：00～11：15）
　　　　　　　　V．K．　Dhargalkar（Natl　lnst．、Oceanogr．，　lnd　ia）
　　　　　討論　　　　　　　（11：15～11：30）
III．動物プランクトン　　　　　　　　　　　　　　　　（11：30～12：30）
　　　　　　　　　座長西田周平　（東大・海洋研）
　28．　パタゴニア・フィヨルド水域から採集された浮游性かいあし類、特に北太平洋
　　　　　産種の発見について　　　　　　　　　　　　　　　　（11：30～11：45）
　　　　　　　　　平川和正　　（日本海洋生物研究所）
　29．　南大洋太平洋区における毛顎類の分布構造　　　　　（11：45～12：00）
　　　　　　　　　寺崎　誠　　（東大・海洋研）
　30．　南極海リュツォ・ホルム湾北方海域におけるかいあし類の分布特性
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（12：00～12：15）
　　　　　　　　　山田　智　　（北大・水産）
　　　　　　　　　箕田嵩（北大・水産）
31， 南極沿岸海氷域におけるParalabidocera　an遮cticaを介しての食物連鎖
　　　　谷村　篤　　（極地研）
　　　　星合孝男　　（極地研）
　　　　渡辺研太郎（極地研）
　　　　福地光男　　（極地研）
討論　　　　　　　（12：30～12
　　　　　　　　　　　　　　－4一
：40）
（12：15～12　30）
～～～～～ 昼食　　（12　40～14　00）～～～～～
特別講演　　　　　日本のバイオマス観測
根本敬久　　（東大・海洋研）
星合孝男　（極地研）
～～～～～　休憩　　（14　50～15　10）
（14：00～14：50）
～～～～～
IV．　マイクロネクトン
　　　　　　　　　顧 川口弘一　（東大・海洋研） （15：10～16：10）
32．　南極オキアミのリボ核酸含量
　　　　　　　池田　勉　　（日水研）
（15　10～15　25）
33．　JARE28で10－foot　lKPTにより採集された外洋性イカ類稚仔
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（15：25～15　40）
　　　　　　　窪寺恒己　（科博・動物）
34．　ベーリング海南部海域におけるセッキハダカ（ハダカイワシ科魚類）の鉛直分布と
食性
　　　　古橋正祐
　　　　島崎健二
　　　　　　　　　　　　　　（15：40～15：55）
（北大・水産）
（北大・水産）
討論 （15　55～16　10）
V．魚類（1） （16：10～16：50》
座長　　片桐千餌　（北大・低温研）
35．　南極産硬骨魚の腎及び膀胱の比較研究と氷海での適応
（16　10～16　25）
小川瑞穂　　（埼玉大・政策科学）
福地光男　　（極地研）
36．　ショウワギス体表面粘質物から得られた糖蛋白質の糖組成および性質について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（16：25～16：40）
討論
V．　魚類（II）
浅川牧夫
福田　靖
福地光男
（熊本大・教育）
（熊本大・教育）
（極地研）
（16　40～16　50）
（16：50～17：30）
座長　岩見哲夫　（東京家政学院大）
37．　リュツォホルム湾の沿岸定着氷下に於けるショウワギス（Tre聞atomus　bernacchii）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（16　50～17　05）の標識放流実験
　　　　川口弘一
　　　　松田　治
　　　　石川慎吾
（東大・海洋研）
（広大・生物生産）
（高知大・理）
一5一
38．　飼育下における南極産魚類の成長について
　　　　　　　榊原　茂　　（鴨川シーワールド）
　　　　　　　金銅義隆　（鴨川シーワールド）
　　　　　　　鳥羽山照夫（鴨川シーワールド）
　　　　　　　星合孝男　（極地研）
　　　討論　　　　　（17：20～17：30）
　　　　　　～～～～懇親会　　（18：00～20　00）
（17　05～17　20）
～～～～
一6一
11月26日（木）
V．　魚類（III）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10：00～11：15）
　　　　　　　　座長奥谷喬司　（東水大）
　39．　夏季のサウスシェトランド諸島周辺海域における魚類とその食物
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10：00～10：15）
　　　　　　　　　高橋正憲　　（海洋水産資源開発センター）
　40．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10．15～10．30）
41．
42．
　　　　阿部宗明　（東大・総合資料館）
　　　　岩見哲夫　（東京家政学院大）
ノトセニア亜目魚類における食性と顎の構造の関係
　　　　岩見哲夫　　（東京家政学院大）
　　　　高橋正憲　　（海洋水産資源開発センター）
夏季の北部ベーリング海における外洋性魚類の分布
　　　　西山恒夫　　（アラスカ大・海洋研、東海大）
　　　　図．　Wille七te　　（lnS，　Univ．　Alaska）
　　　　増田紀義　　　（北大・水産）
討論　　　　　　　　（11：00～11：15）
（10　30～10　45）
（10　45～11　00）
W．　底生生物　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（11：15～12：10）
　　　　　　　　　座長武田正倫　（科博）
　43．　第26次日本南極観測隊（1984－1985）によって採集された等脚類（甲殻類）に
　　　　　ついて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（11：15～11：30）
　　　　　　　　　蒲生重男　（横浜国大・教育）
　44．　JARE－26によってビームトロールで採集された底生性腹足類
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（11：30～11：45）
　　　　　　　　　沼波秀樹　（東水大）
　　　　　　　　　奥谷喬司　　（東水大）
　45．　環南極性イセエビ科ゼイサス属の分布と幼生の完全飼育
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（11：45～12：00）
　　　　　　　　　橘高二郎　（北里大・水産）
　　　　　討論　　　　　 （12：00～12：10）
　　　　　～～～～　昼食　（12：10～13：00）　～～～～
VII．海鳥・海獣類（1）　　　　　　　　　　　　　　　　（13：00～14：00》
　　　　　　　　　座長粕谷俊雄　（遠水研）
　46．　南半球産ミンククジラの緯度的な棲み分け　　　　　（13：00～13：15）
　　　　　　　　　加藤秀弘　　（鯨研）
　47．　1984年春期における日本北東沿岸域でのクラカケアザラシ幼獣の大量出現に
　　　　　ついて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（13：15～13：30）
　　　　　　　　　桜井泰憲　　（北大・水産）
　　　　　　　　　阿部恵一　　（浅虫水族館）
　　　　　　　　　内藤靖彦　　（極地研）
一7一
48．　知床半島沿岸海域における鰭脚類の分布特にトドについて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（13
??
山中正実
宇野裕之
渡部　裕
島崎健二
（斜里町）
（美幌博物館）
（網走市立郷土博物館）
（北大・水産）
（13　45～14　00）
30～13　45）
VIL　海烏・海獣類（II）
　　　　　　　　　座長浜田悦之 （東水大） （14：00～14：40
49．　カリフォルニア沖キタゾウアザラシで記録された73日間の連続繰り返し潜水
（14：00～14：15）
内藤靖彦　　　（極地研）
B．　Le　Boeuf　　（Univ．　Calif．　S．　C．）
浅賀朋宏　　　（東水大）
50．　連続深度記録計により観察された営巣期のアデリーペンギンの潜水行動
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（14：15～15　30）
討論
～～～～
浅賀朋宏
内藤靖彦
村野正昭
（東水大）
（極地研）
（東水大）
（14　30～14　40）
休憩　（14　40～15　00）～～～～
VIII．生物濃縮（1）
　　　　　　　　　顧
51．
52．
宮崎信之　（科博）
南極海域で採集した模脚類申の水銀量
　　　　弘田礼一郎（熊本大・理）
　　　　福田　靖　（熊本大・教育）
　　　　千葉順子　（筑波大・社会医）
　　　　田島静子　　（筑波大・社会医）
　　　　藤木素士　　（筑波大・社会医）
〈15：00～15：40）
（15　00～15　15）
外洋性鳥類の重金属蓄積とその種及び生息域による変動
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（15
討論
本田克久
管　進也
立川　涼
小城春雄
（愛媛大・環境保全）
（愛媛大・環境保全）
（愛媛大・環境保全）
（北大・水産）
（15　30～15　40）
15～15　30）
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VIII．生物濃縮（II）
　　　　　　　　　顧
53．
54．
55．
加藤秀弘　（鯨研）
（15：40～16：40）
南半球ミンククジラにおけるカドミウムの組織器官分布とその加齢及び雌雄に
よる変動　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（15：40～15：55）
　　　　山本義志　　（愛媛大・環境保全）
　　　　本田克久　　（愛媛大・環境保全）
　　　　松本　功　　（愛媛大・環境保全）
　　　　松本結花　　（愛媛大・環境保全）
　　　　立川　涼　　（愛媛大・環境保全）
　　　　濱田典明　　（東大・農）
南半球ミンククジラの腎臓中カドミウムの存在形態　（15：55～16：10）
　　　　濱田典明　　（東大・農）
　　　　山崎素直　（東大・農）
　　　　戸田昭三　　（東大・農）
　　　　山本義志　　（愛媛大・環境保全）
　　　　本田克久　　（愛媛大・環境保全）
　　　　立川　涼　　（愛媛大・環境保全）
南氷洋で捕獲したミンククジラの繁殖生態と有機塩素化合物の蓄積変動
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（16：10～16：25）
　　　　An．Subraman　i　an（愛媛大・環境保全）
　　　　田辺信介　　　　（愛媛大・環境保全）
　　　　立川　涼　　　　（愛媛大・環境保全）
討論　　　　　　　（16：25～16：40）
閉会の挨拶 星合孝男　（極地研）
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3．
4．
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7．
8．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　展示発表
　　　　　　　　　　・　・　…　　　　　D　・　　A．　飽巨物　　　・　・　…
Growth　responses　of　⊆－in　cu　l　tu　re
　　　　　　　　R．J．　Hancock　　（Antarct．　Oiv．，　Australia）
　　　　　　　　R．D．　Seppelt　　（Antarct．　Div．，　AustraIia）
Soils　and　vegetation　in　deserted　pengu　i　n　rookeries　（King　George　lsland，
West　Antarctica）
　　　　　　　　A．Tatur（lns七．　Ecology，　Poland）
　　　　　　　　A．　Myrcha　（lnst．　Eco　l　ogy，　Poland）
南極産蘇類随Lの倍数性について
　　　　　　　　岡田　博　　（阪大・教養）
　　　　　　　　神田啓史　　（極地研）
亜南極地域における蘇苔類と藻類の共存関係
　　　　　　　　関　太郎　（広大・理）
　　　　　　　　中野武登　　（広大・理）
　　　　　　　　大谷修司　　（極地研）
　　　　　　　　神田啓史　　（極地研）
　　　　　　　　　　・・・・…　　　B．海洋生物　・・・・…
一の遊泳角度　　　　　　　　遠藤宣成　　（遠水研）
Thy傭ic　develoP賄ent　in　an　An七arctic（2⊥隻1⊥一］坦Boulenger
1902）　and　a　warmer　water　（Dicentrarchus　labrax　L．）　marine　teleost
　　　　　　　　J．　G．　0，Ne日1　（Leicester　Polytechnic）
The　inf｜ammatory　response　of　the　Antarctic　s　i　l　verf　i　sh，＿巴型一
antarcticu簡　Boulenger　1902　（Teleos七ei：Notothenilformes）　to　an　infestation
by　the　plerocercoid　of　a　pseudophyllidean　cestode　　Di　h　l　lobothri旦ロLsp．）
　　　　　　　　」．　G．　0，Neill　（Leicester　Polytechnic）
　　　　　　　　H．　G．　Whi七e　　　（British　Antarctic　Survey）
　　　　　　　　T．　A．　Sims　　　　（Leicester　Royal　lnf　i㎝ary）
　　　　　　　　D．　L．　Barber　　（HcHaster　Univ．）
　Reversible　card　i　ac　arrest　induced　by　startling　stimu　l　i　in　the　An七arctic
　　　　　　　　K．　Hoshino　　　　（Univ．　Paulis｛｝a，　Brasi1）
　　　　　　　　P．H．　Lucchiari　（Univ．　Paulista，　Brasi1）
　　　　　　　　H，　Bacila　　　　　（Univ．　Paulista，　Brasil＞
Oxygen　leve｜s　in　Antarctic　f　ishes　muscle　with　increasing　te聞perature
　　　　　　　　P．H．　Lucchiari　（Univ．　Paulista，　Brasil）
　　　　　　　　E．F．　Feof　i　10ff　（Univ．　Parana，　Bras　i　1）
　　　　　　　　H．　Bacila　　　　　　（Univ．Paulista，　Brasil）
Krill　population　structure　and　200plankton　com聞unity　s七ruc七ure　ir】　the
western　Pryd2　Bay　reg　ion，　⑪ctober　1985
　　　　　　　　G．W．　Hosie　　（Antarct．　Div・，　Australia）
　　　　　　　　H．　StolP　　　　（Antarct．　Div．，　Australia）
一 10一
11． The　interact　i　on　of　phys　i　ca　l　oceanograph　i　c　processes　w　i　th　七he　ice　edge
phytoPlankton　bloo拍　in　the　Bering　Sea　in　spring　1987
　　　　　　　H．J．　Niebauer　　（1岡S，　Univ．　Aiaska）
　　　　　　　V◆　Alexander　　　（lHS，　Univ．　Alaska）
　　　　　　　S．　⑪kkonen　　　　（1HS，　Univ．　Alaska）
12． Comparison　of　feed　i　ng　Parts　of－」迦ha璽旦．匿旦廻一b！a　and＿．㎞血a坦1昼
難一垣1」卿bi、a＿S
　　　　　　　筒．　Stolp　　（Antarct．　Div．，　Australia）
　　　　　　　S．　Nico1　　（An七arct．　Div．，　Australia）
　　　　　　　G・　Nash　　　（Antarct．　Div．＄　Australia）
13． Effect　of　env　i　ronmental
　　　　　　　E．Fanta
　　　　　　　P．H．　Lucchiari
　　　　　　　n．J．　Cavalcanti
　　　　　　　H．　Bacila
impac 　on　the　behavior　of　some　Antarctic　fish
（Un　i　v．　Parana，　Bras目）
（Univ．　Paulista，　Bras
（Un v．　Paulista，　Bras
（Univ．　Paulista，　Bras
’DD
’1）
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　　　　　　　　　「極地における海棲哺乳類」に関するワー一クショップ
　　　　　　　　日時：昭和62年11月24日午後1時一午後4時
　　　　　　　　会場：第4会議室
　　宕　　●　　⑨　　竃　　■　　禽　　拳　　零　　零　　奪　　零　　●　　⑨　　●　　■　　■　　■　　e　　■　　8　　8　　零　　8　　8　　8
　　　　　　　　　　　　　　　　プ　ロ　グ　ラ　ム
座長内藤靖彦　（極地研）
　1．　海棲哺乳類研究の現状　　　　　　　　　　　　　　　　（13：00－13
　　　　　　　　粕谷俊雄　　（遠洋水産研究所）
　2．　南極海における小型歯鯨類の分布　　　　　　　　　　（13：30－14
　　　　　　　　宮崎信之　　（国立科学博物館）
　3．　南極海におけるヒゲ鯨の生活史　　　　　　　　　　　（14：00－14
　　　　　　　　加藤秀弘　　（鯨類研究所）
座長宮崎信之　（国立科学博物館）
　4．　バイオテレメトリーを使用したオットセイの行動生態研究
　　　　　　　　馬場徳寿　　（遠洋水産研究所）　　　　　　　（14：30－15
　5．　自動水深記録装置を使用したアザラシ類の行動研究　　　（15：00－15
　　　　　　　　内藤靖彦　　（極地研）
座長粕谷俊雄　（遠洋水産研究所）
　　　　総合討論　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（15：30－16
0）
00）
30）
00）
30）
00）
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第10回極域生物シンポジウム
　　講　　演　　要　　旨
　　（A・ロ頭発表）
1南極隆水域の藻類湘の研究丑．西オンプ’ノレ島大池
　　　　　日、　1顔　　刀召　イ言　　・　高　　オ喬　　永　　5台
　　　　　（ネ申戸常盤短大）　　（神戸大・理）
　　オングル島及びその付近の陸オ〈〕域に生息　　電顕観宗の結東、10月31日の水試綱から黄
了る藻翻肋研究を続けている．今回‘晒オ金藻のParaphy・。・・nas　vestit・の鱗肋ぴ
ングル島大池の1983年の藻i類オ目にっいて報告数見い出それた。本種は前回…級告したよウに
⇒る。　　　　　　　　　束わル島緑池こ飾行ことを確認したブ
1材料は1983年の3月、8月、｛0月の3期に本池にじ分希することがわかった。こ班は本
‡釆集された7K試料及び藻類マリト言式料と表面種の南極陸氷におけ5分布の2番目の記録で
氷である：3月1日一表層及び厄層1からのフ1〈あ乱　　　　　　　．
試料氷及び励・らのマ、。ト、8耳6日一・k　天光て゜はC。・mari㎜．属の細胞がとくに多数
面下1．3m、5，0m、8．0祓び底層か5の出現ヨ3ことが認め5れたのて”、洛水試料中
水試料、表面氷、10月3佃一表層、5．O　m、　のCosmariumの細胞教を調べ’た。湖水1必中
9．0抗及び底層からの水試料、底か5のマツの細胞数を碕期及び’深度別に＃較すると、3
トと底泥。　　　　　　　　　・　　　　　月ユ日：表層は0、底層は30、8月6日：1・3
水試料目2．Om∫に濃縮し藻類マ。トほ細か副ま150、5．0汎は70、8，0仇は1ら300、
くしてそれぞれ光顕観察をそ了フ7竺。フK試料’ま　10月31日：0γし｝a610、5．0仇130、9・Om
更1こ電顕観察に侠した．細胞数は濃縮した氷ぱ140，500であ・た。c°sma「1umほ大オでは
試料の0．05。仲の細胞教を3回数之た平均値3月よパ8月、さうに10月垣曽加レ仁な
から求めた。　　　　　　　　　お3月の試料、8耳のL3欧及ぴ10月の0仇
　7K試料からは藍藻の一　　　　のCosmariumぼ細腔質を¢たない¢ののみぞ；
aquatilis、Synechocystis　sp・、　Synechococcusシ多よ：って乏iた1…のと思われ3。8月と10月の
sp・、　Nodularia　quadrata、
Phormidium　anqustissimum
Nostoc　sp・、
　　　　　　　　　　 　　己・uncinat 、
Ph°「midium　spP・・堕gbya　spP・・緑藻の
Oedoqonium　sp．、　Cosmarium　clepsydra、var．
dissimile、≦三・　clepsydra　var・　qranulatum、
Staurastrum　sp・・ケイ藻の　Amphora　sp・・
庭層の細胞ほ綱碩をわ¢のが7仁20％で
あクい8月とlo月には8～9仇の庭層で生き
てDることは明らかであ3。しかし、夏の試
料がなく夏期の垂直分．布につUて1弍不明であ
5。
　Cosmariumと筒埼にケイ藻が’多数出現し1こ
Navicula　sp・Hantzschia　sp・・藻類マワト試　ので’、3月1日の表層及び’底ン層とlo月3〕日の
料ヵ、5ほSynechococcus　brunneolus、　Nostoc深ご9mからの試料につ、｝てケイ藻の細腔数
・pP・A・・baena　sp・・Ly・qby・・imn・tica・・　を数えた．3日の表層は0、底層は1，630て”
Lyngbya　sp‥　oedogonium　sp．、　cosmarium　で1あり、cosmariumよリ50倍¢多ガク7と。そ
clepsydra　vaL　dissimile、£．　clepsydra　vacしてその∫5％が’細月包質て‘’満ノた之れてい1ヒ。10
9「anulatum、⊆clePsydra　var・dePressum、　10月の9mの深乞のCosmariumとケイ藻の細
Staurastrum　sp．、　AmPhora　sP・、　Navicula　sP・、月包数の比はおよそ20：27で1、　Cosma「iumがや
H・・t・schia　sp・、底泥から1まc。・・arium　ぐ多か。た．二の鯛の両着の細胞は蜘q3
⊆』var．　dissimil・、⊆．～〔va・．％が細胞質で」満た乏れてい！三。　C。・m・・iumと
一が見し松され1こ．氷からは藻類はケイ藻の大部分が細胞質を欠いてし涜ことは
認められながった。　　　　　　　　　　　生存してい1と細胞が’少なカ、っノとことを示して
　3月、　8月、10月の4ト月の湖7Kの優占秀重の　いる。
変イヒをみ5と、3月：Phormidium　sp・、8月：　西オンクル島大池の3月、8月、10月の湖氷
〔・p．、．1朗：・。・mar・㎝…p・ydraの藻類オ胆ほぼ30オ重類か戸り、圭輔纐
var・diss・mi1・であ。た。　　　　　la旦〔、　A・ph。・a、　C。・mariumであ・属
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南極P動に亥藍燕被の構造
o靖メ（晃（轍ψ夫狸）、繍患司（輸・k繊エ）
袖田倍喫乙融研）
、大翁φ励（綱）、
　　南種の働雁＋卵ら拝鷲な微’　字必今繍Eに為翻，％鳴1づ㎞
の翻5税（停鋤」』⊇・w違）がそ恥れ看呈伽匂党θピで綿榛レた祈料抄婿られたの
が、オ今回極功く庄柳シンホ゜ジウA臼特6乳）　で、光惇鰍箆ガよが走査電手檬1繊による
Z・戊、笥3地庫南面部Y艶肌旭ぬらba．の複書多露警鮪研灸ε竹なフたθで報宅つろ．二れ
醐料淋び鶴岬三の批陣叫｝・h典らの力編・緑甲蹴W佛壕繊）
k爬b。α。kの丸噺料の違髭“にクu禰であ・舳のが勧鋤9鋤τ、k申∧ス鹿し
単奪報特を行なつた。虚r亥の脂藻綴ば蛎多τ砿てま化毛のピ寿えられる毛のむ、よリ大…テな
のつくう巣扶コロニーが構筋の基2ト乙なリ、岩石表崔揺驚被の一官P脅Z“あaと老えられる。
他のランソ雌鉢ぬわ，謀金膠肌て鰍
形態をとるのに対して、ッk域の酷被で∫富、
！W5云ooがイ星占しなくて、イセ！の糸メ犬ランソウ頬
が“シートカくの拳孝楕厄をつくリ、二のシート
の堕なりで系泌’構蛮撒れる肴1てク、lz述！ぐ
た。今圃1富内辛嬬膨に蘭‘z動田冴べ’き：乙
色縦Lた11。
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南極産コケ・地衣植物の藻類に対するアレロパシー効果
秋山　優＊・神田　啓史＊＊・大谷　修司＊＊（＊島根大・教育＊＊国立極地研）
はじめに
　　異種植物間の相互作用の一つとして，
ある植物の二次代謝産物あるいはこれら植
物の分解産物が他の植物の生育に対して影
響を及ぼすような・　いわゆる他感現象（
allelopathy）は，植物フロラ
の構成あるいは植物社会の遷移現象に於け
る化学的な側面として極めて重要な要因の
一っとされている（RICE，　1984：
THOMPSON，　1985：PUT－NUM．　1986）．　また水界あるいは陸
上に生育する藻類に対して，　高等な種子植
物の体成分によるアレロパシー効果がある
ことが知られている（HASLER　＆
JONES，　1949：宝月他，　1960
；PARKS　＆　RICE，　1969）．
　　南極におけるこのようなアレロパシー
現象については，海産の　Phaeoc－
ystis起源のアクリール酸によるペン
ギン腸内バクテリアフロラの変化（SH－
IEBURTH，　1960，　63），　さら
にルッカリー土壌中のバクテリアフロラへ
の影響（BOYD　et　al．　，1966，
67）などが知られている．　また最近
AKIYAMA　et　al．　，　（198
6）は，ベンギンルッカリー土壌中でのア
クリール酸および修酸の存在の確認と，　こ
れら物質による土壌藻類への影響について
報告している．
　　南極の陸上生態系はその大部分がコケ
・地衣植物によって優占されており，　特に
コケ植物は藻類着生の重要な基質となって
いる．今回は特にこのような視点から，　こ
れら植物の藻類に対するアレロパシー効果
についての検討を試みた．　また試験藻類と
しては南極産の　Koliella．
Stichococcus，　Heter－othrixおよび本邦産の　Chlo－
rella　および　Fritschi－
ellaを用いた．
結果と考察
　　アレロバシー効果の検討としては，南
極産のコケ・地衣植物体のアセトン抽出物
およびメタノール抽出液のクロロフォルム
画分を添加後乾燥させたベーパーディスク，
ならびにこれら植物の生体ベーストを用い
た阻止帯形成によるスクリーニングを行っ
た．　また　 Ceratodon　Pur－pureus　の水耕培養液については，
熱処理効果および吸着カラム（SEP－
PAK；オクタデシルシラン）処理効果に
ついての検討を試みた．
　1）　南極産の地衣3種および地衣化し
た　Prasiola，　Ceratod－
onを用いた実験では．　Usnea　su－
lphureaのベーストならびにアセト
ン抽出物が最も強い反応を示したのに対し
て、　Bue　l　lia　　fr　igida　　お
よび地衣化した　Prasiola　では
ほとんどその効果が認められなかった．
　2）　コケ植物では，Grimmia
lawiana，　Pottia　hei－miiが生体ベーストによる強い阻害効果
を示し，　これについで　Ceratod－
on　purureusの生体ベーストお
よびアセトン抽出物による生長阻害効果が
認められた．
　3）　南極産のコケとの比較のために，
本邦産のコケについて同様の検討を試みた
結果　Bryum　capillare，
Dicranum　japonicum．Racomitrium　canesc－ens　などでも同様な阻害効果が認めら
れた．
　4）　南極産の　Ceratodon
purpureusの水耕培養濾液（一ヶ
月後）について，　その熱処理ならびに吸着
カラム処理による失効が認められた．
　5）　本邦産の　Ceratodon
purpureus　についても，南極産
一3一
の材料と同様な阻害効果がみとめられ，　こ
の物質は，　メタノール抽出液のクロロフォ
ルム画分中に移行することが認められた．
また，　このクロロフォルム画分中には，炭
素数14－18の飽和および不飽和型の脂
肪酸が検出され，　その含量と阻害行効果と
の問にはある程度の相関が認められた．
　　6）　これらコケ植物の藻類に対する生
長阻害効果の程度と，南極における自然状
態下での種による着生藻類の出現状態との
間には密接な関係があることが指摘できる．
Table　1．　Antialgal　activities　of　antarctユc　plants．
Plants
1ユchens
　　Usnea　sulphurea
　　U皿bricaria　aprina
Bue11ユa　frigida
　　1ユchen工zed
　　lユchenizedmosses
　　Pottia
PrasiolaC ratodon
　　inhibition　zone　（mm）
pastes★　　　acetone　extracts★★
?
??
◆
?
一
一
??
，
2
??????「???
he工mji
Grimmia　lawianaCeratodon　－　　（d ied　materials）
Ceratodon　－　　（f esh　materla1）
Ceratodon　－　　（Japanese　materjal）BrYum－
（10）★★★
　3．0
0－2．5
O．5
O．3－0．5
O．5
0
?
．
??
，
? ?
0．1－2．5－（4．0）
0、3
0
★　ca。O．2g　drY　weight．　★★
★★★　weak　reaction．
extracts　of　ca．0．06g　dry　weight．
?
Table　2．Comparison　of　richness　in　algal　species
composition　found　in　a　preparation，and　comparison
of　each　host　moss　species　and　their　habitats．
10calユties
habitatcondition
Ea t　Ongul
　　　Is1．
dried
　　　Langhovde
Yukidori　ValleY
wet
MukaiRocks
drled
dominant
mosses★　　BPC CP　　GL　　PH　　BP　　BAGL
algal
species★★
　　　3＞
　　　4－7
　　　8－11
　　　12＜
1
? ??? 2 ??
1
?
★　BA：BrYU】n　　　BP：Bryu皿　＿　　CP：Ceratodon　＿　GL：Grimmia　lawiana　　PH；Pott戊a　heimii
★★　Numbre　of　algal　species　per　preparation．
一4一
5???
0
????
　　　㍑?
　
　
　?????
嚇??ひ?辞煕
?．?
?
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　　初穆←’ライバレーのフワク「巳1レ；胡にあ・ける
　　　　　　　　　　百倣鹸の鎚直分ザ
　　　　o％克殊著（穿端）・‘櫛疹（索尺縫）・、雑虚蛇（イ簾痴ヴ
　　　　　　　　　　いる．ド’ライ／ぐレ　　　o
Bottom
Fig．　1．　Vertical　profile　of　physicochemical
properties　in　Lake　Fryxell，　Antarctica．　　灼After
　　　　Torii　et　al．（1975）．
　　　　Fatty　acidsμg　l－1
0　　　　10　　　20　　　30　　　40　　　50　　　60
　　　PartiCulate／Total　96
0　　　　　　20　　　　　40　　　　　60　　　　　80　　　　　100
Bottom
　　　Vertical　distribution　of　total　（particu＿　　　ロ　コ
late　andごS識：d悶1，Pえ工蒜。faty　acids
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南嘩／石4ヒ布自物とノ・ρタニゴニア産、石イヒ、植‖勿のカ〔蕨
西田 誠（イ葉大学理学弟）・涯旧治文、（国際武猷学体育〉都）
　　　　　南極の白亜’
などか；多星に
市畜「ざれてい右。それ｛ま南極の臼」臣・茅多系
あろうと予翼］さ」れ、　しか↓、パタゴニアのノ6
K・a・・e1（1925）以後、一向1て進展し㊨・。
化植物の厨亮1ま、、針葉樹と顕着な撒をもっ
殆どzの類縁を特史でヨ犀い伏能であフた。
椎、定†3基礎と牟；べ3パ『タゴニアの規生樹
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　あ3　θ　日女ρ午イ㌔1て〉＼」う　，　Wagemann　（1949）1
　　　第三るし石化楕物クは、南極半・島の虎端｝イ寸近
産姉多力、“、そ励縁1エG。th・n（1908）1てよ
巨あて
ア’レゼ’ンチンの有胃材の解剖学旬εノ
究も徐々（く一再闇寸水．▲ようになつ斥。
　1961；　Romero，　1968，　1970；　Nishida，
　　　　　　　　　　　　　　　、S・ym。・・島，　R・y
　　　　　　　　　　　　　　　フて始め今，れ．巨ヵぐ、
のノ百イ6着直」彬7ばノψタニ2“ニアのぞ、れ
4乙植蜘研究ヵド，C。・w・nt・（1885）
巨助で’ある．｛9加芋代まで、ノ・・タゴ
rζNothofagus　（Nothofagoxylon）　苫
Z才τという↓の・も、ノ石｛し槌物とレし較L
禾の解剖齢朔究ρ擁断郁て1・
グラフ
（c。zz。，
　1970，　1984
　 　てようチリの・
か“蛮版了∀しると、
Tortoτelli
ハρ タゴ’二
J。・9・島，
以後畔緩
と∠合く）司質で『
?
ニアの，石
のぞuて
　　　　　　　　、
、類縁き
　　　　　　　　　江かフ尺
　　　（1956）によう
ア．産石〆ヒ植物砺研
1950；　Boureau　＆　Salard，　1960；　Salaエd，
；　Nishida　et　a1．
1972；　Ragonese，　1977；　Torreset　a1．　1981，　1982，　1986）
　　し、つ｛《う、　チリρビL毎年南オ亟調査隊き縫し
極物臨載｛IFじ’あ巨．（T・b1・1），・緯で
知られ．てレ、7了uカ“、　そのうヲ、←種［よノ、ρノゴ
ら遊隊勘沖蝋ておか（T・b1・2）南極と
あZこ　と　を示しzいるo　すブ‘ミハρタゴニタフか
伽れダと岬刻訊多。（T・b・・3），
1987；　Petriella，
、T・・写』・e…．（・982，・984）欄フ離万仏
1澗極幅躍ヨ糸砺樹頃はイ種しカ・
アρ、らL知ら才ててお・ク、／種｛エハ7タゴニアカ）
ノ・▽タゴニアの第三糸7ロラ｛之は疫接な関係カド
多記域ぎれた．石化植物汐・“、微閲オ丞ρ、らも捲
Table　1．　PetriEied　plants　from　the　Cζeto－tertiary　of　Antarctica．
Araucarioxylon　aピayai　Toττes　et　a1．　（1982）★
Araucaτioxylon　pseudopaτenchymatosum　Gothan　（1908）★★
Cupressinoxylon　parenchymatosum　Torre8　et　a1．　（1984）★★★
Laurinoxylon　uniseriaしum　Gothan　（1908）★★★★
Laurinoxylon　sp．　（Gothan，　1908）★★★★★
Nothofagoxylon　scalaτiξoτme　Gothan　（1908）★★★★★★
　　（N。th。fa8。xyl。n　antarctlcum　T。rres　et　a1，1984）
Table　3．Petrified　plants　from　the　Tertiary　of　Patagonia
expected　ヒo　be　found　from　Antarctica．
Ealaeρcaエpoxylon　（Petτiella，　1972），　Fagoxylon　（Salard，　1961）．
Palmoxylon　（Romero，　1970），　Ulminium　（Romero，　1968），　Weinmannio〔
xylon　（Petriella，　19ア2），　Lauτelioxylon　（t｛ishida，　1984），　Myrceu－
8・・e・。・y1。n，（Ni・hid・，1984），　A・xt。・i・。・y1。・，　La暇Utes，岡y・ce－
・g・爬mt・・（Ni・hid・，1・p・ess），　Euc・yphy。・y1。・，　G。m・・t・g。・y1。n
（Nishida　et　a1．，　unpubllshed）．
Table2，　Petrlfied　plants　relating　しo　those　of　Antaピctica　from
　　the　Cret。－tertiary。f　Patagonia・
Aτaucaτioxyloa　doeringii　Conwentz　（1885）★★
Araucaτioxylon　chllense　Nishida　（1970）★★
Araucatioxylon　pseudopaピenchymatosum　Gothan　by　Kr菖use1　（1925）★★
A：aucarioxylon　resinosum　Torres　et　B．　Biro　（1986）★★
Araucarioxylon　Pluriresinosum　Torτes　et　B．　Biro　（1984）★★
Acaucarioxylon　pichasquense　Torピes　et　Rallo　（1981）★
A＃aucarioxy］．on　quiriquinaense　Ntshida　（1984）★
Taxodioxylon　pseudocompressum　Nishlda　eヒ　H・　Nishida　★★★
Laurin。xy1。n　uniseriatum　G。ヒhan　by　Kτause1（1925）★★★★
Noにhofagoxylon　scalariforme　Goしhan　by　Kて且use1　（1925）★★★★★W
Nothofagoxylon　bouτeaui　Salard　（1961）　★★★★
Salicinoxylon　　　seτrae　Torces　et　a1．　（1981）★★★★
Nothofagoxylon　ohzuanum　Nlshida　et　a1．　（1987）★★★★★
★　Nu皿bers　of　asterisk　show　the　same　oピ　closely　relaしing　species
　between　Table　l　and　2．
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　　　南極昭和基地1二舌け秋為巧菊ご関すろ微生物学的調査
　　　　　　　　　　　o松前昭扇　　　　　豊田ホ良，手
　　　　　　　　　　　　（北里洞｝究舟北望た）（北里ノ研究所）
　はじめ1こ　　　　　　　　　　　　　　傾向ヒあパ大腸菌の吻2生力性の低下宮禾
繊劉願の越称より施設の雛物Zちし壱．
雀㌶匡姦㌶塁甥場繭羅1多禦糟禦芦翔璽『篇護竃
〃κ，潔“τZ％規参ピ灼〃〃勿κ互つ7殼定を〃銘工よぴ8Z食磁！乞有措辺止の糸菌翫の指
柚成点，から採剰臼壌試料ヒフ・7、勧痴琢比例し蹴榊土援でぼ笛鱒
丈腸⑯乏指標と’？人為考梁9骸を須健す敦がえ辛少な・・たあ明瞭亨戎績’」得ラ小冨が
る二とど主存31ヨ幻とt友が．㌘／ク淀隊グラフ丘．
才2故隊援取汐土瘍試料ρ・ら雇．・会離tWJ　低％養性鳶り・按ぬ：4〃冶籾別音地．聞あ・
砺ら仁τ．和・τ．獅抽砿痕〃・抽榊釈馳酬11て造麟性勧按出
ら種々〃微宝吻苫疹離し、ゼの坂綾ε按告す左試汁㍗，総菌数ぱん嘘た吻培磁ε塞質と
ると知人為多ラ勲ク・2、纏η．尚、　　　　　　　　　　　　　　　　　　す3と．1～例音鰍堵ψ上τ．〃14X茎質ヒ
嫌剛・・砿麟料’τ．牛ノク綴（〃ク7）ψ・δ3と！〃吻傍稀概上で纏醐多倫
ラ姻綱〃86）れの鰯〆ζの4・・！激肋．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　考東月頃炉搾取し観間船で日本ピ移送後．植物
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鰯和劇圃逆の去・夷ぼ．極媒境．透才援挨疫所を経7国立極綱究斤雇巨ろ3τσ．
ぞり多くσ一2友μ締丁牝．更芦当ノi穆ぎ室膝境ピ影響㌔れ多と多乏ラ〃し3が土痕・「6りor
て寅聚炉XT3ヲ？コτっ2泣3巨俘千之ヒ停序須度佑南極⑳風去、気候竿の関係φうダヂ
し房・　　　　　　　　　　　　　　　しも定着せ　仁須度変∫ヒかr起）リクる？功ラ
　才該別ぴ為果　　　　　　　　　　　　　　　　　ク．擁髄の綱教グ多・・と広メ、由裏
綱蜘瀦：緬（Hlぬ閥酬め、杖の拳込噛時肪・と彦訪婦頑，
緯菌（Be？K巴）、鄭自（碗『うの総菌数ま調〔2、糸菌教1τ．ノ〈為写孝・指標セザかτ琢ケ
た縮果1乙宿舎1クo例付並で多教■離重れ虚ク。ヲ巨冶兜爵θ多（σ．ノ6∨吃以下τぢ
隔随恵では．グ齢鯉弍▲3かあ多いσノケ離青し、〃／ハ乏多質とLたオが疹水秘♂ソカ
てれηか。和。‡膓、伜序ピよ》影饗エ、多z、文力菌撒がああうれ3）けづ．特ち込汁菌
株取直後の丈壌ヒ捌∫0の左4多ぱ∀銘加柏之．ク吐壌μよリ4ル養化あ3・17（鍼靴f広灸
カヒヒ嚇17緬萄散の変化左観察｛存と二　　　　　　　　　　　　　　　　　　ので1才啄・小と多Σる．珍後．嚇笈度、保
ろユ壌腸τ傷財多と綱鋤滅少」ろ存鶏間杜ぴ勧基質輪つ・ワ椥打ぺ了
傾向芝禾し九南極り璃試料から約8η％〃多くθ閲勘・残キれ7・・飢
㌫！灘1㌫騰娑ち酬酬，。輝，；輌り酬ハ瀕
ム隙性菌X・分藏乙砂Y・／く為考操の指標葎ろ〃鈎・tτ承由耐ヲ4r／2）友ノβ助ヵθZξ4ヂつ
融解し庭，ぴイβOX加え多と．釦）θf麦菌8綻κr／了　　　　豊田他，　，オ歯防f敦ξ壱，！3〈z～ノ，ノ脚
∬r乎獅類劉矛フ・ぺ〃／のオ⑳灘t’滅プの
　　　　　　　　　　　　　　　　　一7一
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Dr』．　H．　B61ter
Institute　for　Polar　Ecology
University　of　Kiel
D－2300Kfel　l，　F．R．G．
Hicrobial　activity　in　soils　from　Antarctica　（Casey　Station，　Budd　Coast）
Abstract
During　austral　su㎜er　1985／86　a　comprehensive　study　on　Antarctic　soils
was　carried　out　at　Casey　Station，　Budd　Coast．　In　tota1，　34　samples　of
different　locations　and　depth　layers　were　analyzed　for　inorganic　nutrients
and　several　organic　constituents　as　well　as　for　related　microbiol　ogical
properties．　The　data　set　of　this　presentation　comprises　malnly　data　from
toP　layers　of　soils　covered　by　different　organ「c　materia1：　hchens．
mOsSes　and　algae．
｛；：．惣二゜蒜：1、1；°ll：蕊1蕊1：1よ1，：°：llhCll－1蒜1：1°1；mes
of　organic　material　and　their　relationships　to　microbial　biomass　as　esti－
mated　from　ATP　levels　and　bacterial　biomass　and　numbers　as　estimated　by
epifl　uOreszer｝ce　microscOpy．
The　results　indicate　high　metabol　ic　rates　in　these　environments，　however⑨
1！；c蕊：二tl：慧「：1：wm㌫謡i；！1蒜漂畿蕊1蒜v’ty
organic　material　must　be　due　to　other　organisms　than　bacteria．　This　meets
the　results・f　f・i・1y　high　am。u就s・f　ATP・n　the　gne　hand　and　1。w　bac－
terial　biomass　（direct　counts）　on　the　other　hand．
These　pre1｜minary　results　show　　further　advantages　of　analyzing　soil　samples
by　different　apProaches，　the　overall　method　of　respiratory　activity　and’the
detailed　method　　of　the　use　oご　inこiiv；Jugl　substrates．　Furthermore，　this
　　　　　　　　　　
study　describes　small　scale　varうabilities　in　Ahtarctic　soils　by　microbial
and　more　conservative　chemical　descriptors．
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NAME： Prof●　E．　工証e　Friedmann
ADDRESS：
刊TLE：
Polar　Deser七Research　Center　and　Dep七．　of　Bioloqicaユ　Science
FloriCla　St五七e　University
Tallahass㏄，　FI、　32306－2043　U．S．A．
Recent　Studies　on　七he　Eぬdolithic　Mlcroorganisms　of　the　ROss　Desert
血∋biology　of　the　cryp七〇endolithic　eco理stem　of　the　Ross　Deserヒ　（in　the　Md随」頑o
Dry　Vaユ1∈ys’　southern　Victoria　Land）　is　the　subゴect　of　intensive　studies　ty
scientis七s　of　the　Antarctic　Cryptoendolithic　Microbial　Ecosystem　（ACME）　Research
（虻o唖）．　Recen七result£yielded　be七ter　understanding　of　this　relatively　si興）1e，
yet　intriCately　S七mCtU吋e。。SyS七㎝・
加the　inhospi己ble㎝bien七c1㎞a七e　of　the　arα・，七he　surface　is　abi。dc，　bu七
porous　sards七〇ne　rocks　are　colonized止y　microorganisms　under　the　surface　up　to
afew　millimeter　deep．　Lichenrd（麺ted　and　cyanobacteria－d（】皿已ユa七ed　microbiaユ
◎cm㎜ities　oc（肥，　and　their　distribu七ion　seems　七〇depend　on　the　deqree　of
π）is七ure．　Characteristic　of　all㏄㎜uni七ies　is　a　conspicuous　horizon…江zona－
tion‡　工n　each（文lm田nity　there　is　an　upper　（high　liqh七）　and　a　lc岨　（low　liqht）
zone，　each　with　a　chaエac七eristic　ass∈ロ止）1age　of　orgε興」」sms．
血enanoclimate　（microbial　clima七e　in　t力e　milli頂∋ter　ranqe）　has　been　continuously
πpnitored　for　several　years　by　a　satellite－mediated　aut℃mat．ic　recordinq　System．
騨a七ure　（and　no七　the　availability　of　water　or　of　nut：rients）　seems　to　be　the
main　limitinq　factor．　（〕㎝puter　models　of　the　hea七and　liqht　reqime　of　七he
c：yptoendolithic　habi己t　permit　de七ermination　of　p㎏sic宕l　conditions　in　the
砿crobial　env土ronmen七wi廿1　an　accuraqy七ha七exceαユs也e　capd）ilities　of　measur－
ing　instruments．
Ecx）physiolc弓icaユ　s七udies　have　shc㎜t上迫t　producrヒivity　in　nature　is　neaエ1y　aユways
aエound　the　cαnpensation　poin七．　The　lichen司αninated　cαmunity　i5　able　to
utilize　wa七er　fr㎝七he　atmosphere　at　80宅rela輌e　humidity　and　sh㎝s　oonsider－
able　dark　（not－liqh七rdriven）　CO2　uptake　bu七no　chemolithoぼophy・　There　is
evidence　tha七，　due　七〇　the　ex七エemely　l（w　meta］bolic　activity，　the　age　of　the
microorqanisms　is　veエy　high．
The　cryp七〇∈㎡olithic（x輌ty　is　deperden七　for　i七s　survivaユon　sufficient
insola七ion．　（㎞ges　in　insolation　thヒough　displac∈珊en七〇f　rodk　or　climate
dhanges　cause　death　a皿d　often　resuユt　in　the　format：10n　of　microbial　七エace
£ossilS．
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暗和基地周辺Lの露宕域にみうれ5地衣題の分和頃向に！フ・・て
　　　　　　　　　　　　　　　　　㌣上正鉄
　　　　　　　　　　　　　　　　（秩泊大・致育）
t．　し‡じ、めvミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　3，結果
1緬蓼酬迂・娯遵・縦来，鱒ヒ同犠ωわ岬ラ・弥丁デ伸レアス榔φ一レソ：纏
ギ織風β角ヒ反姑斜面っドリフトヤiキドリ　克域ク北象封侭毒、ミまき張＼｛ミ地区t、Xな槙
咋醜巣地甑1・蜻ロ・）るとれ∫れ概じ躯幅・頑面，矯酬鉢挺鍋
て・未瀦は泊繊冬綱でB・い甲・髄℃⇒封3⑩一3）．⑪．加刑バ糾“
3パツ矯団＼穴ラ歳、・跳域鳩囎・う酬隈側，母・碗しが餓砿輸鴻一工・・
驚讐籠鶉蕊欝妻；鐙；誌：1蝶麓雛讐繋竃7警；蕊鴬
と猷類柏ク解蛸民否・）て今様仏堤境五踏査芒岬～ランゲ芯：rデ吋り鵬躍諦晶しケ’1）畠・1）列鳴・オ
すパ甥めも．縮噛琳つ奴地樋ンハ心ン鳥し遁弱鋤仙8⇒』いもク
っタる×ちる雀っ傾白ボ忽■3白るΣう心oり矢8？分でじう止奮叉確認℃芝乃w、っも。
・亡・鵯扁地在類はドリフμ鯛像、ミう・嚇ずア’クサ耐性鉾撚、1さ魅類多彦地
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ツヅレウメノ キゴケ属とアンチゴケ属地衣類
の分布と種分化
　　　吉村庸（高知学園短期大学）
アンチゴケとツヅレウメノキゴケの両属は広義のウ　養生殖体の分化において中南米と東南アジア、オセ
メノキゴケ科に含まれるが、地衣体腹面に海綿状組　アニアで平行進化がみられる。即ち、中南米では
織がある点で他の近縁の属と区別される。ツヅレウ　divaricatic　acidを主な二次代謝成分とするのに対
メノキゴケ属は今まで、南米南端、オセアニア南部　し、東南アジア、オセアニアではanziaic　acid，
（ニュージーランド、タスマニ」ア、オーストラリ　10baric　acid，　norlobaridoneである。成分は異な
ア）、それに南極から合計5種が報告されている。　るが類似の栄養生殖体を持つ所謂姉妹種は裂芽では
しかし、南極から報告された2種のツヅレウメノキ　みられる。しかし、粉芽の形成は微妙に違っており、
ゴケは〃yρotγαch顕oであり、ッヅレウメノキゴケで　厳密な意味では形態的に一致する姉妹種はみられな
はない。従って、ツヅレウメノキゴケ3榎は南米南　い。
部とオセアニア南部に隔離分布する。いずれもナン　　ツヅレウメノキゴケ属は成分的には単一であり、
キョクブナNotho∫α9祉5の森林と密接な関係がある。　divaricatic　acid，　atranorin，　usnic　acidを含む。
このうち南米南部のPα礼noρ4γ舵ユぽは低亜南極に分　南北のアメリカ大陸に分布するアンチゴケ属地衣は
布し、Pγot別snεαの分布域に一致する。　殆どdivaricatic　acid、　atranorinを含んでいる。
Pγot侃s箆醐は南米南端にのみ分布する属であるが、
この属もナンキョクブナと関係し、南極には分布し
ていない。近縁のNθμγ0かogOπは岩上に生育し南極に
多いのと対象的である。南米南端のPan箆oρ4me“α
は只1種であり、形態的に類似するP．αngustα垣は
オセアニア南部に分布している。これらの種類は栄
養生殖体の発達がみられず、胞子による長距離散布
も共生藻　丁γεboぱε4との関係から無理であり、南
米南部とニュージーランド、タスマニアとのなんら
かの地史的関連が考えられる。
　ツヅレウメノキゴケとおなじように海綿状組織を
持つアンチゴケ属は東南アジア、オセアニア、中南
米、北米東部を中心に分布しており、南極との関連
はまず考えられない。しかし隔離分布から古い地史
的関連を示すものがある。南米チリと南アフリカ（
ケニア、タンザニア）と隔離分布するA寵勉α∫γo一
簡o寵αnα極東と北米東南部との隔離分布をするA．
oγ随tα、北米東部之メキシコ高地との隔離分布のA．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図1．ツヅレウメノキゴケ属地衣類の分布4aεγic4n4などがみられる。またAnz斑属の中で髄
層に中軸を持たないアンチゴケ節の地衣は極東と北
米東部においてのみ分布している。髄層に中軸を持
つNerVOsae（セスジアンチゴケ節）は含有成分と栄
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富士山森林限界付近にお〔一る陸生hマムシ
類（D生態n布
　　伊締道　（東京農工×学・農学部・自然保護学講庄）
　　勺マムシ類（石rr』lgγ〔柏α）は独立した樹幹上コト「套ど（D袖卜生息埠所を認めえた場
一っの門（緩歩動輌門）を形歳す3特殊なげ合はそれら什ら巴サくソプノレを採集した．以下ノL一チ己あリ、問83年まピ（D段階ゼ計5再種に6植生『イザΦ概略、標高、サンーデル左採
バ記載され之い3（R⌒σ「「エL輪ccエ，隻した微小生息揚所を記す．
鰯）．し廿し、乞（D系紬的な仕置はまだよ
＜わ廿ラてUなU．『マムミノ類の主な生息並
は、①曲洋、②陸フκ、⑦陸上一どある．こ（D
謡蕊罐㍊着蕪縫篇
行バ可亀ピある．こ○状維にある『マムミノは
極瑞な高・低温、乾燥、X線照射なごに耐え
ることバゼきる．そ（Dため、陸生叶マムミ／類
1まiミわめて広人帰布或を芒ち、高山や極」セピ
①生息芒可能乞ある．
　陸上におけ三5hマムツ類（D主な生息場所は
①土壌、②蘇苔類、②地衣類、ゼあ3．また、
極地にお1†る蘇苔類動動群集ゼは、乙くに重
要な構歳員べあ5ことバ知られてu3（［加叱rs
l・ヲ81，9』．）．
　し肯し、そ（D生雀については未㎏（D齢バ
多く、世界的に見ても生雀梛は少なu
日本ピは、閂マムジ類（D研変はとくにおくれ
て∪て、日本産hマムシ類σ）骨類掌的整埋寸
ら覇足におこなわれてU套U、という（Dバii見
状ピある．
①地衣類パ・ノチ耀．岩榛地．榛高z3ヌ）
　祖．」也衣類乞採集．
②媛i性†1ラマツ群落．地表は地衣類Dパリ
　チぱi融リ．多5bm．地衣類．リ勺「
樹幹上コ「「．
③陵性ハミノノキ群茎．地表は貧弱なリ勺一
　（丁う［壇…禾旨、　コト丁（「）ノ｛ミ・リ『Fカミ君繊）リ．2B50
　Tn．リ勺一、地表コ｝T．
④畔庁†1ンバ林．リ勺一（「）堆積、コトrは多
　くない．考40初．地表、岩上コト「、樹幹
　上コ†（相そ近く）．
⑤ミ／ラビソ林．±セ表1ヰコ叶（Dh一ペット状
　群茎．z蜘m．地表、樹幹上コけ、樹幹
　上地衣．
④・hラマツ矢然林．豊富なリ勺一におおわ
　れる．Z引Om．地表、樹幹上コ叶、樹幹
　上地衣．
　サ、こノーデ1〕‡ヲメ4メラ㎝乙loo乙ζ）云、各生
，鵠所よゾ5な人1しIO個採集．ベーノLマ濫
置によリ動勒を柚出し、hマムミノ相乞調べた
　演者は、問砂年よリ、①日本産陸生巾マムそ○結果文（D二とバLバっ左．
ツ類（所瀕琴的整埋、②生憲⇔布Φ概略左っ
什む、という目的で、富士山北倶斜面左一7イ　①川㏄γ。b〕o加、　Dlpレαs⊂㎝、　Ecレ河∫醐∫
一ノLドとして、陸生巾マムシ類0倫類・生態、（D3鼠庄陸生卜コマムシを代表するげノL一ヲだ
ヴ的研変をおこ含っZい5．　　　　　　　バ、生雀帰布の上どもあ5程度r）まとまソを
　今回はとくに富士山の五合目闇辺○森林限芒ったげ’L一プミあり、特徴閨尺勺ン互示す
界付近（D諸植生『イrP［生息する陸生hマム　②そ（Dことを巨映して、各生息揚所Φ勺マ
ミノ類○生態分布につU乙報告したU．　　　ムミ／σ）組歳は、そ（P援境条件によつて二とな
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ、i蟹境条件とト］マムシ（Di群集構造と（D客婁
　薗査［‡、富士山北側斜面の森林限界付近σ）な関係fミ示唆される．
「 お中道」とよぼれる歩蓮（ほぼ等高線ど）　（鋤表1こおける並衣・コト「の生育、←り『一
に富士山（D山体左一周す3）に乙っておこ奪の堆積とUつたハビ勺ット条件のちザい1こり
わ蛇．サ∪プルを採集した植生は6っゼあマムミ／類は†〒なゾ牢感1ゴ支応するよう之あ蕊
る．サンプノしヰ名植生そ地表肯5採集した他、
一14一
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南極産のクマムシ類
　　宇津木　和夫
（東京女子医大・生物）
　　南極圏に生息するクマムシについては、世
界の探検隊の調査報告によって50種を超える
ことがわかっている．わが国でも日本の調査隊
の試料によって森川（1962）や鈴木（1964）の
報告がある。　今回は極地研の大山佳邦氏・
神田啓史氏、および大谷修司氏より・1975年
から1985年にわたって採集されたコケ（セン類
と地衣類およびソウ類またはセン類より分離さ
れたクマムシの液浸標本などを供与されたので
これらの試料の中に認められたクマムシ類につ
いて報告する。
（方法）　試料はすべて昭和基地周辺の数地点
で採集されたもので、コケは乾燥標本以外に冷
凍保存されていたものも含まれていたが、一た
ん乾燥した後、少量の水に浸漬し数時間後に容
器底からクマムシを集めた。一方・ホルマリン
・ グリセリンで封入された標本からは、顕微鏡
で確認後、カバーグラスをはずして細ピペット
でクマムシだけをとり出した。これらの試料と
既に液浸となっている標本は、光顕用にガムー
クロラールで封入し位相差顕微鏡によって細部
の観察をおこなった。豊富に得られた種類は5
％ホルマリン中に保存した上、走査電顕用の試
料として表面構造の観察に用いた．
（結果）
　1．液浸標本　一　ラングホブデ、スカルブ
スネス、オングル島およびルンドホグスヘッタ
の4地点で採集されたランソウ、緑ソウ、セン
類などから分離したもので、すべての標本から
聖幽arcticusが見出されたが、特にラン
グボブデの試料中には同種の卵も認められた。
この他、少数であるがラングホブデから⊇一
　≡旦　scotiousが、ルンドホグスヘッタから
Macrobiotus　harmsworthiが見出された。
　2．乾燥標本（冷凍一乾燥も含む）
　6地点で採集されたセン類または地衣類、16
試料を調べた結果、4地点の6試料から3種のク
マムシ、即ちラングホブデとスカルブスネス
から旦旦rcticusが、　エインストインゲン
からエharmswor七hi（卵も含む）と巳ohn－
ensisが・　セールロンダーネ山地からD．
chilensisが見出された。　このうち特にセ
ー ルロンダーネ山地のセン類は1984年1月に
採集され、冷凍保存後乾燥した試料であるに
もかかわらず、水に浸漬することによって集
めた且ohnensisの多くは活発に動きまわっ
ていた。
　3．封入標本　一　セン類を封入した10枚
の標本のうち4枚の中にクマムシが認められ
た。　極めて少数の且．arcticusの他・
Pseudechiniscus属の1種（P．　sE　とする）
がストランニッバのコケも含む標本の中に
多数見出された。この且SEは頭部背面の
クチクラの形態と、頭部に生える側毛が非常
に長い点で・従来知られているこの属のもの
とは異なる形態的特徴をもっている。
（考察）
　以上の1～3の結果をまとめると、7地点か
ら採集されたソウ類、セン類および地衣類か
ら、5種類のクマムシが認められた。　しか、
しMacrobio七us属や聖幽属は卵の形態も
分類の指標となるので、成体だけでは同定し
難いばあいもある。　堕harmsworthiは日本
の各地に広く分布する種である。　また旦
arc七icusは世界に広く分布する種であるが、
昭和基地周辺に限っても水中のソウ類から
陸上のセン類まで、多様な環境に生息するの
は本種の特徴の一つである。　『属
は陸生種であるが、D．　sco七icusがラングホ
　　　　　　　　　ー　 ◎ブデの水中の緑ソウから標本に認められた理　　　　　　　　　　　へ由はわからない。　一方Dohi工ensisが3年
以上保存されていた試料からはい出してきた
事実はクマムシ類の強じんな生命力を物語る
ものである。　Pseudeohinisous属の1種に
ついては今後検討の余地がある。
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NAME：
ADDRESS：
TITLE：
B．S．工ngole　＆　A．H．　Parulekar
Na七i。na1エns七i七u七e　of　Oceanography
Goa　40う　OO4　　工ndia
M工CRO－FAUNA　OF　FRESHWATER　HAB工TAT　工N　SCHI　RHACHEK　OAS1δ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，ANTARCT工CA
　　　　　Ten　freshwa七er　lakes　in　the　Schirmacher　Oasis　（La七．　70●4う．－
700771S；　Long．　110221－110551E）　in　Antarc七ica　were　s￥rveyed　for
microfauna　and　ecology，　during　JanUary一上’ebruary　1985　and　again
from　December　1986　to　February　1987．　Besides，　1ake　samp：Ling，
experimen七al　studies　on　colonlzation　and　succession　of　i　terrestrial
and　1工mnetlc　mlcrofauna，　were　carrled　out　through．．trap　assays．
　　　　　These　ecosystems　are　characterized　by　high　benthic　productivity
and　low　faunal　dlversity●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The　 　 　 　　　　　　　　　　luxurlen七benthic　vegeta七ion　in　and
I：：謡y七：：｝兆e；。灘1；嶽。f：；2a：。言゜＝；蒜e：｝4；af器謬：｝、。，m・
was　recorded　in　moss．七urf　and　moss　carpe七，　respec七ive：Ly．　Most　of
七he　faunal　eユements　were　de七ri七us　feeders　and　found　in　the　region
of　highest　organic　production．　Faunal　standlng　crop，　both　densi七y
and　biomass，　exhibited　a　posltive　correla七10n　w1七h　the　sediment
characteris廿cs　and　assocla七ed　envlro㎜ental　fac七〇rs●
　　　　　Seven七axonomic　groups　of　microinvertebrates　were　recorded
from　七he　envlrons　of　these　lakes．　The　microfauna　of　the　lakes　andl竃；iii竃i翼1欝1；響竃li；き1竃｝i灘籠：iミ§㌍
Neorhabdocee1］一亘三亘匡三　sp．）were　abundan七　in　the
：Lake　edge，　where　ben七hic　algal　species　of　Oscillatorla，　＿Phormidium，幽and　Cho。coccus，　were　luxurient・エnvertebratecysts　cons七1七u七ed　a　substan七1a：L　part　（24％）　of　七he　biota．
　　　　　The　microfauna，　of　freshwa七er　hab1七at↓，　in　七he　study　area，
appears　七〇　comprlse　of　oppor七しmistic　feeders　rather　than　selec七ive
feeders，　due　七〇　the　marked　seasonality　ln　algal　growth．　Results
are　dlscussed　ln　relevance　七〇marked　changes　ln　enviro㎝enta1、
cond工七ions．
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南大洋の3マ゜E線沿いにおける　　　　　　　　海洋構造の特徴
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O永延　幹男・佐竹　昇平（東京水産大学）
〔1．はじめに〕　これまでの南大洋スケールでの海洋構造の全体像は、主として英国の
Disco＞ery　Reportによって築かれた。しかし、これは南大洋の基本禍造は示したもののま
だ荒いデッサンであった。特にDiscovery観測報告からは、観測点の粗さから流動を把握
することは難しい。その後、南極観測にくりだす各国により地域スケールで、観測手段の
発達も寄与し、より精密な観測報告が蓄積されてきている。そこで演者らは、Disco∨ery
以後の地域的な観測結果を統合させて、南大洋スケールでの海洋構造の全体像をより精密
に描いていく計画をたてた。
　　　南大洋の海洋環境は周極槽造をとる。ただし、周極構造を形成する各子午線ごとに
環境因子の南北勾配に相違がみられる。マクロスケールでみれば、大西洋、インド洋およ
び太平洋の名セクター簡での相違が特徴的である。そこで演者らは、名セクターにおける
現時点でもっとも楕密な海洋観測結果をもちいて、子午線面の近海底までの水温・塩分・
密度・地衡流速および流量を把握してきている。これまでに報告してきている子午線断面
は、12．5°E・75◆E・155°E・170◆日・90°W・ドレーク海峡・3『Wである（図
1）。講演は、上記の子午線にくわえて、アフリカ大陸一南極大陸間の37°E線沿い（図
1）の海洋構造について報告する。
〔2．資料〕　用いた資料は、　R／VRobert　D　Conrad　（La爪ont－Doherty　Geolo8ica　l
Observatory，Columbia　　University）　観測1「S　Jacobs　　ααL　　　　（19日［［）　　：CONRAD　1マ　，
Hydro8raphic　　Staions　　Sea　Floor　Photo8raphs　Nephelometer　Profi！es　in　the
South“st　Indian－Antarctic　Ocean，　Jan－Apr　1974，　LDGO，　NY．』に拠る。発表に用い
る資料の観測期闇は、1974年2月1マ日一3月20日である。
〔3．結果〕　　0°C以下の低水温および水温極小層で
特徴づけられる南極表層水（Antarctic　Surface隔ter
：A釧）は、観測点の最南端である68－18Sから55－30S
までの北方へ張りだす（図2）。ASWでの水温極小は、
St．73　（E7－42．5S）の125mで一Lマ46°Cを示す。
A部の下層に位置する深層暖水（Harm　Deep　Uater；
HDW）では、1．23～L96°Cの幅をもつ水温極大膚が
300～600mでみられる。極前線域（Polar　Front　Zone：
PFZ）は、4日Sから55－30Sにかけて表面水温が6．2°C
から2．rCへと急な水温勾配を示す範囲に位置する。
PFZの中麿でも水温の南北方向への急勾配がみられ、そ
れに対応して塩分勾配も大きい。亜熟帯収束線（Sub－
tropical　Convergence　：STC）は、43－3DSから44－30∈
の範囲に位蟹する。
　　　力学計算による地衡流速は、全体的に東向流が卓
越する（図3）。　PFZのSt．83（47－59．1S）～82（49－
26．9S）闇では表面で最大値16．4cm／sを示し、渓層ま
で相対的に速い流速を示す。西向流は、St．73（6？寸2．
5S）～St．71（6日一19．8S）闇の南極大陸棚斜面域で表面
から海底までみられる。またSt．？7（61－30．6S）～St．
75（63－2日．OS）闇の500m以渓から海底まで、0．3　cm／s
以下の弱い西向流を示す。STC以北～アフリカ大陸棚斜
面域までの範囲では、東北東向流と西南西向流とが交互
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図3：南大洋インド洋セクターの3ザE線に沿う35’S～70°S闇にお
　　　ける地衡流鉛直分布。地衡流計算の基準面は各観測点闇での近海
　　　底とした。
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図2：南大洋インド洋セクターの37°E線に沿う35◆S～70’S闇にお
　　　ける水温鉛直分布。
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南繊榊誕珂扶アミ分輌鰍口・翻醐〔・フ四
　　　　　　　　　　　赦沸’昇
　　　　　　　　　　　（メじ大刃
lJ紗別こ　　　　　　　　　B－Tシ天1・ζ。た。
　　南極捲散苧か9東風虎流域1こかけZl土、　3、結果虚よバ議論
南極オキアミの濃宏なグ布域Lレz知5カz　航路1・β・た才キアミ流度の変動占見5∠・
りう．これまど南勧キアミ、リミクロなノk平概ルz逐間1こ大ミ友値乏示レzu5（図勾．平
ク楕脚・フぼの縮ぱ以ど庄力㌧た均離はム砂甜夜間1砥r恥瞬，ム劔τは
ヂご擁蜘1・とる51βE塒の剃学，練デ郷鵡・た。図川・1墳間‘り空胎麹バ
ー タ左用u之南極那散帯よよバZの南カガの含之ノしzおツ、賭間的変勤を小ざくす幻パり、
南極オキアミのポ亨⑳布のス可クトル解杵を解杉判対日ごとの、昼間のデータ左〔像用レた．
試キたのど執ノ参ケ3。　　　　　　　　　　　膚あたピークはo・3～0・アてイル1こ現力れた，
ユ方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　図21・Z月6日6zθりのスイクトノ〃解析の芦昇
　舗査‘tオーストラリァ南方、引ん6施，1ぱ一　左系タ。最＄顕著なピー7、が2、9％＠3仕イwニ
ノ22℃ブ函ま友た海域（L与工）z、↓3ち化3ノ捗こ6ヨ砺）1こ現♪わ糸zおソ、これ冴オキアミの定
150°εゼ囲ま旅繊ごム劔）z鯖。た絹乙間分布の田鯛性跡レ・・取若膓編、
、魚探（5〃ソRハDEκ一5／20リブ得た5レ修玄、／％、》　　才キブミり’ピコ千r分布五《も定レ乙しノ3無i構鍵）要
／θθ〃、房まゴの平均亮度（％り〔二丸換レ、Lツ1劃よ因LLZ、凋、流れの蛇行、ヲ／グミュアー循環
戸イノ坪均，L弧Z’1類∫新レ物・値をな〃曙え9絢允俗礼酬鋤雛パ
癖した．註酬柏む．醐（郁綱7一㈱噛榔渦・存制犬卿聯靭得ぽ厄
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　　　　　第28次隊，毎5羊グ勿多里・イヒ学観劇幸艮告
　　　　　　　　　　Oi直田　豊　’稲循忍
　　　　　　　　　　　　　（泡上仔安庁水路部）
穿・漱夏働海吻　彊1ヒ携p門τ臨「・1〈温・、叫桔榊のイ雌の繊鋤祷じ・
しらせ」の往伝航路上におい之、主ヒし2南亡。破らの抹用し仁前線のフド温悦標と、乏れ
極鋤遥洋構逢き把履すうことを目的ヒした1こよ3！今来ら危前線の住置を表仁示す。
各腫海洋繊脆実施した。鋸則の麓類と杉の　》薪t浮標｛審南極周経流をわら＞2放疏q払、
耀を箇秦書マにす3。　　　　　　　　　束〈疏卓きこヒが期萄されたρ、1、4月下旬‡
ω姦面採水漬京出溢得復路シンカ“ポー’牢τ間粥宴川こ∫㍍柊．勧核凍∧暑均約
入樹辞τ欄一田回～3回．館ねめ〃7μ諭拓68εぽし徽，6月伽綱
　蕨庫し仁　　　　　　　1がづ趨詫庖しし巌跡剖けし詳
P）X［3丁　：フリーマントル～ホ『一ト’しイス、（力間、1θ　しく∂十3と、午均ψ与口醐の上’二，友1時参十a
　1回副回冶計御回実旋し㌔原；・］ヒしわりの，レプ描く」浦軌跡・・1’動，Zい
て寿繊・kl冷挺之行脇た・、・、海ジ輸た。日杢南方z⇒放流しr・》璽疏繊砂緬・1・も
衛鎚ご1随室回教ε増ヤし巨・　　同オ私・しつ・が恥＋側主励をい之仁
ω鳥履観測：ナンヒン採水麗と転倒遥度計を　ルφと方之シれzい3（フ6＃め．づ’回の’レプ
　用い・プライド湾τ2回，インドジ孕の光上航喉〉の獅も同拝と考之られ3。
陶ご〃鹸旅し向　　　　　　講遠恥臨τべ㌫rの若栗や，溺協膚
④CTD・合！醐汕冷挺2〆〃・・砿τめ釦のス樽ト’・解輪群｛・）い2捉
　のC丁D、観測ε行なノた，　　　　　　　べ3〒是であ3。
6）》象鱗標こ／987皐3目7a、　ア’レ⊃ヌシス〉「へε4弓
　用し巨茜雄跡用の漂瀞蠣i乞仰3嬢．
　4ク゜！o’E　之吟放漬しτ三〇
珠・1〈マれ仁試水φイヒ誉ゲ加子．pH，po，戯，3°
リン函賓塩，　ケイ酸塩，硝酉賓》皇，］£硝微塩，アンタo
モニア仁フい之4了rr♪　亡。　これらの纏日グ）ほρ・、
勇欄査用試〉ドの採取，》漣計つ粕詰十1こよ幼
3総則、＊上・・らのcTD観測等ε実施した
が’、奉報告ピ1本上記丁頭の顧測によ）z得ら　66
れ亡結果1ニフいz運べ3。
　XBT、　CτD，各雇の統刻点及tκ漂茄享樟の
投入惹を図1二示す。2免欠から「しらせ」は、　勿
イ夏路シドニー仁寄ジをす3こヒとな）Zチ6リ、
図1示し仁よ）砿ぽ一銑｛撞乞牛卜’叶ス
仁御†2レヒ上戸コース｛吟）欠ρ“最復と・も篤
1議晶燈纏覧よ1宝D纏き鷺
擁ワ｛立置を‡e握す3こヒを目オ雲o）一っ’ニノミあ、
図1、示し仁よ）仁．X8T観測をβ‘均より碁に
行写フ仁．その結某、詳細†ぼ＊追断面図ρ“描
がれ、各前繰の位置ε精度良く汰あ〉ことが
τ3仁。永田ら（1撰）1書、JA　REブ行ロ中れ
之ぞ仁BT（X町ε宿t・）0）賓料を整遅し，
永田～1・よ1＊ぴ槙△膓欠の遅
醐揃線↑
　　　　之
輔紐繭線
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ドレイク海峡東側における栄養塩分布
　福井　　深　　角谷　伸之　　岡部　史郎　小牧　勇蔵
（清水市環境部）（東海大海洋）（東海大海洋）（遠洋水研）
1．緒　言　　水産庁調査船開洋丸によるBIOMASS－
SIBEX・H（1984／85）航海は生物に関する総合的な観
測を南東太平洋（90°W）、ドレイク海峡東側及び
スコシア・ウエッデル海域（30°・20°W）で実施
した。演者らはこの調査航海において、南大洋の海洋
構造把握を目的としたHydro　castを上記3海域にお
いて行い、本報では、ドレイク海峡東側で得られた栄
養塩の鉛直分布について述べる。
2．方　法　　ドレイク海峡東側横断観測はElephant
Island（61°00．1’S，56°00．4’W）を南限とし
北北西に測線を設定しXBT18点ナンゼン観測8点
を実施、栄養塩はリン酸塩、ケイ酸塩、硝酸塩、亜硝酸
塩及びアンモニアを測定した。栄養塩の分析は硝酸
塩のみオートアナライザー1を用いた。
3．結　果　表層における各成分の緯度変化はPolar
Front（PF：56°40’S）で変動し南下するに従
い水温、塩分は減少し栄養塩及び酸素は増加してい
る（図一1）。栄養塩はすべてPFで顕著に増加し、
リン酸塩、ケイ酸塩、硝酸塩、亜硝酸
塩及びアンモニアの増加量は各々
0．51μM、17μM、9．1μM、0．23
μM、及び0．38μMとなった。この
変動の要因は、Stn．70とStn．72間
の流れは西流（32．2cm／s）、一方
Stn．70とStn．68における流れは東
流（56、7cm／s）と計算され著しい
前線が生じていることによると推
察され、観測された海域の特徴と
して挙げられる。この著しい前線
の影響はすべての項目の鉛直分布
にも約1000m付近にまで明瞭に現
れている（図一2）。今回調査した
海域における代表的な測点のポテ
ンシャル密度（σ2）と溶存酸素及
び栄養塩の関係を見ると南東太平
洋90°Wの44°59．3’S（Sh．2
：溶存酸素（少）、栄養塩（大））と大
西洋30°Wの39°00．3’S（Stn．
73：溶存酸素（大）、栄養塩（小））で
は明らかな差がありその中間に
ドレイク海峡東側の値が分布している。これらの分
布を基にUpper　Circumpolar　Deep胃ater（UCD
W；σ2・36．8）とLower　Circumpolar　Deep　Wate
（LCDW；σ2・37．1）におけるリン酸塩，ケイ酸
塩及び硝酸塩の代表値を推定すると、おのおの、
2．37，2．04μM；86，123μM；34．6．32．0μMで
Antarctic　Surface　Warter（AASW）のリン酸
塩，ケイ酸塩及び硝酸塩の代表値は1。74μM，50
μM，26．6μMとなった。CDWの溶存酸素及び栄
養塩の分布特性は南東太平洋からドレイク海峡東
側で溶存酸素が少なく大西洋で高くなり、一方栄養
塩はそれら挙動の逆となる傾向が見られる。これ
らの結果はAntarctic　Circumpolar　Currentの東
流による時間的変化と、大西洋においては輪rth
Atlantic　Deep　Water（NADW）の南下による影
響が現れているものと推測される。
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観測塔におけるオホーツタ海流氷下の海洋物理および生物学研究計画
○青田昌秋・白澤邦男・石川正雄
　　　（　北大・流氷研　）
　1．はじめに　オホーツク海は北半球にお
ける流氷南限の海であり、我国が接する唯…・
の氷海である。氷縁域は大気一海洋の熱、物
質循環θ＞4寺異領域で1あり、気候変動・海孝羊の
環境の変動予測に重要な海域である。近年国
瞭的にも氷縁域（班ぷZ．）研究の重要性が叫
ばれている。
　北大流氷研究施設は1986年秋、紋別湾付近
の海岸から700メ～トル沖合に流氷域の気象
・海洋・生物・工学の基礎的研究を目的とし
て、流氷域気象・海象観測システム（流氷タ
ワー）を設置した。ここではこの流氷タワ～
による観灘計画について報告する。
　2。流氷タワーの概要　塔の構造は図に示
す。　観損‖室↓ま　L◆W’L（低々潮面）　」［二10メート
ルに設貴されており、直孝呈3メ～トル、高さ
2．7メートルの半ド～ム形のステンレス構造
である。
　4．観洞システム
定の測定器類は
　熱醐定；
よる〉、
本タワ～に設置する予
　　　　　大気温度の鉛直分布く気象凧に
　　　氷上の気温分布〈氷上から標高15メー
トルまでのサーミスター温度計群〉、氷の表
面温度（赤外放射温度計）、水中・氷下の温
度分布（熱電対温度計群）、熱流板・露点計
　光翌飢測一籏；日射量・アルベド・氷下の日
射量（示差輻射計・日射計・水中日射計く波
長別））
　氷盟．1ζ」乍塾二る』二L海一測嘘；超音
波風速計・三杯型風速計群・電磁流速計・定
置式流速計（アーンデラー流速計）
　丞L野＿の一膨i一状淑鷹；レーダによる氷野の凹凸
度計測・空中写真撮影
　壷一一測．定；塔内部のストレンゲ～ジ
による歪測定から流氷力の測定、海氷の一’軸
狂i縮試験による破壊強度測定
A元r－Sea－lce　Observa垣on　System
O婁　Hokkaido　Univers』ty
◎ペー
？c＝t
雛⊃
　3．漉氷タソーの利用目的　本システムは
生成．成長．融解という海氷の消長過程と大
気一海洋間の熱および物質交換〃）メカニズム
の関係（気象学）、海氷下の水塊構造、とく
に水温傍塩分の鉛直構造、それに伴う鉛直安
定度の変化（海洋学）、氷上氷下の日射騒の
変化（海氷光学）、水塊構造・光環境の変化
と海洋生物の繁殖過程（海洋生物学）、氷野
におよぼす風や海流の作用（漂流理論）、氷
野が海中構造物に作用する力の予測（海氷工
学）等氷海域の総合的な研究を目的とする。
▽
4P◎『‡T　OF　MOMBETSUゆ
へつ こ／〉
王
　底差旦物．学的＿班窒；極地研究所のクロロフ
ィル計測システム、氷下の容存酵素連続測定
（ウインクラー法）等である。
　5．　おわ　り　1江　　1986年｝ご完成し　たソ篇i氷領域
気象・海象観測システムの概要にっいて述ぺ
た、本ダワーを氷海域の現象理解のための野
外実験室として氷海域研究に有効に利用して
いきたい。
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北海道サロマ湖海氷下でのクロロフィルa量連続測定
　　　福地　光男・佐々木　洋・渡辺研太郎・谷村　篤　・佐藤　博雄・山口　征矢
　　　（極地研）　（東北大・農）　（極地研）　　（極地研）　　（東北大）　（埼大・教）
［はじめに］
　植物プランクトン現存量の時系列変動を連　　1986年12月9日に係留を開始し、翌1987年
続的に観測するため、クロロフィル計測係留　5月20日に回収した。係留開始時、回収時と
ブイシステムを開発し、南極海ブライド湾に　もに湖内は開水面であった。湧別漁業協同組
て夏期間の47日にわたる第1回目の現場実験　合の記録では、湖内全面結氷は1987年1月16
に成功した（第9回極域生物シンポジウムに　日であり、湖内海開きは4月17日であった。
て発表）。さらに長期にわたる観測を試みる　　回収時に、現場海水を用い水中蛍光光度計
ため、同ブイシステムのデータ収録方式を一　の蛍光強度とクロロフィルa濃度との蘭係式
部改造し、冬期サロマ湖にて第2回目の現場　を求めた。
実験を行った。　　　　　　　　　　　　　［結果］
［方法］　　　　　　　　　　　　　　　　　図1に161日間にわたるクロロフィルa
　クロロフィル計測システムのハードウェア　濃度の時系列変動を示した。合わせて現場水
一 は前報と全く同じである。但し、係留地点温及びブイ水深の変動も示した。合計1925組
の水深が前報に比べて浅いことから、浮力用　のデータ収録に成功した．
のブイを取り除いた。バッテリー容量及びデ　　結氷期間を通して、水温は一1．5℃以下
一 タ記憶容量は前回と同じであるが、1時間　であり、クロロフィルa濃度は低く、変動が
毎のデータサンブリングを、今回は2時間毎　ほとんどない。湖面海開きに先行し、春先の
とし、計測期間を前回の3ヶ月から6ヶ月へ　融氷と共に昇湛がみられ、クロロフィルa濃
と長期化する方法を採用した。　　　　　　度が増加した。これは、いわゆる春の植物ブ
　係留地点はサロマ湖第1湖口近くの三里浜　ランクトンブルーミングではなく、融氷に伴
，地先約1kmの水深6～7mであった。計測　うものと思われる。
ブイはホタテ貝養殖施設の一部である湖底の
ローブに直接係留し、センサー部が水深約3
mに位置した。
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図1．1986年12月　9日　12：00時から
　　　水温，水深の変動
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1987年　5月18日　22：00時までのクロロフィルa量，
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サロマ湖における冬季海氷下の基礎生産力　　　佐藤博雄　　・　　山口征矢　　・　　渡辺研太郎
　　　（東水大）　　（埼玉大・教養）　　（国立極地研）
目的：オホーツク海は、冬季に結氷する海域のな
かでは、世界で最も低緯度に位置する。オホーツ
ク海に面したサロマ湖も、1月から4月にかけて
湖内は海氷に覆われ、その下部にアイスアルジー
による着色現象が見出されている（Hoshiai　and
Fukuchi，1981；渡辺ら、1987）。　しかしながら、
海氷下の植物プランクトンやアイスアルジーの光
合成特性あるいは基礎生産に関する知見は、極め
て少ない。　本研究では、冬季結氷中のサロマ湖
のアイスアルジーの水温および光に対する特性を
調べ、現場法にて基礎生産量を見積った。その結
果を昭和基地周辺海域における知見と比較した。
材料と方法：サロマ湖北西岸トエトコの周辺海域
において、1987年3月7日および8日に、ア
イスアルジーおよび植物プランクトンの試料を採
取した（図1）。
　アイスアルジー試料は約50cm四方の氷塊の
下端部から1cm程を掻きとり、0℃を保ちなが
ら融解したのち酸素びんに注入した。それぞれの
試料は3．8，10．8，27．5，37．5，57．0μE／憎！secの
光量子の環境条件下において光合成一光曲線を得
た。一方、光合成一温度曲線のためには0，4，8，
12，16，20°Cの水温下で実験がなされれた。アイス
アルジーの光合成活性の測定は溶存酸素法にて行
った。
　一方、植物プランクトンの基礎生産量は13C法
を用い、現場法にて測定した。天空および海氷下
の光量子量は、Ll－COR　188　quanta簡頂eterにて測
定した。
44°30’N
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図1観測地点
144000’E
44・30’N
44°20’
44°10’
44°00’
43・50’
結果と考察：海洋環墳条件のうち、海水温は一L1
～－ 1．4°Cにあり、塩分は32～3路の範囲内にあった。
また水中の光条件は海氷直下で、相対照度1％程
度にまで減衰していた。その時の海氷の状況は、
氷厚38c馬　積雪8c胤であった。
　植物プランクトンのクロロフィル・a濃度は、測
定点1および2では0．107～0．770肋g！m3であり、
測定点1の0・6頂の積算濃度は、2．60損g！m2であっ
た。2測点のおいて現場法により測定した水面m
2当たりの基礎生産量は、Stn．1では1．92，　Stn．2で
は1．13掃gC加2であり、この値を他の海域の知見と
比較すれば水中の生産力はそれほど高くないと考
えられる。
　アイスアルジーの光合成特性について
　現場水温に近い温度条件において光一光合成曲
線の結果から、27．5μE／m2／sec下で最大光合成活
性が得られた。この光量子量は南極で得られたも
のとほぼ同じ値であった。また、温度一光合成曲
線では8°C付近に最大光合成活性が認められ、そ
れより高温側でも低温側でも活性は低下した（図
2）。この光合成に対する最適温度は、南極のア
イスアルジーで得られた値と同様であった。ぴC
付近における最大光合成活性は、サロマ湖、南極
ともにほぼ1闘gO2佃g．chl．a／hであったのに対して、
8°Cにおける活性はサロマ湖のほうが1．5倍程度高
かった。呼吸活性は、両海域ともに光合成活性の
10－20％ほどであった。また20°Cでは、呼吸
が光合成よりはるかに高かった。
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1986／87年の結氷期を中心としたサロマ湖内のアイスアルジや“と植物プランク｝ン
渡辺研太郎（極地研）・佐藤博雄（東水大）・谷村　篤（極地研）・福地光男（極地研）
　　　　　　　　　　佐々木洋（東北大・農〉・山日征矢（埼玉大・教養）
冬期サロマ湖では海氷が発達し、その下部にアイス・　鎖状群体を作る胞ぬ£垣」af塗」巫．リボン状群体を形
アルジー（ice　a｜gae＞群集が増殖して茶褐色の着色層　成する止sp．2，　Th垣鎚§iΩsl．聰sp．などが優占した。
を形成することが知られている。高緯度に位置する昭　融氷後は⊆h鍍L賎鉱gs　spp．が優占し、結氷、融氷を境
和基地周辺定着氷域と、季節的に海氷が形成される最　に種組成の大きな変化があったものと考えられる。海
も低緯度の海域に近いサロマ湖との生態系を比較する　氷中に見られたのはほとんどが珪藻類で、Mt答磯口
ことは、光周期などの環境条件と海氷生態系との関係　f且別旦旦，N．雛．2，刊釦旦§旦osl．腿sp．が高い出現率
を解明する上で極めて有効と考えられる。しかし、こ　を示した。結氷後期の氷中、氷下水中の種組成が類似
れまでに得られた知見は結氷中期に行った1回の調査　していることから、ice　algaeが海氷から遊離し、海
からのもので、経時的な変化については不明であっ水中に移行したことが推察される。
た。そこで、まずice　algaeと海中の植物プランクト　　以上要約すると次のようになる。1）サロマ湖内で
ンとの関係を明らかにするため、それぞれの現存量、　は海氷の彩成、発達ζこ伴って植物プランクトン相が変
種組成の季節変化を調査した。　　　　　　　　　　わり、現存量が減少した。2＞海氷の発達につれて海
【材料と方法】サロマ湖結氷前の1986年12月9　氷下部に、珪藻類を主体とするice　a已eが増殖し、
日、融氷後の1987年5月20Bのほか、結氷期問　氷下海水中（◎－6m＞の植物プランクトン現存量以
中の2月12、21日、3月7日の計5回にわたり調　上に発達した。3）結氷期後半にはice　algaeが1毎氷
査した。定点は第一湖口近くの三里浜地先約ikmの水　下部より離脱し、海水中に移行して海水中のクロロ
深7－8mの場所に設けた。採水は0，3，6mから　フィル現存量の増加に寄与した。4）海氷消失後には
行い、海氷は直径約7．6頂の氷柱を採取して切り分け融　植物プランクトン相が再び変わり、水中のchLa現存
解後、両者ともGF／Cフィルターで濾過し、蛍光法によ　量が増加した。
りクロロフィルa（c川．a）、フェオ色素量を測定した。　　サロマ湖内では年間を通して、ホタテ貝、カキ等が
海水中の微細藻類は、N保PACネットを用い、海底直上　養殖、育成されているが、これらの濾過食者に対し、
からの垂直曳きで採集した。出現種は光学顕微鏡によ　海水中のクロロフィル現存璽が低下する結氷期には、
り検鏡・計数を行った。　　　　　　　　　　　　　　ice　algaeが一次生産者として重要な役割を果たして
【結果】調査期間中、1月上旬一4月上匂にかけて湖　いるものと考えられる。
面が結氷し、定点での氷厚は33－38c麟となった。結氷
期間内の海中のc川．a現存量は、それ以外の時よりも
一般に低かったが、結氷後半の2回の調査時には、上　言
層ほど・w・・灘が融・た・・…D・一撚⑭㍉
chi．aは下層ほど多く、最下部3－4　c拍層に全chl．a量　巴10
の67－85％縛机た．最遁の…．・灘は・・．・ぷ1ε
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　←64．0，111mg・m“3と、時間の経過とともに増加し、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O
氷中のc相．a現存量は3月7日に最大値5．46　mg・m溜
となった。これは氷下水中の◎－6mc川．a積算値の　官
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　3㌶：蕊；1欝：：㌶箒：；二謙圏
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6り高く、海水中でも上層ほど高い値が得られた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12　　　　　2丁　　　　　　　　7　植物プランクトン種組成は、結氷前の12月9日と　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　FεB　　　　　　　　　MAR
結氷期間中・および融氷後の5月20日の3つに大別Pig．1．　Vertical　pr・file・f　ch1・r。phyU旦
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1n　t｝1e　sea　ice　and　water　COIU皿n　at　Stn・　1される。すなわち、12月9日には群体を作らない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　in　a　lagoon，　Lak⑧　Saroma　during　the
M▲蚕£h旦sp．1が優占していたのに対し、結氷期には　ξ主eezing　period　in　1987・
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1986／87年夏期しらせ船上でのクロロフィルa量の連続測定
　　　　　　　　　　　　　　　福地
　　　　　　　　　　　　　　　（極地研）
［はじめに］
　第27次隊にひきつづき、第28次隊において
も“しらせ”船上にて、表面海水モニタリン
グシステムによる観測が定常的に実施された
［方法］
　“しらせ”船上の表面海水モニタリングシ
ステムは、第9回極域生物シンポジウムで報
告された第27次隊のものと機能的には全く同
じであった。第27次隊ではセンサー部をすべ
て1つのラック内にまとめて組み込んだが、
保守・点検を容易にするため、第28次隊では
これらを3枚のパネル上に分けて配置した。
第27次隊で準備が間に合わなかったブランク
トンセンサーからのデータ処理は、本航海で
は順調であった。
　航海中及び氷海停泊中も5分毎に、船底よ
り汲み上げた海水中の水温・塩分・溶存酸素
・ 栄養塩（NO3－NあるいはSio3－S
i）・クロロフィルa及び動物プランクトン
量の6項目を測定・記録した。合わせて、航
海・気象データとしてGMT・位置・船速・
水深・気温・水温をも収録した。
図1．1986年12月～1987年4月，
　　　第28次日本南極地域観測隊
　　　しらせの航跡図．
光男・窪寺　　　恒己
　（科博）
［結果］
　1986年11月14日、東京港を出港し、翌ig87
4月18日、同港に寄港するまでの航跡図を図
1に示した。
　亜熱帯収束線を通過する際にはNO3－N
濃度が大きく変化し、また、南極前線を通過
する際は、SiO3－Si濃度が大きく変化
するためこれらの栄養塩濃度の変化を連続的
にモニターすることは、海洋前線の位置を決
定する上で、きわめて有効な方法であった。
とりわけ、温度変化幅が少ない南極前線域で
は、わずかな水温変動に対して、SiO3－
Siは大きな変化を示した。
　これら物理・化学要素と関連して、クロロ
フィルa量も大きく変化した。
0 芦∵・パ
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25 　　南極・ブライド湾におけるブルーミング時の沈降粒子変動　O服部寛・福地光男・佐々木洋・星合孝男
　（東北大・農）　（極地研）　（東北大・農〉　（極地研）
《はじめに》　ブライド湾における植物フ゜ラン外ンの夏期大増殖は戊ARE・25，26調査によて観察さ
れ、JARE－27（1985／86）1こおいても同様に認められた。係留ブイシステムによる水深50栢での現場蛍
光連続測定結果（48日間）は、　このブ小ミング現象がかなり長期間維持されている事を示していた。
表層での基礎生産産物がどのような形で下層に伝搬されるかを把握し・時間変動を観察するこ
とは、豊富な底棲生物現存量を考える上でも重要である。　このため、長期現場螢光光度計下層
に設置された時問分割式セジメントトラップ゜により沈降粒子の時間変化を観察した。
《方　法》　時間分割式セジメン“ラップ゜はブライド湾内70°1L5’S、24°18．7’E（水深286　m）に
て120姐層に係留し，1985年12月28日1800時（LHT）から1986年2月8日1800時（LHT）までの42日間、
3．5日間隔（計12サンプIDで採集を行った（表1）。得られたサンフ◇ルは船上で列0フィル測定をした
後、日本に持ち帰りPOCと粒度組成分析、　SE岡と顕微鏡観察を行った。また、係留地点付近にお
いても、観測前後（12月と2月）における0－200m水柱内の”0フィ1’鉛直分布を測定した。
《結果と考察》　密度躍層の位置は、　12月が10－50m層に緩やかに存在したが、2月は表層水
の低塩分化、低温化のため顕著な躍層が30－50m層に出現した。12月の投入時には既に植物
プラン外ンのブ1↓一ムは始まっており2月の回収時まで継続していた。正2月と2月の200m以浅のクH
フィ8旦現存量は各々403、333刷g耐2で12月の方が高かったが、躍層以浅の量は135、157
・gバ2で2月の方が高くなった。　これらの結果より12月は鉛直混合がある程度活発であり、2月
は成層化していたと考えられた。
　3．5日毎のフラックス各種の測定結果は図1に示した。色素フラックスは測定開始のNo，1から増加し、
No．7でCh1．往とPheo．は2．29、2．40聞g　r2　day－1のヒ゜一クに達したが、その一週間後の
No．9になると1／4にまで急激に減少した。色素フラックスの主要構成成分である植物プラン外ン細胞と
動物フ゜ラン外ンの糞粒は球換算で各々直径15－20、40－60umのサイズが優先し、体積フラックスは植物が
No．6、糞粒がNo．7において最高値を記録した後No．8では1／5－1／4に減少した。　SE門およ
び顕微鏡観察の結果、植物フ゜ラン外ンでは殻経20“前後のThalassiosira　an七arctica、糞粒で
は直径30－40u臥長さ40－60　UMの円筒型の物が全期間を通じ終始優先していた。　POCフラッ奴
はNo．5の最高値（89．9　mgC　r2　day－1）を含み、　Nos　1－6は60面8C聞一2　day－1以上であった
が、No．9では1／10に減少した。
　トラッフ゜を吊下した42日間の前後における水柱内の植物プラン外ン現存量には大きな差が認められ
なかったにも拘らず、沈降粒子量は測定開始後4週問目　（Nos　7＆8）を境に各測定値が1／4以
下に減少するという大きな差が現れた。観測前後の水塊構造から考えると、No．7以前は上下
層の混合によりトラップ゜吊下直上層のクonフィ｝｝濃度は高く、沈降速度の遅い植物プラン外ンでも短時間
に朽ッフ゜に到達できたが、Nos　7－8以降成層化が強まり表層起源の植物フ゜ラン外ン粒子の下層への
沈降が妨げられたため、植物プラン外ン由来の値が減少したものと考えれた。　また、観測前後の
動物プラン外ンの分布層及び個体数には大きな変化が認められなかったため、動物フ゜ラン外ンの糞粒
量を動物フ゜ランクトンの摂餌活動の結果と見なすとNo．9以後動物の摂餌活動の低下は表層水の低
塩分化、低温化が影響したものか又は、種組成、ステージの違いによるものかであろう。
　植物プラン外ン、糞粒の他にトラップで得られたものに有孔虫があった。水柱内での有孔虫の分布
層が現在明かでないが、表1のごとく、沈降数の時間変化は他のフラックスと同様にNos　6－7で最
高を示した。しかし、他の各フラックスの値がNos　9・・12の期間で最低になったことに比べ、有孔虫
はNos　1－3の値よりNos　9・12の値は高くNo．12以後減少する可能性があった。
　今回の結果は南極海において42日間沈降粒子量を3．5日おきに自動観測できたことにより、
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海洋表層での出来事を推定できるだけでなく、表層での基礎生産物がそのままの状態で下層へ
運ばれていることを示した。今後この減テムを数層に一年間設置できたなら、南極海沿岸のブ11
一ミング現象と1袖ギーの下方翰送に関しさらに詳細な情報が得れるものと思われる。
表1 各サンプ》の採集日時と有孔虫数
サンフW番号　　1　　2　　3　　4　　5　　6　　7　　8　　9　　10
月日　　　　12／281！l　l！4　1／8　1／11　1／15　1／18　1／22　1／251／26
時間　　1800060018000600180006001800060018000600
有孔虫数　　1633　1225　81648981142924082228579388163274082
（No．　簡　2　day≡1）
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図1　ブライド湾120m層における沈降粒子量の時間変化、
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NAM8　　　8
ADDRESS　8
丁工「rLE ●●
X．N．　VERLENCAR，」．工．　GOES＆A●H．　PARU工EKAR
Na七1。na1エn・七i七ute。f　Oce顛。9エaphy，　D。na　Paula．
Goa　403　　　　 　　0040　　　　　　　　工ndia
Bi。1。gica1　Pエ。ducUvi七yエn’⑰e　Marg加aUce　Z。ne
And　The　Ocean工c　Region　工n　J㎞七arc七icao　1983●1987
　　　　PhytOPlankton　pr◎duc七ion　and　8pecies　co㎎）ositlon　were
5七ud土ed　a七ゼhe　ice　edge　エegion　in　the　工ndian　Ocean　sectoエ
be七ween　100　七〇　130E　long1セude　《ユuring　the　aus口al　summeエ
foエ　the　year3　1983－87●
　　　　The　results　sugge3t　tha七dhlorqphy11皇and　pr土maエy
produc七ivlty　of廿1亀eupho七ic　water　colum　differ　conside＿
rably　f工om　yeaエto　year．　The　5pecies　coπpos土tion　indicated
tha七while　formed　the　major　poエ七ion　of　phytρplank七◎n
during　1984　and　1985・th・（maet。cer。・’幽・nd飾i・。・。1eni・
weエe　the　abundan七　forms　dur土ng　1986⇔87●　　Compar土son　of　the
エesu1七s　wiセh　ocean工c　wa七eエ3　in　Anta】：c七ica　shows　tha七the
coastal　wa七ers　are　faエmoエe　productive　than　the　oceanic　region．、
　　　　　工旦si七u　phytqplankton　grow七h　rate　wエth　diffeエen七s土ze
fractions　was　s七udied　us　ing　d⊥aly3　is　bags●　rThe　results　in⇔
dica七e　ゼha七nannqplank七〇n　c◎n七rlbu七e　t◎m◎re　七han　70％of　the
phytqplank七〇n　produc七ion　in　An七arc七ic　wa七eエs・The　influence
of　hydr◎graphic　conditions　and　t項e　nutエien七s　on　phytqplankton
pr◎duc七ivi七y　has　been　discussed・
一 31－一
27
NAME： V．K．㎜GALKAR
ADDRESS：Na七iona1　工nsti七u七e　of　OQeaロographY・　Dona　Paula・　G◎a　403004・　工ndia．
τ1τLE：Ec◎10qical　stud工e8　0n　marine　algal　flora　of　Ellis　fJord，　Vestfold
H工118，　Antarctica●
　　　　　The　distribution　and　compos工tion　of　marine　macエo－algae　in　relati◎n
t◎　the　ec◎10gical　parameter8　wexe　studied　a七Elli8　Fjorao　Ve8tfold　Hi1180
An血arc七ica．　The　alga15pecles　c◎ゆ08iセion　in5ideセhe　fJord　dlfferedi欝（鶯li縛1欝罐ili・i懸鱗…欝滅＆E°
　　　　　The　large　bm冊algae　H㎞ant。thallus　g－（A・＆・E・S・GepP）
：尭gaa盟＝鵠櫟。J鑓麟、：e蒜：鑑：e監ξ認m。田e
oceanic　3i七e．　The　algae　collec七ed　fr㎝廿1e◎ce釦ic　81te　durlnq　8u㎜er
showed　luXurient駆◎wth　indica七1ng　their　pre5ence　under　8ea　lce・
　　　　　Some　fmiting　and　adult　algae　rec◎vered　under　sea　ice　duエing　Septem－
ber　a130土ndicated　g京）wth．　The　number　of　algal　species　d8crea8ed　c◎n8i－
derabIY　du工土ng　win七e工month8●
　　　　　During　su㎜er　months　when　sea　ice　was　b㏄ken．1エttoral　belt　wa3
妻蒜’g7；ヂ。f蹴P㌫；謡霊㌫認蒜謬：°。pi工。艦；
縣E鑑譜a艦濃「：磯雛r：。汀認畿讐遜鎧書幽
hariotii　　Gain　occupied　lnfra　lit七〇ra1　20ne砲ile　deeper　rock　poo18　a七
励tt。ra120ne　exhiMted　luxuズ1ent　gr。wU、．
　　　　　The　envi口㎜en七al　par訓治ters　8h。wed　varlation　during　W㎜er　mon出5
蒜土篇、↓ぽhき｝e轟㌣：漂圭甑艦5‖1ミ。i㌫㌣灘。w：ξe：・謬1tec’
during訊㎜ier，dec士eased　with　increased　dissolved　oxygen　and　pH　values・
wh　i　ch　cou　ld　be　attributed　to　the　luxuエient　gエ◎wth　o　f　the　f工1amentou3
alga巳・一・
　　　　Macエoalgae　ofセhe　inshore　waters　of　the　Vestfold　Hills　harbou丈s
露：曇i鷲；懇゜竃藁・櫟ili；i蕊こ
invertebrate　8pecie80n　marine　algae　indicate白βignificant　c。ntribu七1。n
to　the　coastal　ec◎sVstem　in　the　foエm　of　alqal　detri七us●
一32一
28
　　ノ臼ず二了九ヨルド・隔砺4端され斉惰樹・・別牌，
　　　　　　　哨レ，化侭午箸産穐の錯見1二っいて
　　　　　　　　　　　　　　乎・‘1和正
　　　　　　　　　　　　　　（ψ寺洞％％刎創）
　　1礼れ二村綱・賊へ・1雑薩繕イ僻・隔砧得凶い礁類4鱈穐砧
％イづoそ匂纏・散丸暑4（コエしA1’oゾφ1つ，晴葡種亨栢ザ報宅さ十Tcち。膓ハ穿勺’
り｝）の！禰wし4，’？δo瞥砧笛マイ彰ン’ら，了｛じン・つ有ヨvド十欧日奏唯泊両種
フ4弓wFイト祇（砺゜スolラ，⑰゜o写’ω）じ寄が出得イ6減倫4c域仰惰紋包寄しイし・う二L
：鍛碧1穀論㌶蒜芒騨8㌶皇㍍㌶乱遼繊羅1溺
イ糎動刎イうン7レ群＞4。伺’、・飢九榊られ、プパW5f緬縛の槻
靴緬・，4袖随硫姑刷弓ザ↓・い傭魅耐・醜蝋勧0やレー弓惚
柑縄指禰1魂緬⑭1網彬性川組舶，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　南レ印苓磁）じけ止物輪兇じ額りうかレF十碗∀弓の初絹％3穂A出椛1・っ焔・δ南窪㌢LっっLぴ指嫡ぐれる。
Cイ榊砕。　　　　　　　相助つ4ヲ1レドぷ細殉れ布蹄椥
　材糾有δぜ角％：了イ七ソ・つ4ヨ1レド訓ら種（表1）のろち，化侭午斉丸穐の
械国1・Aル抽働駒脅γりれ←一（雌澗ぴ歳22構榊勧調商醐，㍗知「融↑・・刷）1欄侭特柄禰縦娩じし伺で
位置4う㍗∫’ン，臨％輪▲』き碗、ヤ1じ1ち1乙驚表さ十セo」IY伽kw伽，／ラ86）・｛釦ち，
’⇔。㌣ム司ゼ弓／9＆餅／z司きイの朝1司tヤ，司　膓のL．」｛勺x稲乳ぐ申匂試糾（η83
鴛灘雲鰍（ll彩鱈㍑㌣鵜）『1㍑享詣環姦票ピ麟よ芝考竃
わ十f多。を乍，二れ弓定期特集の花1二／ラ紡年づう』血L（雌『伺特，碓lo伺句
脅司勺’引o司1パ伯かヤのいv1ぐ・，りキヲ十藤右暑がΩ並㎞』（蹴を1個砕）ザ南人
係剛輻働物竹ンつわの1ヨ1司樋’櫛特ガ弓初M醜ぐ柿，二蛎3称個
包調イる乍め，つ4ヨ1レドおδ｛帥イ1vの分碕飾4，4し侭午才の僻寺じの外4怖態比乾w’
々！イ珠イMて｛フキリト4伺才司・・1㌧1司崎十らイt4鴛ビル累が認めラれ4η．陥二じガら，
中叉ボ1日41り卓彬ぐ牛杉。二∩祷4！紀・k砺把貿角宿布ザら判断φ％じ畢近人為司し二
編描レし緒靭1・卵・癖日1的ずつ楠砕儲のW柑煽．輪1砕嫌
欝‡隠鵠編毒溺麗舗苔漂1蕊よに㍊聯職㍗笥1欝
β～い沌薮踊・〈笥砺石・紬匁（岡鴻い帥M猫鴫幽昏朴甑
和し。　　　　　　　　1・叱三バら，パ舟いい句ヰ・狛　徽が碗寮洞伝柄ザ品し類η・弓熊油臼匂ぐ杯杉トの輸迷情tず
37脅∩うち，・ト塊拍僧栢レつvゴ計5じ（姦6十う。二の祷・1卜為絢循入1僧A他数¶く
1），寒歯稜で巾ぺ表的罐幻修娩イ邪6　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゐ～離聞イ椥砕焔・］（c蝋イ蜘倒，
亀㎞u丘一，N幽』、動w杉硯当レの蜘司題働δvr牲態奪垂杓の
一」｝ボが£血吻典　ナ勺・ズ向粥桐レ4し・〈うエず髄儲針
』楓4じめ計η趨が出砲し杉。イ巴笥，　りも牙へτ〈十ろイ助うう。↓イレイ1ザ鵬，
害㌘嬬驚ご塞，㌶騨葦霧誓㌶禦裂完
』」一玄δ1〆⊂　　4っセη，勿ちv口靖伏朝φ状態レあり硯庇
｛吟働’3穐槌礼しセ↓吟抽句ミのY乃㍗ヨoげ弓榔1・桐うK・ソ
咋“ば・裕抗亀1・紬のc咋・繊卿｛・今1パ。41官・い⇒バう・
　　　　　　　　　　　　　　　　－33一
c嶢
3?
（?
?
A
8
D
ワ・，耳．丙
?
70W
慈鐵
?
?
倒1．ホ綱初ト坑（A）ポδが淋前詞唱ざ
　　れ杉非坑（6μじ：イ記パk鰍蕎垣）も
　　5・4地傷｝，南じ｛4麺ん（1μ弓）を3・4
　　線式観（弓iしw⊥N砺hソbひ，ノ977）。
??
．
　
　
書
■
　
’
δO???
1二
p
’
?っ．???
??
巧：
H陥（〈久w広嵐ヱぴ徹合（’98亨）
M（λヒ恒α佃しA・πセτひw仇（／9＆ぢ）
Aヤしoう（’ラη6）
仔r】竃（！883），Arし。今（θ？6）
趣風1蔓丸
　　　　　　　　　　　　　　　　　ソ写’プ・ホ’ン海乱
つンボ1レ「傭倫膓ん
りンギ1レ「三？ぽ乞糺
ぺ1レ≠・矛・｝臼丸
表1．！9A碑〃蘭碍4での銅祠中，イ句ン・り4ヨ｝レF十域朽熱象されち斉惰性
　　η’し・あし親。
　　　　　　　　　　　　　　　・：矛d∩つ4ヨルF十俄・fらの初報も種
　　　　　　　　　　　　　　　△：素畑《湧　▲：厳洞種
Calanoida
　　　　　Calanus　chilensエs　Bτodsky
　　　　△Calanus　simillimus　Giesbτecht
　　　　▲Calanus　minoて　（Claus）
　　　　△Ne。calanus　t。nsus（Brady）
　　　　　Calahoides　p－　Brady
　　　　祈図esocalanus　tenuicoτnis　s．　1．　（Dana｝
Rhincalanus　nasutus　Glesbrecht二
　　Paracalanus　夏皇三巴L（C！aus）
▲畳Calocalanus　幽L　Giesbrecht
　祷トlicrocalanus　2竺きΣ主三L辿［　Saτs
　▲Clausocalanus　arcuicornls　（Dana）
△Claus・calanus〔Fr・st＆Flemingeτ
△　至≦≧王｝　Giesbrech亡
　Ae℃1deus　armarus　（Boeck）
　Chiridius　I盤三Giesbτecht
△Pareuchaeta　antarct工ca　（G工esbrecht）
　Scolecithrlcella　mlnoτ　（Brady）
祈Parundinella　sp・
△Metridia　lucens　Boeck
　　　　養≦…皇三1！≡⊆≦≧2三蓑≧…皇〔と　abdominalis　Sato
　　　　　－bτachia仁US（Dana）
　　　　養Boeckella　ti仁icacae　Harding
　　　　祈Boeckella　sp・
　　　　妾Lucicuヒia　sp・
　　　　△Candacia　cheiτura　Cleve
　　　　祈Acar仁ia　omoτ11　Bradford
　　　　　Acaτtia　亡onsa　Dana
　　　　養Acartia　sp・
Cyclopoida
　　　　　Oithona　a亡1ant工ca　Faτran
　　　　普Oithona　davlsae　Ferraτi　＆　Orsi
　　　　　Olthona　sim工1is　Claus
　　　　普Oncaea　media　Giesbrecht
　　　　祷Oncaea　subtilis　Giesbrecht
　　　　※Oncaea　venusta　Philippt
　　　　？←af£inis　McMurてich
　　　　蒼Macピochelron　sp・
Harpactlcolda
　　　　静Mlcr。seteUa－1（B・eck）
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南大洋太平洋区における毛顎類の分布構造
寺崎　誠　　（東大・海洋研）
　1983／1984年12－1月に行われた白鳳丸SIBεX－1航
海（KH－83－4）において，STC（亜熱帯収束線）および
AC（南極収束線）を含む南大洋太平洋区において毛
顎類の水平・鉛直分布楕造について調べたので報告
する、
方法：
　東経115度，150度線上を中心とした16測
点でノルパックネット（目合い：0．33mm）による0－
200m鉛直曳採集を実施した。
　東経ユ50度線上ではSTC－1は46度30分～47度，
A◇1は56度付近に観測された。東経115度線上で
は明確なACは確認できなかったが，　STC－IIは43度30
分付近に存在した。フロントの中心（測点C＞および
両端（北，測点N：南，測点S）の3点でオクトパスを
用いた水温，塩分などの環境サーベイを実施した後
に0，10，30，50，75，100，150，200mの8層でMTDネ
ット（目合い：0．33mm）による同時水平曳採集を行
った。またフロント域と比べるために東経118度
，南緯65度の測点5で1000m以浅の14層でMTD
ネ・ソトの昼夜別採集を行った。
結果と考察：
　南極海に出現した毛顎類はS，gazeUa②S．marri，
S．maxima，　Eukrohinia　hamata，E，bathypelagicaの
2属5種である。亜南極海ではS．marriは採集され
ず代わりに　S．tasmanica，S」y「a・S・mlnima・S・Pla－
nktonisの4種が出現した。STCに入ると種類数はさ
らに多くなり暖水の指標種であるS．hexapteraやP．
dracoも採集された。
1）E．hamata；両極性で南大洋では卓越種で，測点
5では10～1000層に分布し100－200層に3－5個体／m3
と多く出現した。ACでは3点の全層に出現したが，
分布の中心はSでは50，150m，C，Nでは100mで北に
行くほど深い層に多くなった。STC－1ではS，Nの
両点では30m以深，　Cでは表面まで分布していたが
中心は150m以深であった。しかしSTC－IIではNの
100m以深に僅かな個体（0．7／m3以下）が採集された
のみで，同じSTCでも東経150度と115度では
かなり異なった分布構造をしていた。本種の出現個
体数は北上するにしたがい激減した。体長25mm以上
の成体は測点5の400m以深にのみ生息した。
2）S．gazella広本種は測点5からSTCまで広く分布
していたが測点5では主に100m以深に生息していた
分布の中心は50－100m層で海域による差はほとんど
なっかた。ACNの出現個体数が最も多く，STCに入る
と激減し，STC－1－N，STC－II－Nの表面からは1個体も
採集されなっかた。
3）g哩皇xima；最も大きい毛顎類で測点5では200m，
ACでは100m，STCでは75m以深と北上するにっれて分
布層が浅くなる傾向がみられた。しかしSTC－1では
C点で75mまで出現したのに両側のS，N点では150
m以深のみに分布していた。
上記の3種は顕著な昼夜鉛直移動を行わず南大洋
の表層では上からS．gazellae，E．hamata，S、maximaの
順に生息層が区分されていた。
4）その他の毛顎類；中層種S．marriは測点5の75m
以深，E．b thypelagicaは測点5の100m以深，　STC－
1－Cの150mから採集された。　ACではS．tasmanicaはC
，Nのみ，S．decipiensはNにのみ出現した．STCで
はS．lyra，　S．planktonisは全点，　S．minimaはC，
N，P．dracoはNのみに出現した。
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図1．南大洋太平洋区における毛顎類の水平分布図．
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リュツォ・ホルム湾北方海域におけるかいあし類の分布特性
山田　智・箕田　嵩
（北大・水産）
庄、：日本南極地域観測隊は定常観測の一環と
して、1972／73年の第14次観測隊以降、現在
までほぼ毎年、　rふじ」・「しらせ」航路上
においてノルパックネット（口径45c叱側長
180cm）による150mもしくは200mから表面まで
の鉛直曳採集を実施している。今回、これら
の標本を検鏡する機会が得られ、かいあし類
の分布特性について若干の知見を得たので報
告する。
端」ヒ．方速：観察に供した標本は、国立極地
所究所が所蔵している上記ノルパックネット標
本のうち、正973～86年の9ヶ年にわたり、リ
ュッォ・ホルム湾北方の東経15～60°、南緯
50～70◆の海域において目合0．33閉mのネット
で得られた72標本である（図1）。採集は各
年とも2月下旬～3月初旬に行われた。
鑓』堅．：今回出現したかいあし類は19属23種で
あった。それらのうち、南極海表層域に普通
に見い出される吐しb辿asi辿⊥」』鎚血a
二〔旦S」．a　n．雌．，＿（こa⊥1旦np」旦追．旦旦tu這　および
⊆旦1往n旦旦』血」哩週旦　が全調査期間を通じて
卓越した。調査域の北縁でC。＿§」面li題旦が非
常に卓越した1982年を除くと、これら4種がか囲に納まる。ただし本種の出現個体数は前種
いあし類出現個体数の60％以上を占めた。次　にくらべ更に少ない点は問題であろう。
にこれら4種の出現傾向を述べる。ただし19　　以上，4種のかいあし類の個体数分布のピ
86年の調査地点は南緯63°以南に偏在するこ　一クは南緯60°付近に現れるケースが多い。
　　　　150　　　　　　　　　　300　　　　　　　　　　450　　　　　　　　　　　6〔囲E
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　訂
とまた，1978，’82年の採集個体数は少なく，
地理的分布傾向を検討しがたいことにより以
下の記述からは除くことにする。
　しsimU⊥旦：出現個体数が最も多く，1973
年に南緯56°と63°にそれぞれ個体数のピー
クが見られた他は，すべて南緯58°から62°
の範囲に一つのピークをもつ分布を示した。
　C巳＿y旦｛世旦：出現個体数は前種とほぼ同じで
あり，個体数分布の傾向もかなり似通ってい
た。すなわち，1979年を除き個体数のピーク
は南緯58°から62°であり，南緯60°付近に
出現した。1979年の個体数のピークは南緯55
° とやや北に偏っていた。
　C．acutus－：出現個体数は前2種のおおよ
そ1／3以下と少ないが，出現個体数のピーク
からだけみれば，1979年の南緯55°，2つの
ピークが現れる1985年の南緯59°，65°を除
けば，その範囲は南緯58◆から63°の間にあ
る。
　一』旦止：南緯55°，65°と双峯性
の個体数分布を示す1979年を除けば，本種の
個体数分布のピークも南緯59°から62°の範
艀
7《♪S図1．1973－86年における採集地点
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南極沿岸海氷域におけるParalabioceraantarctica　を介しての食物連鎖
谷村　篤・星合孝男・渡辺研太郎・福地光男（極地研究所）
　南極海沿岸域の食物網は概念的に描かれているもの
の、具体的な事例は必ずしも充分明らかにされている
とは言えない。特に、海氷域の冬期の情報は極めて乏
しい。演者らは、1970年9月6日採集の南極大陸
沿岸域に普通なノトセニア科の魚、£←≧－
　reVmki（ボウズハゲギス）幼魚5個体の胃内容物を
調査した。この幼魚は海氷直下をしばしば群泳すると
言われている。胃内容物は、かいあし類、有鐘繊毛
虫、尾虫類などの小型動物プランクトンから成ること
を明らかにした竺特に、ノーブリウス幼生を含むかい
あし類は、全体の90％以上を占めた。出現したかい
あし類のうち最も個体数の多いのは虹量唖⌒
であり、naupliusがこれについだ。他に、（鋤一
㎎vanus・〔L幽・Oncaea　curvata・Ha－
rpacticolda　spp．が出現したが個体数はあまり多くは
なカ、った（Tab｜e　1）o
　また、1982年冬期間の調査から、海氷下の小型
動物プランクトン相、および、その季節的推移が明ら
かになり、当然のことながらボウズハゲギス幼魚の捕
食していたかいあし類は、すべてこの年冬期間に出現
することが確認できた。優占的に出現する種は、ΩLレ
虹鎚§止虹」⊥§，Oncaea幽であり、かいあし類の
naupiiusも数多く出現した。魎⌒，　naup－
liusがボウズハゲギス幼魚の胃内に多数見出されたこ
とと矛盾しない事実であろう。しかし、』］迎一
幽が胃内容物中に殆ど出現しないことは説明を要す
る問題と考えられる。かって演者らは、ボウズハゲギ
ス幼魚は捕食可能な餌の中で、体サイズの大きな対象
を選択するものと考えΩ上魎⌒が多いことを
説明しようと試みた。しかし、もし幼魚が大きい餌を
選ぶとすると、上記3者の中で最も体サイズの小さい
naupliusが胃の中に多いことの説明ができず、このた
め、胃中のnaupliusは、海氷下に群生し、そのため
捕食されやすいのではないかと推論した。
　一方、南極大陸沿岸定着氷下部には、かいあし類
Paralabidocera　antarcticaが大量に分布し、しかも
そこで成長することが明らかとなり、naupnusから成
体に至るまでの形態変化を追跡することができた。そ
こで、ボウズハゲギス幼魚の胃内から採集したnaup－
liUSを再検討したところ、これらの大部分が、』」－
abidocera　antarcticaのnaupliusであることが明ら
かとなった。冬期間を通じ、Paralabidocera迦一
幽naupliusは海氷下部の氷の結晶間の間隙と海氷
直下の海水とを往復しているものと考えられる。海氷
下部の生息密度は5×105個体！m3と高いので、
海氷直下海水中の密度もかなり高いものと考えられ
る。いま、ボウズハゲギス胃内から見出されたPara－
｜abidocera　antarctica　naupliusの成長段階と、1970
年9月1日海氷下部から見出されたParalabidocera
antarcticaの成長段階とを比べてみると、胃内からは
海水中に見出される成長段階のうち、ノープリウスV
期ないしVI期の成長の進んだものが見出されている。
　ボウズハゲギス幼魚は、海氷直下のParalabidoce一
堕antarc七ica　naupiius群を捕食の対象とし、しかも
体サイズの大きいものを選択的に捕食していたものと
考えられる。
　冬期間、海水中の植物プランクトンが極めて少ない
日寺莫月、　　Paralabidocera　antarctica　nauplius　こま、　海
氷下部に存在する微細藻類（ice　algae）を摂餌し成長
する。したがって、サンプル数は少ないが、ice　alg・
ae→Paralabidocera　an七a「c七ica　－＞1≧a＝　虹⊆一
ご」という食物連鎖が、定着氷域に存在する一
つの証拠が得られたものと考えられる。
　また、海氷中と胃中のParalabidocera　antarctica
令組成を比べてみると、幽一
は、捕食可能な対象のうち、大きいものを対象にする
という演者らがかつて置いた仮定が、ここでも成り立
っことが明らかとなった。
F岱h a b c d 6
To凶1朝gth（㎜）　　　455　　　　　454 387 498　　　　　　　　479 Table　i．
・・綱・｛1血留：‘d％　惜1d％1玩ぽ％　InCごd％∈寵d％
α，”oα㎞顧㎜螂 7 4．83 3 0．64 1 α26 3 2．08 6 1．20
s畑畑b㎎加3 0 0 0 0 0 0 1 0．69 1 0．20
Ca恒noid　s一 o
? 5 1．06 14 3．65 0 0 o 0
0拗o朋3棚輌倫 102 70．34 250 52．85 244 63．54 79 乳86 257 5L61
0≡z｛絃 3 λ07
】 021 】3 3」38 0 o 5 1．OD
Harpa血oid　5P㏄ies2 1．玲 9 1．90 15 3．91 11 7．64 25 5．02
Cope叩d　na叩liu＄ 20 13．79 190 40．17 糾 21．88 13 9．03 194 38．96
Unideロt血d　copepo由11 7ぼ9 15 3．17 13 3．38 37 25．69 10 2．01
幽　borch　revink’
幼魚の胃中から見出された
模脚類
Toω 145 473 384 144 498
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　　　　　　　　　　　南不を蒋アミのリボ核酸含量
　　　　　　　　　　　　　　　　　池田　勉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（目水二研）
虜幼　　　　　　　　　　　　　　　　　ま課し考察
　編才キアミ〈εμρ力砲5’α∫αρ官鼠）の主准　　榊丁↓こ侯しr（牙キアミほ薙々のナィズの1固
史1味で稗順サ“・体長組改，験色m翻計4趣添，勧誓で6ヨ92吋（滋
孝く！’戸≠μ5仇）ノ断肴辮‘（’リ推え旦小τぐ号で句一18α）mハ）である。R田含量ほ蛋匂号
擁の寿命IZ　2－1峰妖籠幅ぶあ3・禾の乎均引％（25－8・2％），湿鯵のひ仁1％
砲i冠1丁野外Kおlr3〈駒極ズキアミリリポ該販（0・27－OIコ4％）ピあ。てく。βN月！鑛博才キア
（舶）髄弓剃之レそ掃ら鰍顧鞭擁助帽ズが増ヵ吋那フ人萩ケ巧3個1）。
定しめL万毛のこ’あ3・ρ～肋蛋白餓磁㎡・ぬ≦り・固（四。）‘ておて晃弘
η葡勇回本であリノ訴長ヱ」芝Lの間‘〈正の箱閣τ：動物アランクトンり2N円倉誓一瓜長速浸の
☆あがし・破1：：5彦動物7・ク・クト・ご矩一般ぷ
らAひ・う（13鋤5たイ亡且句。｛」41、∫98（り・　　　κXIO3＝ひヨ9ζ〔Rひ月コ　　　　ω
ガ返　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ・一ごK惇指紬・夏戎古ジ計葺さ4人る1日
　才キ了ミ評料141980茅｛自，米彦1〒鵜ε悶のパ長旦伎（乾重量べ一ス），〔R刈〕ぽ乾重量
閣凱・牙D締嚇願で幽6ム・描ε畑当りの斥舶♪9であ3・範鍾量一2・蛋鴫
料楕姶W詰のτあう。ε鍋σ採釆直後Lして〔RN田芝蛋a劉て禍る％τ表現しな
一 タ）°Cど↓鱈傑口し，伽す日オーストラリア　おろヒ　　、
｝ぴ羊袖学研克柑（即H≦）τ右こη糸K。試料の　　　KX｛03二3吋6ζRN月レ蟹白、％）　《z＞
徽・・う餌白℃’⑳↓鱈（解期間‘τ20－36日LT∫ろ．（2）咽ユリ回，季直線，
であう。i葬結才キアミほ芙み’1｝回体ズニ）重一量　　 1弓（《Na辰白，％）＝－o・337　Lσ（蛋日〔）＋1’2引（3）
C踵冒）τ刻是し，鍋し峡K冷茎留」（ピホい（9卿蛋白，％）麟ゑして
毛ジ’力れr・．得ら帰耗川一ト（牙　　　　　KXIO3ニコ4・2丁（蚤白）一゜’33子　（り
キアミのタ《4でによ，て10－40mlノ〃）クち　　τ得「う。
0・9助lx2ピ“’月，ひダ〆〃ε蛋匂の分布　　］たず酌極才干アミ洛・ナイズ【；あ1丁3Kであ
・ミ用“r““月の測定」二｛才D喘友畑k例e3バ／爪Pストラーバ（曇日量でlmg）ぶら訟ぼ
く／m）ヵ噸脈≦・もm∫4亡一］論卿h・…rのZぶ動量で2・。・8）う加0・0粥∀う・・。1・ダピサ
良法，i⊆bの刻定K吐・ω・y等く／951）セ用劔ズの増純英1（玩啄肪・し紬）硫り》
てく。　　　　　　　　　　　　　　　　　る。蛋D」冒の族長呈皮セ体長の増ヵロ1く複葺弓
　100?
5
§50?
?
1・0
5　　　10 　　50　　100
mg　Prot●in
500
｜亘］コー．編ズキマミの1～N（饅
優匂誓〔1（1～1「弓う％）ヒく干ナィズ’
（蛋白量、h3）の関係．黒丸ぽ￥麺了
雌，白如指の他の個悸．q卜1
回帰顔81含y＝－o♂33X・1、η1，
r＝一・糾0、Jf・3WP・。・。1・
一39一
みし1科柔冬）3◇m〃｝以よニカ7「キアミではサイズ’
｝：よフてあうン麦1し15f＞く、0・190－O・円0γnm
／aの範随〕K易る。イ稚30MM以下のフ「キアミ
ではくO・‘汐07加M／D1ご矛）5。ホoストラーベP×
収1芳1ス重オる手で’曽巧a日数は201ロτみう
（切式’の直線勾鹿の9ぢ％信砺～限宰ε考鹿ろ3
k｛9β一Zlワ白）。
　）4）ようにRト伯ノ蒋谷ら1匡定1了て綱牙キ
アミの昧長速渡ほ非停に）毘く、期闇のノ語干
艮・て局蘂｛亭口硫1τも2－3与で6η
バウ床佑て重弓ろニヒにr∫る。艮N（／管量よソ
願兎技陥推定弓うプ遼の一番の問題褒1入（z）
の一掬気式ぶビ」牧程《豹砲才千アミ1ミあてほ号る
♪＼じうザで’あう。湾間1く」《うRNA一歳毛r星．度
閣係・縫W繍油て・袖で，怖室閃
両育繊で二の臭ε確∀め別¢要試ある。ま
K栢兇τ旬い双牙才ア詰年料1臼沃長の澄紀
σ髪期1て得女もつτあ3式蕨姦噛3冬期り
誠料につ・・ても／舘『あ3｜ナ乎Pぶある。
叉献
畷md誹パ倒2糺ムー1・o・蜘叩・ξ／物
　ちリヰのフえも　
仇田・酬・f呼、H醐Bbl，1ス’勉’62－IM
Loωγy¢t司・’工bi6し（ke肌．円3、周ζ‘，2“－Z亨⊆
一40一
33
JARE－28で10－foot－KPTにより　　　　　　　　　　　採集された外洋性イカ類稚仔
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　窪寺　　’1亘己
　　　　　　　　　　　　　　　　（国立科学博物館・動物研究部）
　　南大洋の食物網において、イカ類が非常に重要な
役割を担っていることは、マッコウクジラを初めとす
る歯クジラ類やアザラシ類、海鳥類の食性研究から多
くの指摘がなされている。　BIOHASS計画のなかでもイ
ヵ類の重要性が注目され、徐々に研究がなされてきて
いる。最近、Lub加ova（1985）は南極海の外洋域には
それほどイカ類の現存量は多くなく、生物生産の高い
極前線付近や南極環流が沿岸水と混じりあう岸寄りで
むしろ多く、鉛直的には、南極表層水の下にあるやや
暖かい中層暖水に分布するであろうと推測した。そし
て、Rodhouse＆Clarke（1986）は旦．⌒旦§の稚
仔の分布様式を詳細に調べ、Lubinovaの推測とほぼ
一致する結果を得ている。しかし、南極海に生息して
いるイカ類の生活史、再生産などの生態に関してはほ
とんど知られていない。
　　JARE－28では先ず第一段階として、南極海に生息
する外洋性イカ類の特に生活史初期の分布様式を明ら
かにする目的で、10－foot　IKPTによる採集を試みた。
その結果を報告したい。
方法：10－foot　lKPTはアイザ・ソクキッドミッドウォー
タートロールの幅約3mの曳網装置に、全体が0．5田ロ
の目合で側長約16mのネットを取り付けたものであ
る。　10－foot　IKPTは船速約2－3ノヅトを保ちなが
ら入網し、毎秒約1mでワイヤーを3000m繰出し、
その後1時間の曳網を行った後、毎秒1mでワイヤー
を巻き込み揚網する水平曳と斜行曳をあわせた曳網方
法を用いた。曳網はすべて日中に行った。ブライド湾
から昭和基地とボートルイスへ向かう航路上で、8地
点で採集が行われた。時間の限られた北側の2地点で
は、1時間の水平曳を省略した。
Table　1．
Shirase　to　the　Indian　sector　of
結果：ネットの到達水深は780－140佃で、曳網距離は、
水平曳と斜行曳を合せた場合平均で約6．5マイル、
水平曳を省略した場合約4．1マイルであった。計8
回の採集で50個体のイカ類稚仔が採集された。最も
多かったのはAlluroteuthis一の18個体
で、次に6aliteuthis｝§の13個体、』－
teuthis　glacialisの9個体、　Brachioteuthis巴旦
の4個体であった（表参照）。
　　分布様式は、A．　antarcticusとP．91acialisは似
ており、南極海の特に岸よりに多く出現し、6．glaci－
alisは南極海から移行帯海域まで広く分布し、岸より
には出現しない。また、旦．pictaは移行帯にのみ出現
した。Galiteuthis　sp．は、岸より沖合いで採集され
た。その他、Onychoteuthis　banksiiとHistioteuthis
atlanticaが亜熱帯海域でそれぞれ1個体採られてい
る。体長範囲は、出現域の限られたA．antarcticusで
14－19田薗（D肌），2．　1acialisで8－18ロ■，．旦．⊇で24－
31ロ薗と狭く、一方、南極海から移行帯まで分布した6．
1acialisは9－61口と広く、様々な大きさの個体が採
集された。
　　今回の調査では採集個体数は少ないが、6．glaci－
alisの他に南極海固有種であるA．　antarcticusと
P．glacialisの稚仔が岸よりの水域で多い傾向が認
められ、Lubi加vaの推測を裏付ける結果が得られた。
南極環流と沿岸水の混合域がこれらイカ類稚仔にとっ
て重要な海域であることが示唆されるが、北太平洋の
亜寒帯海域に比較すると稚仔の量は極めて少なく、採
集法方に問題があるのか、あるいは地域的一季節的な
問題かさらに検討する必要がある。
Cephalopods　collected　by　oblique　haul　with　10－foot　IKPT　in　the　JARE－28　cruise　of　the
　　　　 　　　 　　the　Antarctic　Ocean，　February－March，　1987．
Date
Position Feb．04　　Feb．0568－21S　　68－31S
38－19E　　30－37E
Feb．24
65－03S
4－42E
Feb．26　　ト1ar．04　　Har．07　　Mar．10　　Mar．11　　　Total
64－56S　　56－19S　　47－42S　　34－59S　　30－59S
45－10E　　45－10E　　47－03E　　53－24E　　54－08E
Pnychoteuthis　banksiエ
Histioteuthis　atlantica
Psychrot…eu工h垣　9ユ旦⊆工旦1is
Alluroteuthis　antarcticus
rachloteuthls　p≡旦
Galiteuthis　g一Galiteuthis　gP．
Unidentified　’uvenileTota1
?????????????????????????? ????﹈?????｝?? ????
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べ一リング海南部海域におけるセッキハダカ（ハダカイワシ科魚類）の鉛直分布と食性
古橋正祐・島崎健二　　　（北大水・北洋研）
　セッキハダカ（一一）は北太平洋亜寒帯海域に広く分布する中深層
性魚類で、他のハダカイワシ科魚類（オオメ
ハダカ、コヒレハダカ、トドハダカ）とともに
卓越して分布する種である。このうちオオメ
ハダカにっいては他のハダカイワシ科魚類と
異なり、日周鉛直移動を行わず、中深層で昼間
に摂餌活動を行うことを明らかにした（1987
年日本水産学会秋季大会）。本報告では、セッ
キハダカにっいて日中と夜間の鉛直分布と食
性を調べ、さらに摂餌日周期にっいて検討し
た結果を述べる。
【材料と方法】　198？年6～7月の夏期、北海
道大学水産学部練習船おしょろ丸（1383㌧）に
より、ベーリング海南部海域において、小型ビ
ー ムトロールを曳網し、中深層性魚類を採集
した。一曳網時間は30分とし、曳網水深を600
m層、300m層および150m以浅の数層に設定
し、水平曳きを行なった．採集生物は直ちに10
％フォルマリン海水で固定し、一昼夜経遺後、
魚類は50％イソプロピルアルコールに移し変
え、実験室に持ち帰った．また、本種の食性を
明らかにするために胃袋を採取してその内容
物を検鏡し、可能な限り種のレベルまで査定
した。各餌生物の胃中での出現は個体数組成
（Cn）および出現頻度（F）を用いて現し、目視に
より胃の充満度は空胃から満胃までの5段階、
餌生物の消化状況は摂餌直後のものから良く
消化されたものまでの4段階、に分類した。
【結果と考察】　ピームトロールによる全採
集試料により、ベーリング海南部海域ではコ
ヒレハダカとセッキハダカが卓越して出現す
ることが確かめられた。セッキハダカは夜間
5回、昼間1回の計6回、600m層の曳網でお
もに採集され、1曳網当たりの平均採集個体
数は60．2±35．20個体であった。300m層では
夜間4回の曳網中、1回のみ2個体が採集さ
れ、日中では採集されなかった。このほか、夜
間の150皿層、60～80m層、30m層曳網でも、本
種は採集されなかった．以上のことから、セッ
キハダカはべ一リング海南部海域において、
水深600皿前後の中深層下部に分布し、日周鉛
直移動を行わないことが確かめられた。
　本種の主要餌生物は榛脚類で、そのうち
←旦一，　旦。一，一瞳ユ，　etrldla⌒が多く捕食されていた（Table　1）。これらの穫脚類
は亜寒帯海域に多く分布し、鉛直的にも広い
分布範囲を示すことが知られている．また、本
種の空胃率は昼間に低ドする傾向が見られた
が、胃の充満度ならびに餌生物の消化状況は
夜間と昼間で大きな違いは見られず、本種は
明瞭な摂餌日周期を持たないと推定された。
　以上のことから、先に報告したオオメハダ
カと比較すると、両者ともに亜寒帯性種で日
周鉛直移動を行わないが、オオメハダカは中
深層上部に生息して昼間に摂餌を行うことに
対して、セッキハダカはより深い中深層下部
に生息し、その摂餌活動には明瞭な日周期性
がない、という違いが見られた。
Table　1．　Diet　of　Steηobrachjus　ηaηηoc力jr　based　on　the　stomach　con七ents　analysis．
　　　　　　　　　　　　　　　Cn
COPEPODA　｛total｝　　　　　　　　　　　77．2
　0alaηus　crjstatus　　　　　　　　8．4
　0．　pユu頂c力τus　　　　　　　　　　　　　28．7
　Eリoalaηus　bロηgjj　　　　　　　18．8
　θaldjUSSPP．　　　　　　　　　　　　1・5
　G．　vθrjab元1」js　　　　　　　　　　1．5
　GaetaηUs　sjmplex　　　　　　　　1．5
　Pareuc力aeta　sp・　　　　　　　　　　0・5
　jp．　bjro8tr8ta　　　　　　　　　　O．5
　クEuc力aeta　sp・　　　　　　　　　　　0・5
　Metrjdia　pacjf元ca　　　　　　　　12．4
　Pユeuro加am皿ra　scutuユ」ata　　　　1．5
　∬e亡eror力abdus　robustojdes　　1．5
　Unidentified　spp・　　　　　　　　10・0
F???????????????? ? ?
????
AmphipodaEuphausiacea
Coηc力oecja　spp．　（Ogtracoda｝
Sagj　t　ta　sp．　（CHAETOGNATHA）
0批op」eura　sp．　（Larvacea｝
Unidentified　CRUSTACEA
Digesしed　CRUSTACEA
Digested　matter
nC??????F ??????? ? ?
Number　of　prey　items・　　　　　202
Number　of　8tomach　containing
　　　　identifiable　food．　　　107
Number　of　stomach　examined．　　　　184
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南極産硬骨魚の腎及び膀胱の比較研究と氷海での適応　　　　　　　　　　　　　　　0小川瑞穂（埼玉大学）
　　　　　　　　　　　　　　　　　福地光男（極地研）
　海産硬骨魚のなかには糸球体の消失した，
いわゆる無糸球体腎を有する硬骨魚が存在す
る．本邦産のものではキアンコウやタツノオ
トシゴ等がそれで，いずれも極端に運動性の
小さな魚種である．しかし，系統的に近縁の
種がすべて無糸球体腎をもっとは限らず，カ
サゴ目のギスカジカ　Hyoxocephalus
scorpiUS　の腎は無糸球体腎であるのに，近
縁の　H．octodeci●spinosus　はよく発達し
た糸球体を備えている（Forster，
’53），
　硬骨魚の冷水適応機構として，南極の海氷
下に生息するノトセニア亜目の魚類は体液の
氷結を防ぐためその血しょう中に不凍糖タン
パク質を含有していることが知られている．
この物質を糸球体から濾過，排出しない様に
ネフロンは糸球体を欠き，この物質を血しょ
う中に保持する機構の発達が冷水適応を可能
にしたことが知られている（Dobbs，et．
a1．，’74，Dobbs，DeVries
’75）．北極海に生息する硬骨魚でも血し
ょう中に同様な不凍糖タンパク質の含有が確
認され，季節的な変動を示すとともに　（
Duman，DeVries，　’74），こ
の物質を含有している硬骨魚のあるものは無
糸球体腎をもちギスカジカ　拓　scorpius
はその例である（Hew，et．a1．，’80）．
　今回，国立極地研究所に保存されている
1982年及び1986年度の日本南極地域
観測隊により昭和基地周辺で採集された魚類
のうちボウズハゲギス　Pagothemia　borch－
gravinki，ショウワギス　Tre顛to則s
bemacchii，ウロコギスT．　hansoni，及
びナンキョクゲンゲ　且ustrolycic』thys
brachycep』alus　の4種の腎と膀胱を観察す
ることが出来た，最初の3種ではその腎組織
中に糸球体を有せず，無糸球体腎であること
を再確認した．しかし，ナ．ンキョクゲンゲの
腎にはかなりの数の糸球体が存在する．
　膀胱は4種ともかなり大きく発達していた
が，その上皮には相異が見られた．即ち，ポ
ウズハゲギスとショウワギス及びナンキョク
ゲンゲの3種では集合管に続く膀胱始部より
中辺までは多くのひだが発達しその上皮は背
の高い円柱上皮で構成されている．この部位
は集合管の延長と考えられ特にショウワギス
はこの形態が著しい．これに反しウロコギス
の膀胱上皮は全面にわたって低い立方上皮で
構成されている．
　硬骨魚類の膀胱は他の脊椎動物の膀胱とは
異なり中腎輸管由来であり，機能的にも集合
管の延長である．広塩性のヌマガレイ
Platichthys　stellatus　ではよく発達した
膀胱を持ち腎や鯉とともに浸透圧調節器官の
一 っとして重要な働きを示す（Hirano
et．aL，’71，’72）．広塩性のハゼの
Gillicht』ys　■irabilis噛では膀胱始部が発
達し高い円柱上皮で構成され後半は低い立方
上皮となる．魚の体液浸透圧より低調な海水
環境中では，高い円柱上皮細胞は活性も高く
Naの能動輸送に関与していると考えられる
（Nagahama，et．al．，　，75）．
　南極産硬骨魚のポウズハゲギスは氷結海表
面中かその直下に生息し，ショウワギスは上
層沿岸のいかり氷付近に生活するが（採取し
た個体は深度　230－240m），ウロコ
ギスはやや深い海水中を遊泳している種とい
われている（採取した個体は深度240－
2501n）．前の2種は融氷時には海水濃度
が場所によっては2／3にまで低下し，時に
は更に淡くなる環境に生息している，従って
その膀胱は広塩性のハゼやヌマガレイと同じ
役割を果たし低調な環境に適応していると考
えられる．一方，ウロコギスは深い海水中を
遊泳する種であることから海水の浸透圧環境
には変化がなく，膀胱は単なる尿の蓄積場所
として働いている様である．南極産硬骨魚の
ある種の膀胱は冷水適応を考えるより，氷が
融ける時の浸透圧調節機構に関与していると
考えられる．
一43一
36
ショウワギス体表面粘質物中の糖タンパ　　ク質の糖組成および性質について　　　　　　　浅川　牧夫・福田　靖・福地　光男
　　　　　　　　　（熊本大・教育）　　（極地研）
緒言：南極海に生息する魚類のうち，90駕
はスズキ目ノトセニア亜目に属し，昭和基
地周辺で採集される魚類の中ではショウワ
ギス（Tremato而us　bernacchiDカs最も多い．
一 般に，南極海に生息している魚は，寒冷
な環境下で適応放散し，現在のような魚群
を形成してきた，ものと考えられる．Feeney
らの研究によりノトセニア魚類の血液中に
は8種類の不凍性糖タンパク質が含まれて
いることが報告されており，－2．2Cまで
凍結せず，魚類の生存を可能にしている．
　魚類体表面粘質物の主要な成分は糖タン
パク質であり，特に構成糖の一つであるシ
アル酸は粘質物の粘性の発現に深い関わり
を持っている．また，粘質物中には種々の
グリコシダーゼ，リゾチーム，タンパク質
分解酵素，免疫グロブリン，レクチン，あ
るいは凝集素等が見いだされており，魚類
の生体防御機構に複雑に関係している，
　本報告では，ショウワギス体表面粘質物
から糖タンパク質を分離し，主にこの中の
構成糖および糖組成を日本産魚類のそれと
比較した．
実験方法：第26次日本南極地域観測隊に
よって，昭和基地周辺で採取されたショウ
ワギスを一20Cに凍結保存し実験に供し
た．凍結供試魚をpH　3の酢酸水溶液中で
解凍し，剥離した体表面の粘質物をかき集
め．これを凍結乾燥して粗粘質物とした．
粗粘質物は緩衝液に溶解した後，Sepharose
CL－4Bクロマトにかけ分画した．高分子画
分に溶出した成分（Fr．Dについて，　TLC，
GLC，　HPLCで構成糖を同定すると共に，比
色法で各糖を定量した．なおドジョウ，ウ
ナギ，ヒイラギ，ネズミゴチ、フナ，マア
ジおよびハゼの体表面からも同様に糖タン
パク質を分離し，糖組成を求めた．
結果：粗粘質物をSepharose　CL－4Bカラム
にかけて得られた糖タンパク質画分（Fr．1）
の収量は，ショウワギス17．5脇ドジョウ
41．0驚，　ウナギ　38．1駕，ヒイラギ35．0駕，
ネズミゴチ44．6％、フナ　8．4男、　マアヅ
18．9罵、ハゼ　14．2Zであった．ショウワギ
スFr．1中の構成糖をGLCで同定したとこ
ろ，中性糖としてフコース，マンノース，
グルコース，ガラクトースが検出された．
アミノ糖はTLC，　HPLCの結果，　N一アセチ
ルガラクトサミンと同定された．Fr．1中の
シアル酸はTしC，HPL（の結果，　N一アセチ
ルノイラミン酸と同定され，シアリダーゼ
およびシアル酸アルドラーゼで分解を受け
ることが明らかになった．下表に各種魚類
の体表面粘質物から得られた糖タンパク質
中の糖組成を示す．鱗の退化したようなド
ジョウ（47．8沿やウナギ（30．8％）に比べ
て，ショウワギスの全糖含量は8．醜であ
り，マアジ（11．0沿やハセ（4．2扮に近かっ
た．なお、シヨウワギス糖タンパク質に結
合している糖鎖は．他の魚種と同様にアル
カリ・還元処理で切断されることから，タ
ンパク質部分のセリンおよびスレオニンと
0・配糖体結合をしていることが明らかにな
った．
魚類体表面粘質物から得られた糖タンパク質中の糖組成
Fish　　　　　Sia｜ic　acida）　N－acety｜－　　　Hexosec，　Total
　　　　　　　hexosam　i　neb）
Syo、dag　i　su
Dojyo
Unagi
Hiiragi・
Ne2umi80chi
Funa
Haaj　i
Ha2e
L7駕
15．1
17．2
　0
8．0
1．7
1．1
L2
????????? ????? ????
a）as　N・acetylneuraminic　acid
b）　as　N－acetylga　lactosa拍ine
C）as　galactose
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　　りユ＼リォホルム湾のら告岸定着ラκ下にオひける
ショウワギス（』．』）の標識放流更、験
　　　　　川　1つ　泓一・フ松田多台・λ∋lll懐毛～！
　　　　　　（『秦犬・海レ毛研）　　（広大・生）　　　（畠知太・理）
B蕊難望酬誉鐙薯耀饗ぽ尭デ輔姫表1蹴
ヲk下砂最ゴ憂克衡隻ショウワギヌの威長・移勧　　飾㎜体数52のうち2個体が釣り，1
を明りか｛砺砿めに檀徽線陵桁d・麟がトラ。7・に劫再捕抽，酬南醐
た．今回1才ヤ1芽友の榊結東にクい之穀宅…％ピあ，丘（表2）。3⑯体の放流力’ら角南ま
スオる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　での期lii殆訴）2れぞ血216，251，254目ピ巧
∠あ　亥〉　　　　　　　　　　　　　　　　っ壱…．轍郵糧体から得らルtr…荻い［3推淀芝れ
タッブほ通レ鶴狛孔たプラス4ッ7雛第編楕羅脚炸の画りz“ある．
製で，45惰朔メ1伽mサイズの壱のを仮甲　1移動：操集臭ぼ放疏曇ガら500m以内κあ
し良。二ψtは一般に商呂5のイ疏等の職り件け　り，二の＝ヒはし1ずれ杉ラヨウワギスがさ史か
に迄く三司用芝れているフ゜ラスチ・ソ！フ・ダゲヒ1°ら預にカ’1すて朱り頭落ぱ水W多動を行弓フて
ンぞ、ピスト｝レKの打ち込け恩で筒助・象体し・恥つヒ竜示しzし、ろ。
Kイ寸ける二とカミ土束う。こLh、をショウワギス　　成匿：再細体の体榎ほ兜叙，冬，，春，初
のヤ階鰹底繭1・付け径（図D．標雌褒樋じZのク～ケ研周多脳ど変化をし之
【週同砲2永槽乞個脅観泉レたところ、動いなが。佐．一祈樽の変化硯ると、査最
ぎの夕名発で硲い疏霞の巨め標識の影響1♂比毛早く再楠ピ低た＃3の個体（lo冒2湘採集）
殻的少話レ、乙判断Σれた。iq8午耳ろ目からの体重萩少が最も大宣くノ方短記巧の体重のば4
ぢFlにかけz、塗今り又はトラップ操集し左52％不目資が報少ノ芝らに1しR後の‘2目2日に
個体に標識し易施血くり此のラ司’の足着タkFl二珠嬢Σれ丘杵r傾風体で啄5ζ％の赫ケゴあフ
・・b・1・1・・・・・…9・・g・x・…　・・fT－・剛・bem・c…B－LER輪織遅く1自らBl蘇勲れに杵得の個
。，，D、、，D、t。，。．1，d、．，，、，，、gT、g体1よ体重が縮助26・1嬬加しZレ熊。
陀｜eaSed　tagged　captu「ed陀1eaSed（Sし’踊）n輌「ec°ve「ed）の二とは，願の乞しい3印叉昨三ヨウワギ
：1：1：1：1：：1：1：：　1i　甚：：1：；
：1：1：1：1：：ll：1：：l　i　腎；；58
1iil　liil　li　i；li；：
ゆア
㍑12，13
；；，35
?
?
；；：；i：；；’43
ア4．　78－88
Tag　numbers　16．　19．　24　and　26　were　not　relea’ed．
3” ス鴎臓にΣら夕れ白・努の貯蕨物駆も佼
　　い巨［ヵミ（ら元自1冬しZし、るニヒス三禾峻しr乙し、る6
　　おそらく体重は曾へ⑭RI寝亨で萩夕し続1ナほ
　　40冒以隣回復し佐ハのるヒ」考乏らdぺる．月別の
　　体雇組叡と肥麟蔑の変化から杉ノ！体毛は仏房
　　∪麟恰目磧字譲化ぱ㌧肥級魂復し
　　に後の旧照麦彦に噌加禰二とが権定芝れ
　　る?。?
　　　　　　　　　　　　土…
　　　　　　　　　　　　　　　…lo
図工，不剰叡位置ヒ7°ラス今・ソ7タグ’の大乏
　　　さヒ刻手幡」覧
Table　2．　　Growth　of　the　three　tagged　flshes，　Trematomus　be『nacchi6
　recovered　7－8　months　after　release　in　Kitano－ura　Cove
・・g’　，e！二li，d　R言lll二；ng　Sし　B・　B・
　　　recovered　　　　　　（day5｝　　　　　（1●）1｝　　　　　（gr）　　　　　　　　　　　　　　　（％ofOの
3
???
器江：ll：1；§；
鵠1：2；：1；篇
；ll：31：｛；§；
216擢；；1：ll｛調
2511；161右64（：；：1㍉
254溜‖；：1；（‡；：：早1
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飼育下における南極産魚類の成長について
　　　　　○榊原　茂　金銅義隆　鳥羽山照夫　星合孝男
　　　　　　　　　（嶋川シーワールド｝　　　（国立極賄研究所）
　　第23次南極地域観測隊の夏隊が昭和基　0．43％～0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ボウズハゲギス
地周辺沿岸部で採集した魚類を国立唾地研究．58％で他魚
所から飼育委託を受け、嶋川シーワールドの種とは水温、餌
寒冷地動物飼育試験室にて飼育を続け、昭和　料橿の違いがあ
62年9月末魂在、5年5箇月（1989日るが、ニジマス
）を経過した。本報告では、ショゥワギス（の2％（水温1
Trematomus　bernacdlii）2点、ボウズハゲ　3．3℃、体重
ギス（Pagothenia　borchgrevinki　）4点、　70只）、コイ
計2種6点の魚類の成長について報告する。　の1．6％（水温15℃、体重2～3009
／）材料と方法　　　　　　　　　　　　　）に比較しても非常に低い値であった。
　試料とした魚類は昭和57年1月から2月　ショウワギス、ボウズハゲギスの飼育期間
の間に昭和基地周辺で釣りにより採集された　中における体長および体重の変化は次のグラ
個体で、昭和57年4月20日に嶋川シーワ　フに示した。
隅体番｝ナ ｝1肋尚 舷低 平　　均
1．P．R，J
821）403
日間摂餌∫1目篤） い弓4 o　uoo，569
日間摂餌率川 ）．H〔［ o．〔〕（［ 0．55
1P、［｛、J
820404［ヨ間摂佃星ω 1．56
t）．1）n 0，546
11間摂餌率川 L2s0．000．49
IP　　　RJ820ξo弓 日161摂餌∫己ω 1．850．03o，48弓
U間摂餌皐ぽ） 1．510．020．58
1．P』R．」
820406［」間摂餌星（9｝ 1．540．lm0，559
日間摂餌率ω 1，3i（LOO【）．52
隔唖食量・で与・、鯛餌料の内訳は、・㎞一［＿＿＿＿
ッコクアカエピ76．5％、アサリ11％、　　w，。、t。郎b，，，。，，h1，　　　　　　　　YEAR
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　むむ㌘∵遮：㌫：：1篇　　　加騰1璽㍗．逮
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　”鴨　　　　ず゜＝“’
る。昭和58年12月までは不定期に、それ　3°°　　　’・　　　　　　　　　・㌍c一
求めた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぷ《一　　　　　・98219831984198519861987　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　yEAR2）結果と考察
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マ　　　　　　　　ぷドコロロ　ヘオ　　　　　　寒冷地勧物飼育　　　　　　　　　　　　　　　　　　　LP・R・」・82D4・2・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一試験室に設置され　　 　　 　　 　　 　　 　7982　 　　 　　 　7983　1θ84　 　　 　　 　　’98ヨ1986　博8r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　YE4Rた飼育水槽の水質
環境は右表の通り
であった。水質による生物への影響は特にみ
られなかった。
　ショウワギスおよびボウズハゲギス個体別
の総摂餌量は最大値で2354．87g、
小値で964．14gであった。各個体別の
最　高 最 低 平 　　均
水温｛℃｝ 3．6 一2，6 ←0．2］
PH 8．3 7．85 8．02
比重 33．1924．6726．88
NO2－N（PP爪）0，4800，0010．0196
NOゴN（ppm｝11．2 0．3 1．68
日間摂餌量なら　　　　　　　ジ『ヨウワギス
びに日間摂餌率
は右表の通りで
あった。
　日間摂餌率は
個休番号 巌高 最低 平　　均
LPコ《．」
8204川、
日賜担餌斌ω 2．500．03f）．762
日間摂鯉華ω L52o．01（L47
1，P．RJ820402日｜司摂餌量く9｝ 2．65o．111．1×4
日間摂餌率伎） 1パ20．050．43
　　ボウズハゲギスの体長では順調な成長が見
　られたが、ショウワギスの体長はボウズハゲ
　ギスに較べ17～41mmとわずかな伸びであ
　った。
　　ショウワギス1．P．R．J．820402の体重
最変化に大きく減少しているのが見られるが、
　これは産卵によるものである。その他の個体
　では、ほぽ順調な伸びがあった。
　　摂餌量と体重増加からみたホッコクアカエ
　ビ、アサリ、カタクチイワシ、その他餌料に
　よる餌料効率はショウワギスでは7％、ボウ
　ズハゲギスでは16％であった。ショウワギ
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スの餌料効率は低いが、プリ、ニジマスなどの　重が大きいことを示している。これには抱卵
養殖魚に見られる成長に伴う餌料効率の低下と　による影響が含まれていると考える。
同じょうにショウワギスの成長に伴うものと　　飼育下におけるショウワギス、ボウズハゲ
考えられる。アユの4～6％、チャネル・キ　ギスの摂餌量および成長については、日本近
ヤット・フィッシュの1～2％に較べても劣海産魚類のデータと比較するのには、水温、
るものではなかった。　　　　　　　　　　個体年令、餌料種など異なる要因が多く、適
　飼育期間中に計測した2種6個体の体重（当ではないが、餌料効率としては近い値を示
W）と体長（L）により相対成長のグラフを　している。
次に示した。
　　　　　　Trem　　omus　bernacchll
400
300
B．W（9）
200
100
W・11b，192ス1〔1．’L2・3D
　　　　　　　●r官0．889
?
ρ
・
●
???
●、
　　　　　10　　　20　　　　　B，L（cnl）
　Pa更othen巳　一　W呑］69り514dO一ヨL3128
　　　r●0．970200
B．w（》1）
　100
　　　　　　　　　　10　　　　20　　　　　　　　　　13．L’（C川）
　表よりそれぞれの相対成長式（W＝aLb
）を求めると、ショウワギスは
　w＝1、16．192×10－3L2・530、
ボウズハゲギスは
　　　　　　　　　　　　　　一3　3．128　w＝1699．514×10　　　　　　　　　　　　　　L
が得られた。
　　　　　　　　　　　　　　　　－5　3．05　カサゴ（W＝1．4921×10　　　　　　　　　　　　　　　　L8°）、アコウ（W＝0．8733×10－5L
3．1862　　　）との相対成長係数bを比較するとボ
ウズハゲギスは、ほぼ近い値となっているが
、ショウワギスの相対成長係数は、カサゴと
アコウの値に較ぺて低い値で、体長に対し体
一47一
39
婁黍のサウスシエトランド諸島国辺海咳にあけろ魚類とその！官物
葛橋疋冥・海洋水産損源綿き巳ンヲー
　　すンキヨワオキアミ（E当フhAU5鳳ラw　3、リピンブス1一ン昌ユヒ岸沖の木深曾00玩の
P・γbへPA～A）1ま主ヒしZ南融《菜線繍の詞額τぽ要漁撫柱1薩中C勧サ汗
南六葦にノ方布し、その住鵬1よ確幻尺どあろご　ヨフオキァミZ高t）．1合τ櫛ミしており、な
南下洋1：ゴ主恒与ろ魚類の4夕く1才ナソキヨクフ「かτe通常劇庄生物食性と考え弓ψし之t）る
⇔ミ舗棲しており滴樟におけるナン硫ロMla　gi版・1蜘抵方榊破・。－2。
キヨラオキアミの柴差冒主態的般勧の研見は、　c？⑩イ砂～奉で369・、20－3e（帆∩個躰Z95物とナ
南穴洋の泊養世婬の解杓のEめ重妙ごある．　ンキヨワフ「キアミ互高～、噺合ご捕食しZ凡）た
南大洋の魚類社会におけるナンキ：ヨワ才干ア　ことぽ：主1ヨにイ直する♪
三の卯着｝王態に閣する所ハ究は幾人かの耐究着∠1、エレフ7ント葛南岸坪と南極半島面岸沖
によリ報告さψしてし）ろガi、よリ勿くの晴報．　では、主号漁獲魚種は恒1陛庄物苫主俊とし1Z
特にし）ろt巧醜域のろ水深帯｝こおける恒）礁繊すソ⇔ク符7ミ註食として
ン㌔ワ杵アミの・矯嚥的〃矧1こ閣する、）礁種ヒ勲ミ柱食ヒしa）る魚種の3つ
噸！は、献弄の1精蜂臨の理齢深めろのヴ1レープ吟かW底ll粧励創庭末漁
にの呼牽とt蚊Oろ。　　　　　極プ1し一ア万損靹にもMオマスD9に駄
　垣洋水産餐漂閑発tzンクーはスヲーントロき、）馴合さ己め之t〕1主これ・弓の海域ごぽ魚、
一嬬評π（326杖）酬t）一曾熔旧食1恨訂アレ7㊦鮪沙馳の伽1椀和
20日かう1自3旧にかけスコシア海のエレフゲ1し一フcに属丁る魚種畑卜型の個体さ，葛ol勤
ルト酷岸沖と南極稽面岸沖のオ・》窄’OC合Z輔食してOた．
W3む⑰，助伽の鯨醐こリビンブス5パ剰繊ると、1練しE魚働屑熔
トレ寓増『芦甲の→＼深IOOつんノ300wノヲ00η4、物に正ミめろプンキヨワ才キアミの・剤合1女、　i調
go鰍の地点に調鯨詩うけ蔭吸綱こぬ査し仁いつ⑭劾域こお1）てもオ〈潔lcc勿の
機五伽誘勅靭そ嵯吻・ド耕の魚調鯨より＊深蝋りぴよ恒じ⑰の調鯨
種と〉乏の胃内庖物と調ぺた．0あ、・樟・簾1才リのちカ＾入きく白る傾向且示した．
ビンヴストシ葛コヒ春沖のフド深8℃（γ耽O調査巨
芭除き、帰則ヒしZ各調査点τ4時酷た汚
禽周の喫網き6酬テO曖施し仁締剰よレ坪
のとおソ。
仁調登し仁海靭1）づれ刀）調五商こあt）’て
万鯖しE煙礁鍾の穴判よナ汗ヨフ
オキアミ五キ甫乍しZし）τ三。しかし、）魚獲し1三
各主要魚種の胃内｜唇物にεiめろナンキヨクオ
弍」アミσ）留｝倉は、ラ腕lfこよ・ノ7ミきく異フZし）
“β，
2、リビンヴストン6i｝北岸プPτは調盈したO
つれの水深の司身宜点にお1）て毛、、漁獲し1巳主．
要な細重の7ぺ羊1よナンキヨ7才ヤアミさ嘉1）
働吟τ鹸しておあ当蕩域ごロ通湧馳庄
物債1陛や魚菅唄坊Σ禾丁と考えうαLZOろ魚糎
τしすン董ヨクオ干アこと非弟1二鳶o励合ご
捕！捉し之し）Eρ
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南～申鯨頚胃肉宕勃9重レっ．、て（元ユ雑）
　　　　　　　　　o阿聯阜明・
　　　日水橡鯵、，羅裟籔讃！
杉り巧19チ6－9ワシ〆ピγf巧っ’が，
望1？¢η一㌣8ら〆ズ・ン4w多回タκつい
て巧†げスうピクY㌢12すりゲ久クrぴ「う9ぜ㌢あ
禰在鯵牙ポ1ラro誇∫ウ広嘉ゼト◆．　吃∧厚
イ多攻¢陽丈按舛討の電警’9％争9ηピ
σ乍芝十洗i毎勤脅苦⑱γ4欧4移＄γz考』七
4s～．　こタ『腹培4Aφ6●，　ク，oξLラしロ
イザ㌦クぴラ、6∂γ勉φナザ久ク仁ラゲ賀
倒力為襯多し☆～廟ねη一竜ρ4確”笥、
　堵㎡厚牢で’4南抄閲の豹り周傷・支糸タ’犯ケ
て吻あ（，4荒貝碑｝碗為叫文ヤタ砂　　　　　　　　　　　　　　　　　両桓
才キアミヤあっ‘Ω6：　胃博タ糾，後う弓じ
夢14叡好循りカ’オィ：4げタ十九吟》党ゐセ
獅1手“花汐1土ル1ヨ輪う十イτ万，吃　ん
り往杖イう←菟あタ目〒ぴ鱒ヤノ解靖ヵ十⇔
夏根・」噺〉↓弓◆・虫⑮セ，　スの券り零亀゜十の・
フ泰？7縛㌣ヂ婁r身内㌢鬼升，脅rえ潟っ4
1γ痴ψ4←τyハん4フrL　浬ル4循力予イ
4｛叫しのゲ1与一円’仰省ば乞←，脅’褒
白爵，夕をで碗ガ8ケ写σw綾けらトち礼
霧難導露霧讐警興
禰ソ聯剤，フラレ燭側紘嫡L
〆多1乙鷺えち　南久叫¶函リカ勺ロググブ
篇籔鐘認1書㍍：ら叉㌫璽
　南多P叶解粒・¶肉方抱らっ駒吃・4よ慨㌻マ考
顯忠《㌫遼霧二㌘繋ぱ
1㍉“4栖》紅為tふ㌢4ヂ仁セ3．　ノ9
坑3う．
雀見舘表〔穿啄一繍脚丈）
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ノトセニア亜目魚類における　　食性と顎の構造の関係
　　　　　　・O岩見哲夫　　　・
　　　　　　（東京家政学院大・生物）
　ノトセニア亜目魚類は南半球高緯度海域，
特に南極大陸周辺海域に局所的に分布する
魚類群で，　かっこの海域の優先群である．
ノトセニア亜目魚類の多くは底生性で，　潮
間帯付近から水深1000mを越える海底にま
で生息するが，　中には2次的に中層生活に
適応した種類も知られている．
　このようにある一定の海域の中で多様に
分化したと考えられるノトセニア亜目魚類
は，　いくつかの形質において共通性がみら
れるものの，　それぞれ分類群に特有な形質
状態も多く保持している．　しかしながら，
これらの形質の機能的側面からの解釈はほ
とんどされていないのが現状である．
　従来より，　ノトセニア亜日魚類の系統的
位置の推定を目的として，　特に顎の構造に
っいて詳細に検討していたところ，　本亜目
魚類の顎の構造とその食性に大きな関係が
あることが判明した．　このことから，　顎の
形態上の変化には重要な機能的意味がある
ものと考えられたので，　今回この顎の構造
と食性の関係，　そこから推定される機能的
意味にっいて報告する．　また，　これらのこ
とを基礎にノトセニア亜目魚類の特化方向
にっいても考察を加えたい．
【材料と方法】1
　本研究では，　海洋水産資源開発センター
がロス海およびスコシア海で行った底曳試
験操業で採集されたものの内，　ノトセニア
科・バシドラコ科・コオリウオ科の3科に
っいて解析した．
｛詰果】
A．　顎骨の形態
　ノトセニア亜目各科間で顎骨に質的な差
異がみられたのは前上顎骨の形態であった．
通常前上顎骨前端には上後方に伸びる突起
が存在するが，　この突起の長さ（前上顎骨
の先端から後端までの長さに対する比率と
　　　　　　　　　べ　して表現する）に顕著な差がみられた．　こ
の前上顎骨上昇突起の長さは，　上顎の伸出
　高橋正憲（海洋水産資源開発センター）
の程度と相関があり，　この突起長が長いほ
ど口をより下方に伸出させうることが知ら
れている．
　ノトセニア科魚類は一般にこの突起が長
く，　最長はNotothenia　gibberifronsで約
10銚，　バシドラコ科魚類になるとかなり退
縮（約42％）し，　コオリウオ科魚類でほぼ
消失する（約9幻という傾向がみられた．
B．　胃内容物組成
　胃内容物組成にっいては大きく魚類，　オ
キアミ類，　等脚類，　端脚類，　多毛類，　クモ
ヒトデ類，　二枚貝類，　そしてその他に区別
し，　各調査魚種における出現頻度として示
した．
　その結果，　ロス海における漁獲物にっい
ては次のような傾向がみられた．　ノトセニ
ア科魚類はオキアミ類を含む小型甲殻類の
みを捕食，　コオリウオ科魚類は調査したも
の全ての種で魚類の捕食が確認され，　一部
の種はオキアミ類も捕食していた．
　スコシア海における漁獲物でも，　先のロ
ス海での結果とほほ同じ傾向がみられた．
っまりノトセニア科魚類は小型甲殻類を，
コオリウオ科魚類は魚類を専食する傾向が
みられる．→ただし，　この海域では全ての種
のかなりの個体がナンキョクオキアミを捕
食しており，　この点にっいては分類群を越
えた傾向として認識された．　またノトセニ
アか3種については多毛類，　特にこの内N．
gibberifronsにっいてはクモヒトデ類や二
枚貝類などの捕食していた．
　【考察】
　上記の結果から，　ノトセニア科魚類は本
亜目の中でも最も餌の選択性が少なく，そ
の顎の構造から底生の小動物を吸い込むよ
　うに捕食するものと思われる．　これに対し
てコオリウオ科魚類は顎の伸出が出来ない
が，　魚類を補足しやすいよう顎骨が全体的
に大型化しているように推察された．　本発
表ではこれらの点にっいて詳しく報告する．
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西山恒夫（アラスカ大・海洋研、東海大）、H．　Willette　（IHS，　Univ．　Alaska）
　　　　　　　　　　　増田紀義（北大・水産）
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JA臼1ζ一26によってビームト鍛一ルで援纂された底盈雛駿1忌難
o沼波秀樹。奥谷喬司（藥京水産大学〉
　録既ジぼ夏隊）によってプライP湾及びグンネルスバンクにおいて行われたビームトロール援集物のうち・
癒生性腰足類（巻員類撒について研究した。これまで、腸和基地付近の海域における底生生物の採集は、主
ζこ籠繕を縫って行われた◎で、採集された底生性腹足頚も大型の肉食性の種ζこ羅られてい在泌総一蕗から
別灘話叢計薩の一環としてビーム｝ロールによる採集が行われ、微小なもの炉ら大型のものまで数多くの底
生性腹疑類の標本が得られた．南樫域の底生性腹足類の分類学的研磨iはs舶始く1鋤2），抱舵　｝〈1鱒1＞浪ぷ｛
（臼領）などによって行われ、およそ3斑種が知られている。しかし、昭和基地甘近の海域における底生性i腹
足類の研究としては堀越・髪合（組78），堀越ら（1979），鰍uta川（田86）にとどまり、9科貨種が報告きれて
いるのみで、同海域の貝類相は明確ではなく、基礎的な分類・分布上の知見の蓄積を必要とする。
　研究材料：採集地点と水溌は獅g．茎および丁鋤　e1のとおりである。
　結繋及び論議：競在までに5地点中3地点の選劉作業が進行しているが、その申で55種㍉lw個体が出現し
た桑そのうち、大部分が欝情傷以下の轍小種であった．現在までに、査定できたいくつかの穫について以下
に遠べ弘
　茎．£≡麺墾已亘蟹≡磁恒舵川，欝賠：sも。駿除くプライド湾の全て磯地点で援集され在本慰ま
厩ζこ3AR璽一2堺こよってブライド湾から報告されているが（催麟欲i，抽額）、同海域から生体が採集さ
れたのは、今回が初めてであるく臼9．2），
　2・㎞1旦▲懸噸径旦螂舵引ey，1916：ブライド湾のSt“8のみから2個体が出現し、南極域の腹足類
中、大盟種に属す。本種は、アデリーランドからプライド湾までの東南極沿岸の水深　け7～解伽に分布す
ることが知られている（響i9．釣。
　3．工堕趣鎚埠。：本種はプライド湾の銃．5とSt．9から各麟体つつ出現した。同属に付いてはo　i》館
翻dPl磁剖（玉蕗4）の研究があるが、現在、種のレベルまでの懸定未了であるくPi9．4）。
　また、各地点ごとの縁懇体難を比較すると、プライド湯では2繊～縄？箇体出現しているのに対し、グン
享ルスバンクでは22纒体しが磁現しなっかた。底質は、プライド擁が海綿鼓物の骨片と泥が堆積し趣もの
であるのに対し、グンネルスバンクは砂質であり、底質の違いが底生性腹足類の豊度に影響していると考
えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tab］．e　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Area　S㌔　　　D基e　　Lat5　1　Long．εiO雛W領）
［自｝扮頚“；雛i？Ol鰍5：・241蝿’8；｛
…2？’X引剰？卿’｛2鉋9’…盈も1珪゜
　　・鶴1衿㈱灘　i答舵3　、2？5一啓3ξ国一礼ノ雛i？題3コ汲法答？パ万6－2斑
　　　　　　　　　　　　　　　　　　宏レ懇2
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　　　　　騨鷲鶴誌鶴イサ橘の
　　　　　　　　　　橘高二呼（比里大、・オ（）
　目的：イセエピ類の初i朗生治史‘こ痢1ずる、研中て”ある．
究ば注として麟におけ琳集個棒の形鳥考察・面賑流の景得ず磁域の大陸の突
酸化触ぴその珠集時期，場所パ生育過端恥る蝋大う牡の縞に‘迂図1・嗣○
程を解断する方法‘てよって進められてきアく●　に、Jαぷu［s属‘く属するワえ皇のイ1乙工ビ類力吻
実験室にお1アる4司育氏よって激．変鱒呈布している．、座属ば｜α1民n4輌i　㍉レープ
ま明らかにずることも多くの甲殻類κ通用さ（ユ・一’を除く6種）と｝グ
れている帆イセエビ類にあ・てぱフィロゾループに区分撒れゐバ、前看の種向の並縁性
一 マとレての浮遊生活期向が長いブこめκまだ｛ユ交雑実験により明白とな・た。
鋤していない・綱例セエビよりも寒冷J・郎の飾・滝流1・⇔フィ・ソ㌔醐
な海に褄息すゐ種として一南大洋‘く・が戸ずる生の輸送によるとの仮鏡1よカロゾーマの長
互5匹3属を選びその幼生飼育を行・たとこる期周の浮遊生活から全くあ1得ぬことでばな
プェルルスまで飼育することができた。　　いヒ考えられている．しかし、泌のフィ
方法・海タト’学榊謄κよ・て入手・たケーロゾーマ州8－2・℃で醐‘・生育した鞍に、
プタウン産工¢1Ωdii．タスマニア産1．殴西賠砲ぐ辿§幼生の寒流域への迷入を阻
幽一三，ニユ’…ゾーランド産工皇4』・止する璋壁となっている二とを示唆している．
副・iiを用・・r・・謝ら』の親個棒ば栖エピ類のフ・・ゾーマ幼生の完全飼育
三陸の水猛で比較的落易κ脆皮・交尾，産‘Plよ本報、告の座属バ最初τ・ある。そのネ欄
怖は行・ノく・艀出レた幼生‘婦電約’・鍵生ラ峡‘峨国のイセエビの属するa肌1逗s
の飼育槽に収容し，永温を絢8－z・℃‘・保ち，属‘二よく似ている．脚li…角に近い○
碑随齢水・な・・ら，餌料として才欄lu｛・いる比半球の寒膓橡・1；腿・・s属の幼生
ばア・レアミアのノープソウス，中勘ス後ほ専ほ形綾化，鞭（．期恥お・て前二肴と異
らAラサキガイの肉を与えて飼育した・　　　なる．こカことはイセエピ類の初期生活史ボ
　結果：辿§の幼生ばノープリオゾLマと海洋｛1紺と閲侍のあることを示している．
して卿ヒするカ・，※射後・て｛姉桁・r・んだ岬
ヵ寸イ宇長してフ4ロゾ’一マになる．
ω昭和引年8月旧，婚化した」・1輌
w4iiのフィロソ㌧マQ306日∫司に推）芝14回の
目克皮をイテい，11期を8動薗してプエノレ，レスに変
態しrこ。VI莫月まで’の約100日嘲のi生ク賓率は」著
しく低いが、V｜1期以後200日向ぱ死七しなψ・
つ穴。脱皮向期は初期は8日向，最終期はz3
日向であつたが、皿一x期は18一埠向と比較
的三是していた。
　（之）丁．九〇vαehollαn4iαeとJ．　edw4γ《⊥siiと
日，ユ．n。vαeb。114w4迦から艀化し7く幼生に
同篠に，3円日向‘ミ推是H回の脱皮を行い、
11期を経過してプエ・L・レ又に変態した．
　（3）　J．　ααn4iiと」．　novαeho日αwdiαeの
恥堰雑所な桝C現細期幼生を嫡
λ川＼v
品で岐維所なわ身・1・・噺・61年9耶・ζ・惚　＼ミ、、．．．一一，，・∠ノ
亜南極地城
±∠≡
　　些
フェルナンド
　諸島
図．南千味にみける』亙の飾．
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南半球産ミンククジラの緯度的棲み分け
鯨類研究所・加藤秀弘
［はじめに］
南半球産のヒゲクジラ類は、基本的には、冬季低緯度海域において繁殖活動を行い、夏季
には高緯度海域に索餌のために回遊すると信じられており、この回遊様式はミンククジラ
（Balae加tera　ac戯orostra煽においても例外ではない。従って、ミンククジラは、索餌
のために南極海に出現する事になるが、この海域での捕獲では、雌及び性成熟個体の卓越
が報告されており　（Ohs建M　a鍼瀕asak1，19？5；Kasa田atsu　and　Ohsu鍼，1981）、性及び性
状態による棲み分けがある事が添唆されている。この現象により、本種の再生産特性推定
値等に偏りが生じ．その生活史解明に大きな障害となっている。本研究では、主に、ミン
ククジラ雌の性状態組成の緯度的変化を解析し、その実態を明確にすると共に、他の利用
可能な情報を用いて、南半球全般に亘るミンククジラの緯度的棲み分け様式を推測し、更
に、研究手法上の問題点を検討した。
［材料と方法］
本研究では、1971／？2～1982／83年漁期間に、rl本の南極海母船式捕鯨船団によって捕獲
された鯨体（雄一15，915頭、雌一21，§卯頭）の生物調査データを用いた。主な操業域は南
緯60度かち氷縁域縁辺部にかけての海域である。雌の性状態は、卵巣及び乳腺の観察；こ基
づき、未成熟と成熟（妊娠、泌乳、休止）に分類して解析したが、雄では性状態同定の適
切な基準が不在なため、解析を兇送った．また、雌の性状態の指標として、性成熟率（性
成熟個体数／全標本数）及び妊娠率（妊娠個体数／全性成熟個体数）を用いた．
［結果］
1．捕獲に占める雌の比率（性比）は、南緯60度以北では0．20～0．30であるが、緯度の上
　　昇と共に増加し、南緯70度ではe．65から0．？5に達する。ただし、季節的な変動があり
　　、漁期の初期（11月へ12月上旬）及び後期（3月上旬）には、雄が卓越する。
2．全漁期を通じて、南緯50度以南の海城に、泌乳雌の出現はない。
3．性成熟率は、高緯度ほど高く、65～臼度の緯度帯ではぴ82シ0．91、？0度以南では0ほ0
　　～0．肪に及ぷが、50～59度の緯度帯では、0．45～0．63に過ぎない。一方、妊娠率は、
　　一’部の例外を除き、緯度的に依存した変動はなく、0．9前後で一一定していた。
4．性成熟率には、季節的変動が見られ、1閉には0．55～0．鎚で低く、2月には最高の
　　0．題べぴ90を示すが、3月には再び0．7⑪前後に低下する。
5，今回の解析結果及び他の情報から、ミンククジラの南半球における緯度的楼み分け
　　様式は、F驚．1のように推測される、
［考察］
本研究の結果から見ると、主な操業海域である60度以南の海域においても、高緯度ほど雌
の捕獲が多く、且っ性成熟個体が卓越し、従来の研究同様に、本種の夏季の分布に緯度的
な棲み分けが存在する事が強くノ1ミ唆される。しかしながら、南極海におけるミンククジラ
操業は、主に永縁域近辺で行われており〔Sh1碗d2u　and藍asa綴atsu，1982）、個体の分布
とその特性は、氷縁域との相対的から検討される必要がある。また、商業捕鯨操業におけ
る捕獲選択性も、今後この解析に考慮されなけれぽない。
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1984年春季における日本北東沿岸域でのクラカケアザラシ幼獣の大量出現について
　　　　　　　　　　　桜井泰憲・阿部恵一・内藤靖彦
　　　　　　　　　　（北大・水）（浅虫水族館）（極地研）
　クラカケアザラシ（Phoca　fasciata）
は、オホーック海、ペーリング海、チュ
クチ海と、それに近接する海域に分布し、
その生息数はオホーック海で約14万頭、
べ一リング海で10万頭と推定されてい
る（Burns，1981）。しかし、沖合や岸か
ら離れた氷上で生活し、また流氷上で出
産・交尾することから、人間に接触する
機会は少なく、流氷が接岸する北海道オ
ホーツク海側でも発見例は少ない。特に、
本州側では、これまでに本種と同様の氷
＼ン体
図1　1984年春季におけるクラカケアザラシ幼獣の保護地点
上繁殖型であるゴマフアザラシ、ワモンアザラシや
アゴヒゲアザラシの幼獣や芳齢獣の発見例はあるが、
クラカケアザラシは発見されていない（Naito，
1976）。
　ところが、1984年春季において、北海道、東
北地方の太平洋側で、本種の幼獣の発見が相次いだ。
そこで、この保護状況を調べる目的で、関東以北の
各水産試験場、動物園、水族館等に対してアンケー
ト調査を実施した。また、クラカケアザラシ幼獣の
大量出現がどのような要因で生じたかにっいて、当
時の流氷の動き、海流および気象条件との関連から
調べてみた。
《結果と考察》アンケートの結果、’84年4月か
ら6月にかけて、北海道太平洋側で18頭、青森、
岩手、宮城県の太平洋側で9頭、北海道オホーツク
側で1頭の計28頭の幼獣が保護されていたことが
判明した（図1）。いずれも発見時には生存してお
り、このうち22例が砂浜、2例が岩礁上に揚がっ
ているところを発見されている。最初の保護は4月
8日の北海道白糠町で、以後4月中に19頭が発見
され、そのうち16頭が北海道太平洋側であった。
一力、5月には9例のうち6例が本州太平洋側であ
り、最も南側の発見場所は5月10日の宮城県七ヵ
浜町であった。また、保護した幼獣の体重は9へ37
kgで、24頭（全体の86％）が白い新生仔毛の
状態か、換毛中の個体であった。本種は4月初旬か
ら中旬に氷上で出産し、出生後約5週間後に換毛す
ることから（Burns，1981）、今回保護した幼獣の
多くは生後約1ヵ月以内と推定された。
　次に、今回の保護と海象、気象条件との関係をみ
てみると、’84年は親潮系水が異常南下した年で、
4月末には例年より・も300km南の茨城県沖まで
張り出していた。また、3月のオホーツク海の氷域
は平年の65％と少なく、北海道側に偏っており、
かつその一部は根室海峡を通過して3月末には襟裳
沖まで達し、4月中旬でも太平洋側に存在していた。
　したがって、クラカケアザラシの繁殖群の一部が
太平洋側に流出した流氷上でも出産したと考えられ
る。これは、流氷が押し寄せた根室から襟裳にかけ
て、4月に本種の幼獣が最も多く発見されたことと
一致している。一方、親潮系水は表層を南に向って
流れるため、出生後間もない幼獣の一部は、この親
潮に乗って東北地力まで流されたと考えられる。さ
らに、この時期は移動性低気圧が数日間隔で発達し
ながら北上しており、またこの低気圧の通過時の時
化の日や東寄りの風の強い日に海岸で発見されてい
ることから、これら気象条件も海岸での大量出現に
関連すると考えられた。
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知床半島沿岸海域における鰭脚類の分布　特にトドについて
山中正実（斜里町自然環境保全係）・宇野裕之（美幌博物館）
渡部　裕（網走市立郷土博物館）・島崎健二（北大水産学部）
　知床半島沿岸海域には、流氷期及びその前
後に多数の鰭脚類が来遊する。当海域に来遊
する鰭脚類は、アシカ科2種（トド・キタ
ォットセィ）、アザラシ科5種（ゴマフアザ
ラシ・クラカケアザラシ・ワモンアザラシ・
アゴヒゲアザラシ・ゼニガタアザラシ）の7
種が確認されており、　（大泰司・斎藤、1981
）、特に、トドについては当海域は日本最大
の来遊域である（山中ら、1986）。
　当海域における鰭脚類の分布とその季節変
化を把握するために、1986年1月から5
月に計10回の航空調査を行った。調査には
セスナ機およびヘリコプターを用い、飛行航
路に沿った一一定幅の目視範囲内を観察する帯
状センサス方式（Stnp　Transects　Hethod）に
よって行った。トドまたはアザラシ類を発見
した際には、種類・頭数・発見位置・流氷の
状態を記録した。アザラシ類の種類は、双眼
鏡によって毛皮の斑紋を確認して識別した。
　1月、砕け氷からなる小氷帯が半島西岸に
接岸しはじめると、根室海峡中南部にトドの
濃密な群集が形成され、1群で200頭を越
える大群もみられた。2月から4月には、根
室海峡に開水面が広がった3月に小数の群を
発見したのみで、高い密接度の流氷におおわ
れた2月・4月には全く発見することができ
なかった。5月には流氷はオホーツク海北部
へ後退し、トドを再び発見したが、分布域は
根室海峡北部の知床岬周辺へと変化した。全
調査を通じて、流氷の存在する海域ではトド
を発見する事はできなかった（Table　1）。ま
た、沖合の調査コースにはトドは分布せず、
すべて距岸1km以内の沿岸で発見した。
　一方、アザラシ類は3・4月の流氷上に多
数のクラカケアザラシ・ゴマフアザラシを発
見した。両種は海面の70～90％を流氷が
占める密接度の高い海域で主に発見した。
　トドは沿岸性が強く、氷域を避けて分布す
ることが示唆された。本研究の結果は、ベー
リング海の海産哺乳類を海氷との親和性に
よって分類し、トドを嫌水性（Pagophobic）種
としたFay（1974）の説を支持する。クラカケ
アザラシとゴマフアザラシは、生活年周期の
中で極めて重要な位置を占める出産・交尾・
育児・換毛の基盤として海氷を積極的に利用
することから、流氷との結びつきは高いと考
えられる。
Table　1．　Sea　ice　condition　at　the　po董nts　sighted
　　　stelle「　sea　l　fons　a「KI　othe「　seals．
Concentration柴Species Tota1
I　　　II　　III　　VI　　V
Largha　sea1
1～ibbon　sea1
Stel　ler
sea　lion
Number　of　groups　　　　　15
　sighted　　（％）
Number　of　groups　　　　　　10
　sighted　　（2）
Number　of　groups　　　　　O
　sighted　　　　　　　　（0）
　　（z）
　　　38（22．7）　（57・6）　（19．3）13　　0　　　0　　　66　（0 　（0）
　　　24（23・2）　（55・3）　（18・6）8　　1　　0　　　43　　（2．3）（0）
0 　　0　　　0　　23　　23
（0）　　（0）　（0）（100）
祷Concentration；　1：Very　close　pack－†ce，　II：CIose　pack－ice，
　　　　　　III：Open　pack－fce，　VI：Drift－ice，　V：Open　water．
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カリフォルニア沖キタゾウアザラシで記録された73日間の連続繰り返し潜水
内藤　靖彦・B．LeBouef・浅賀　朋宏
（極地研）　　　（加州大）　　　（東水大）
　カリフォルニアからメキシコ沿岸にかけて　ザラシは以下のような潜水行動を行ったこと
分布するキタゾウアザラシ（一が明らかとなった。
stirostris）は特徴的に深く潜ることが最近　1）連続的な繰り返し潜水が73日間に渡っ
の連続水深記録計（Ti回e　Depth　Recorder　て長期間途切れることなく行われた（下図）
；TDR）の実験結果から判明した。また潜水　全潜水回数は5，024回・平均潜水時間は17・
が一定のインターバルで連続的に行われてい　05分・最小時間は3分・最長潜水時間は33・
ることも分かりつつあった。しかし、これら　5分・平均潜水深度は463・9m・最浅潜水は
の結果は陸上での絶食状態での繁殖期直後の　18聞・最深は934田であった。
実験結果であり、水中生活期の極く一部を垣　2）繰り返し潜水は約13回の短時間休止を除
間見たに過ぎない。そこで、新たに極地研が　き持続した。休止後は必ず浅い潜水から開始
開発したTDR－52－1000を利用し、　した。同様に水中生活への移行は・18時間の
長期間の水中生活記録を得ることを目的に実　浅い潜水（＜100m）の後・本格的潜水を開始
験を行った。ここにその結果の概要を報告す　した。
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　3）アザラシは、一定の速度で底層にまで潜
【方法】実験はカリフォルニア州アニヨ・ノ　水し・多少の時間底層に留まり・また潜水と
エボ島で、繁殖を終了した雌の成獣を対象に　ほとんど同じ速度で浮上する基本的潜水パタ
実施した。TDRの装着は、1987年2月　一ンを示した。底層部での細かい上下動は多
16日に行い、5月12日換毛のため再上陸分索餌と関係した行動と考えられる。また、
した際に回収を行った。装着にはエポキシ樹底層部での上下動を全く伴わないスムースな
脂を使用した。実験に使用したTDRはφ52潜水行動も見られた。浮上時において、表層
×　165囁m、重量750g（空中）、耐圧2，000m、　近くで時間を多く費やす特徴的なパターンが
記録範囲は、0～1，000捌である。　　　　　ほとんどの潜水に見られた。
【結果】記録計はほぼ順調に作動し、従来の　4）潜水深度は二つの局面に分かれ、前半32
記録の2．8倍にあたる73日間の連続水深記　日間は比較的浅く、後半40数日間は深い潜水
録を得ることが出来た。これは繁殖終了から　を行った。W日周期も前半、後半で異なり、前
換毛までの水中生活のほほ1全期間の記録に相　半は昼間深く、夜間浅い潜水を行ったが、後
当する。一部の解析の結果、このキタゾウァ　半は昼間浅く、夜間深い潜水を行った。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19？　　　　　　G　，一＾＼弓　　　．
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南極昭和基地付近における育雛生活中のアデリーペンギンの潜水行動
浅賀朋宏・○内藤靖彦・村野正昭
　　　　　　　　　　　　　（東水大）　（極地研）　（東水大）
南極海生態系におけるペンギン類の重要性TDRによる実験結果はないが、目視的観察結
は、これが海鳥類の生物量の75－85％を占果では約3－4分と報告されており、この結
め、かつクジラに匹敵するオキアミ捕食者で　果とも一致している。潜水深度と潜水時間に
あることからも指摘される。南極海に一般的ついての明瞭な相関関係はなかった。
に見られる5種のペンギン中アデリーペンギ　　捕食に関係した行動で興味あるのは、捕食
ン　P　oscellsadellaeは最も生息数が多が浅い潜水の繰返しによって行われることで
く、ポピュラーなペンギンとして知られてい　ある。この場合の繰返し潜水時間は平均18．2
る。アデリーペンギンの生態系における重要　一29．4分であり、潜水回数は平均8．3－14．1
性が指摘される一方、捕食活動と密接に関係回であった。すなわちこのことは本種の捕食
する水中での行動に関しては不明な部分が非に関わる努力量を示していると言える。
常に多い。そこで最近開発された超小型連続　　潜水の時間帯について見ると、3個体の全
水深記録計を用い、本種の水中行動を記録し　潜水回数590回の頻度分布は16時一20時に明
捕食行動の解析を試みた。　　　　　　　　瞭なピークを持った。これは被捕食動物のナ
｛方法】実験に使用された超小型連続水深記　ンキョクオキアミの夜間浮上に合わせた捕食
録計（Time　Depth　Recorder；TDR）は、25φ×行動のように考えられる。同様に3個体全て
85m簡，重量808（水中重量358）で、動物の行動　の潜水の深度、時間の頻度分布から、本種の
を阻害することなく連続25日の記録を得るこ　捕食努力量の深度、時間分布が推測される。
とができる。実験は昭和基地西約5k賄のまめ下図に示されるように、アデリーペンギンの
島ルッカリー抱雛生活中の親に装着して行っ　捕食は主に夕方から夜間を中心に20m以浅で
た。装着はゴム製バンドで行い、背中に記録行われたと言える。
計を装着した。装着は4個体に昭和61年　　　0246810121416†8202224（h）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．一12月19日に実施し、回収は12月25日
（1個体）と昭和62年1月2日（2個体）
に行った。未回収は1個体であった。
【結果】記録計は順調に作動し、それぞれ
150時間一334時間の記録を得た。この間ペ
ンギンは231分間一931分間の捕食と関係し
た繰り返し潜水行動時間を持った。またこの
間合計68－383回の潜水を行った。潜水深度
は平均で8．0－10．Omであった。最大潜水深
度は17．3而一27．2mであり、実験期間中のア
デリーベンギン3個体はいずれもこの深度よ
り浅層で捕食をしていることが分かった。ア
デリーベンギンとほぼ同じ大きさのゼンツー
ペンギンについて行った深度記録計（Depth
Recorder；DR）の実験では64％の潜水が20m
以浅で行われていることからも本実験のペン
ギンの捕食は浅い表層で行われていると言え
る。また潜水時間は1回平均　1．8分、最大は
3．7分一5．6分であった．潜水時間は、他に
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アデリーペンギンの潜水記録（590回）の
時間、深さ、頻度分布
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南極海域で採集した僥脚類中の水銀量
弘田槽一郎（熊本大・理）　福田靖（熊本大・教育）
千葉順子・田島静子・藤木素士（筑波大・社会医学）
　プランクトン中の水銀量を調査することは、
海域の水銀汚染の状況を生物学的に把握する
方法として有効である。ただこれまでに国内
外で行われた調査では、プランクトンネット
で採集したままの試料をそのまま分析したも
のが多く、混入した懸濁物に吸着した水銀量、
種組成の差による水銀濃縮率の差、含水率の
差、　などが全く考慮されていない。我々はこ
れらの点を考慮して、動物プランクトン中最
も優占的に出現する模脚類を対象として、人
．為的に水銀汚染海域（水俣湾）やその周辺海
域、人為汚染が少ないと考えられる熱帯太平
洋海域などにおいて調査を実施した。このた
び南極海域に生息する模脚類の試料を得るこ
とが出来たので、その水銀量を分析した。
　調査方法：　「しらせ」による第26次南極
地域観測隊海洋生物部門の調査にあたり、リ
ュツオホルム湾沖、グンネルスバンク、
ブライド湾（第1図）の9調査点において、
MTDネットを用いてプランクトンを採集し、
ホルマリン固定（10％）して持ち帰った。
各調査点における試料は上下層（水深、約
150mの上、下）に区別し、各採集物中か
ら模脚類のみを、ステンレス針をつけた柳箸
を用いて選別した。選別試料は飾絹上に集め
て、蒸留水で手早く洗浄したのち、60℃で
48時間乾燥してデシケータ中に保存した。
水銀の分析はメテル水銀（ガスクロマトグラ
フ法）と無機水銀（還元気化法）に分けて行
い、その合計を総水銀量とした。
　結果：模脚類の水銀量は総水銀で0．046
－ 1．175ppm、メチル水銀で0．016
－ 0．057ppm（乾燥重量当り）であった。
総水銀値は下層で採集されたもので高い傾向
　　　　吻がある。また熱帯太平洋で得られた結果に比
べ、かなり高い値が多い。
ブライド湾
　　★
グンネルス
　パンク★
★
67『s
　θ68
リュツオホルム湾6プ
70°
2、O’E　　　　25°　　　　30°　　　　　35°　　　　400
　　　　第1図　南極海域における採集地点
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外洋性鳥類の重金属蓄積とその種及び生思域による変動　　　　　　O本田克久，菅進也，立川涼，　　小城春雄
　　　　　　　　（愛媛大・環境保全）　　　（北大・北洋研）
　外洋性鳥類は海洋生態系の食物連鎖の高位に位置し，寿命も比較的長いことか
ら，重金属による海洋汚染の指標として，また生物濃縮現象を理解する上で有用
である。しかしながら，海鳥は世界の海洋に広く分布し，その食性や生息域が種
により異なるばかりでなく，産卵・換羽・渡りなどの過程を有しており，こうし
た生物側の諸条件による重金属蓄積の変動の詳細にっいての情報は欠損している。
　本研究は，北太平洋亜寒帯域で採取した海鳥11種の組織中重金属分布（Fe，
Mn，　Zn，　Cu，　Pb，　Ni，　Co，　Cd，　H9）とその種及び生息域による変動について検討
した（図一1）。
　重金属濃度は，一般に肝臓と腎臓に高く，筋肉や脳に低かった。しかしながら，
Mn，　Znは骨に，　H9は羽に最も高濃度であるなど，組織により，金属種により特徴
的分布を示した。とくに，羽中H9負荷量は体内総量の2－7割を占め，羽がH9の
解毒・排泄機構として重要であることを示している。
　組織の重量と金属濃度から計算した個体当りの平均濃度は，Zn，　Fe＞Cu，　Mn
Cd，　H9＞＞Pb，　Ni，　Coの順であり，海水のそれに比べてCdとH9の濃縮が著しかっ
た。Fe，　Mn，　Zn，　Cu濃度の種間差は比較的小さかったが，　CdとH9はクロアシアホ
ウドリとコアホウドリに高く，ウミガラス・ハシボソミズナギドリ・エトロフウ
ミスズメに低く，その変動幅はCdで約　100倍，　H9では約1000倍の違いが認められ
た。これらCdとH9濃度の鳥種間差異には，餌生物組成の違い一　っまり，　Cdで
は高濃度Cdを有するイカ類の捕食量が，また，　H9では比較的H9濃度の高いイカあ
るいは小魚類の捕食量が大きく関与していると思われる。しかしながら，H9の約
1000倍にも及ぷ鳥種間差は，餌生物を通してのH9の取り込み量の違いだけでは説
明がっかず，H9の生物学的半減期が鳥の種類により異なることを予想させる。そ
して，それは，おそらく体内H9に占めるメチルH9量の割合の違いあるいは体内と
くに肝臓におけるHgの脱メチル化能の生物種間差によるものと思われる。
一61一
　さらに，生息域による重金属濃度の差異にっいて検討した結果（図一ユ），ア
リューシャン海域（A）とべ一リング海（B）で採取したコアホウドリには金属
濃度の違いは認められなかったが、アリューシャン海域・アラスカ湾西部（C）
・ アラスカ湾東部（D）の3海域で採取したフルマカモメには，CdとH9濃度の遠
いが認められた．アリューシャン海域とアラスカ湾東部のフルマカモメのH9濃度
はアラスカ湾西部のものに比べて約2倍高く，また，アリューシャン海域のもの
は他の2海域のものに比べて約2倍高いCd濃度を示した。これらのことは，仮に
フルマカモメの餌生物組成が海域ごとに異ならないとすると，海水中のCdとH9濃
度が生息域間で違っているといえよう。
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南半球ミンククジラにおけるカドミウムの組織器官分布とその加齢及び雌雄による変動
O山本　義志・本田　克久・松本　功・松本　結花・立川　涼
　　　　　　　　　　　濱田　兵明　　（東大・農化）
　海棲哺乳類は海洋生態系の食物連鎖の高位
に位置し、寿命も長いことから、重金属によ
る海洋汚染の指標として、また生物濃縮現象
を理解する上で有用である。中でも、南半球
ミンタクジラは主としてオキアミを食し、回
遊・棲み分けがあるなど食性や生活史が他の
海棲哺乳類とは異なる。さらに、最近のミン
ククジラには性的成熟年齢の若齢化、成長速
度の増加などが認められており、重金属蓄積
との関連に興昧が持たれる。
　著者らは、これまでに南半球ミンククジラ
の主として雄の肝臓中重金属濃度を測定し、
肝臓中金属レベルとその年齢による変動を明
らかにした。その結果、ミンククジラのCdと
H9蓄積は、近年の摂餌量の増大によって加速
したと考えられた。さらに、高濃度蓄積個体
における腎臓中Cd濃度の減少やZn／Cdモル比
の減少が認められ、Cdによる腎臓障害発現の
可能性が指摘できた。　しかしながら、肝臓だ
けでなく筋肉や腎臓といった組織中の重金属
蓄積とその雌雄による変動の詳細にっいては
十分に明らかでない。
　本報告では、南半球ミンククジラ298個
体（1984／85，1985／86年’漁期に捕獲）の筋肉、
肝臓、腎臓中のCd蓄積と加齢及び雌雄による
変動にっいて検討した。
　Cd濃度は肝臓と腎臓に高く、筋肉に低かっ
た。筋肉中Cd濃度は、生涯を通じて増加した
（図）。肝臓中Cd濃度は、雄より雌に高く、約
20歳まで増加した後、漸減した。肝臓におけ
るCd濃度の雌雄差は、特に30歳以上の高齢個
体で著しかった。腎臓中Cd濃度の年齢変動は、
基本的には肝臓と類似したが、雌雄ともに15
－ 25歳のCd濃度が低かった。
　一般に、海棲哺乳類の肝臓と腎臓中のCd濃
度には、正の相関関係が認められるが、ミン
ククジラでは、肝臓中Cd濃度が15－20ppm以上
になると、腎臓申Cd濃度が減少した。特に、
この現象は雌雄共に約10歳以上の個体で著し
かった。ヒトの場合、Cdによる腎臓障害が発
（
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50
現すると、Cd濃度の腎臓／肝臓比が低下する
ことから、南半球ミンククジラは雄だけでな
く雌にっいても比較的高率で腎臓障害が発現
しているといえよう◆
　さらに、組織中のCd蓄積とその存在形態、
特にC小メタロチオネインとの関係にっいて
も述べる。
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　南牛プ莱ミン！ア7ジラ〈f）腎渦蔵寸カドミ句ム〈∩存在彰態
　　　　　o漁田典用・山崎索直・戸田昭三・山本殻巡・2ト田克久、・ゴ臼ll涼
　　　　　　　　（東犬・農イし）　　　　　　　（雛人・環施保全）
1．｛寺じ沿に　　　　　　　　　　　　　　’レ須の腎臓にフv・て杉司様に分画｛た。
　外洋椎海荏哺乳類司重金ゑ蓄績に関・稲研
克‘キ、生物濃縮て鯉毛二勺リン7“じいっτこ 3．象各果
鱈ラ鋒で拍．撫が縮・ぽた鮮　ゲjレ随｛・属港峰動Q既1・町碑
球ミン77ジラに抽瑳鰯老椥・関哲賑Mい約姻久湖∫囲碑φ唯め
嫡1袖・’℃鋤惰雌｛諸束れひるて類姻て刑、ミンりワジラ1・お・▽抽
（じが用うがじ従り、似1話≦毒椎影響り絶ての存在至確認｛た。ミンクワジラにおゆて
現が懸葱こ払た。閉φ看績じ生体1こ社イ《影MTの存在を確認1たの侍こ払が最初で侮《。
響色解用づ舌ため1（14、図の符在W多態4・把握皮質申‘（存在才《εd⑳う560％程度がHT画
イて丈妥が葡《・殉くの助物1（お‘う≦乙dの主分に存在〔ており、こIKI寄ウ〈（5z％）ぺ《、
要呑緒在形鰭レ1て時メ勺口才オネイン（HT）ジλノレカ（幻％、・1・屑）Lぱは司じギう
が知う払ており、又須金属（み）の貯賦祇1　な割告で狛った。Zn侍いイ∨小わ30％経度バM
い侍毒椎盆属（Cd）⑳解毒L、、った横能が提、丁直1分に存在1てい］た。ミン’7ηジbう仁おい
東さ人て餐た。X〔毎MTに関・∫《稀克｛さ楕れて右C4・η代謝にM丁が名棲に閏与1て・・る（
釣に桁6わ払てい《が、海逐哺乳類1〈関1て巳が名k5へ毛，イ才ン欠庚猶にキリ誉〉に
1キレ｛丁くγ）角｝在〈r）確2毘払＼、っイミ段階に・留書ってよ負製空進冨）、アミ1嚇且城箸にっv＞ζ4シ峡
刑、そφ生綱的網につ、・て1さ・・4酬禍。
確奪解答が属今れていな、＼。4た、乙d（幡績
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．Oおxび生騰彩1響じ舟在形健巳の関糸1くつ）・て、
x験鮎物琶用、・た短類薬露の影響に！フv’て1さ
脅くの泉ロ見〉が笥舌が、低濃皮環境下にお｛↑‘
長潮1＝わたs暴露・碑多響に閲｛て・り研莞1各丈
い、。
　演老5侍、長肩命くη海産哺乳瀬であ‘南キ
球ミン7ηジラの腎臓オの〔冴くη存在形態乞追
跡、1たし（う、MTつ存在乞確認【たので報．
告“。
2．w法
　南キ琢ミンり7ゾラ（8．氏cμtros†r久f久）
rの腎賦毛4＼腎‘て分｛う、竺5に良質の君色伺り
出｛1イ（、以下〈r）分画‘〈イ芙｛た。　皮＼質をL3イ吉暮
∩0・2胡蜘ω・e舖→＞0・田丁・庁暇（pH
7・午）ヰでPolγ†rOh　ho朔oオen「zeγ‘くキってホ・毛
κナわぐ｛、10℃000xθ上濱釧4た。（払区
∬・p刷・x白一7丁（ユ4xgO碗）酬“たゲ〃う
週Llく弁‘†、　　’Omトイ　丁“γ・「s－HCQ　　（pHY・6）　　で今i画｛
た9各画分⑳飼、Zhお羊びαλ濃度乏原子吸工
法仁主り、4長2WOおX伏2砕摘kお‘う舌∪ワ
吸収乏剰定1た。対盟φため、ウ之巳久ジイ
50
ΦO???????
0
20
0．8
60（ヨ??。。?）
40
20
???????????
40　　　　　　　60　　　　　　　80　　　　　　100
Fractlon　｝1umber
　0　2 　　　　　’　　40　　　　　　　60　　　　　　　80　　　　　　　100
　　　　　Fractlon　》『umber
Fig．　Fract：］Lonation　of　Southeτn　Minke　Whale　renal　MT
　by　Sephadex　G－75　column　chromatography
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Variations　　　in　　the　　Concentrations　　of　　Persistent　　Organochlorines　　　with
　　　　　　　　Reproductive　Processes　in　Minke　Whale　from　Antarctic　Ocean
　　　　　　　　　　　　　　　SUBRAHANIAN　An．，　S．　TANABE　and　R。　TATSUKAWA
　　　　　　　　　Department　　of　　Environment　　Conservation，　　Faculty　　of
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Agriculture，　Ehime　University，　Japan
　　　　　In　　our　I’ecent　studies　it　was　found　that　the　organochlorines　like　　PCBs
and　　DOT　compounds　can　be　used　to　evaluate　the　ecological　and　　physiological
parameters　　of　　small　cetacean9．　　These　two　chemicals　could　be　　successfully
used　in　tracing　out　the　reproductive　histories　of　Da11，s　porpoise　and　short－
finned　pilot　whale　and　the　poP111ation　structures　of　Da11，s　porpoise　in　North
Pacific　　and　　surrounding　　seas．　　In　　the　sa皿e　way　　旬e　　could　　provide　　some
information　on　the　age　at　maturity，　active　parturition　period　a皿d　some　other
parameters　　　in　　　the　　reproductive　　history　　of　　southern　　　minke　　　旬hales，
β∂．1●θ刀0ρτer8　●ε〃τOrOSεr8亡ぼ．
　　　　　Speci皿ens　　for　the　present　study　were　caught　in　　December　　1985－January
l986　　in　　area　V　and　VI　of　Southern　Ocean．　　The　ages　of　the　　specimens　　were
kindly　　estj．mated　by　Dr．　　Hidehiro　Kato　and　his　group　by　counting　the　growtb
layers　　in　the　ear　plug．　　Male　and　female　individuals　ranging　from　l　　to　　45
years　of　age　were　analysed　for　their　PCBs　and　DDE　concentrations　in　blubber．
　　　　　An　elevation　in　the　leve15　0f　both　the　compoullds　were　noticed　in　皿ales，
with　　age．　In　females　the　levels　increased　steadily　up　to　an　age　of　6　0r　　7，
after　which　there　was　a　decline，　　apParently　due　to　lactational　transfer，　as
already　noticed　in　other　sma］l　cetaceans．　　These　levels　reached　their　lowest
at　　about　　15　years　of　age　after　which　it　was　皿ore　or　less　the　same　　in　　the
animals　　up　to　　35　　years．　　　Thell　　there　　was　　a　　slight　　increase　　in　　　the
concentrations　　of　both　the　compounds．　　From　the　results　we　could　guess　that
parturition　　and　］actation　starts　so皿ewhere　around　10　years　of　age　（7　to　　13
years）　in　　minke　whales　and　almost　a｝ユ　the　anう．mals　are　mature　after　about　15
years　　of　age．　The　active　parturition　period　is　up　to　about　35　years　of　　age
after　　which　皿enopause　or　at　least　a　decrease　in　the　pregnancy　rate　　occurs・
This　　study　　validates　　the　　utilization　of　organochlorines　　as　　tracers　　in
ecological　　and　physiological　studies　of　皿arine　ma血mals　as　a　promising　　one・
We　believe　that　an　elaborate　study　on　the　levels　of　xenobiotics　in　　southern
minke　　whales　　can　provide　many　informations　on　the　　population　　structures，
migration　　patterns，　　segregation，　　feeding　　habits　during　both　　summer　　and
winter　migrations，　reproductive　characteristics，　age　and　growth　etc・
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第10回極域生物シンポジウム
　　講　　演　　要　　旨
　　（B・展示発表）
　　1
R．」．H凸nc⑪ckむrld　R．D．5eppe｜t
AntarcUc　Div憶iot1，　Ch加r、el　HighwaU，　Kingston　7051
T口smon治，　Austr口h口
6rowth　responses　of　Ceratodon　pur口ureus　in　culture．
P⑪Pul口ti⑪「1s〔｝f　C：er口t⊂ldorl口ur眞lureus　c⑪nected　frorn　near
C口se」l　StatiOn，　Wind｝了1日｜　ls1亀nds、　E6st　Antorcticロ，6nd　frorrI
HCIb口rt，　T口srnani已、　when　propag口ted　frorrl　excised　sten1
｛ヨpices，　e｝くhibitessentia1｜』l　sitTlilar　responses　in　cU｜ture．　口n
Bo｜d360sa｜HediU｝’r1（Ei日「’1）both　pOPulatiorrls有ヨvoUr　the
pr〔〕dUcti⊂ln⑪f　dense　erect「lrotonerrn自（second6rg
ch1⑪ronernat｛ヨ）r｛ヨt｝1er　th口ri　neヤv　51rl〔lot　forrTl｛ヨltio｝1．　On　6B｜vl
r了1inus　nitr己te　les3　erect　Pr⑪t〔IIlerτ］日｛ヨre　forrr°led，　the
prO3tr亀te　prot⑪net†1a重：C自Ulone「Tl亀t6）i3「T1［Ire∈！｝くtensiv∈iξ）nd
t、ew　sho⑪ts己r∈…rllore　freq1」1ent｜』｝initiated，　both　frornロxi1｜ロrg
buds　Oll　the　initiδl　prc・pag口tion　shoot部d　fro舳uds
deve1⑪ped　on　the　Cau1⑪rlerγ1ξ］t61．　「「a∈irrnモinian　P〔lPulati⑪rls　of
c∈！rElt口d⑪r1［lur［lurE…Us｛ヨre　more　robust口nd　produce　n∈1、Al’
sh⑪ot5　m⑪re　readi1Ut舶n　AntarcticpopulaU〔ln3．　The　vit副itU
in　Cu｜tur∈！〔lf　Antarctic　p⑪Pu｜口ti〔lrl5　depends〔lrl　vψhether
u51rlg　fr白sh｜g　c⑪｜｜ected　shoots，　Ulose　stored　frozen，　or
s｝100ts　deve｜〔lped　urlder　cし↓ltし壮一e　cOnditi〔lrlき．
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　　2
NA岡E・㎞drze3口a七肥and　Andrzej　Plyrcha
ADDRESS・エns七ime・f　Ec・1・gy　P・1ish　Acad・my・f　Sciences．
　　　　　　　　Dziekan6w工e6ny，05　092　Lomianki，　Poland．
TITLE：
　　　　　　Soils　and　vege七a七ion　　i筑　deser七ed　penguin　rooke壬ies
　　　　　　／King　George　工s：Land，　We8七An七arc七ica／．
　　　　　Due七〇　七he　uplif七　and　g：Lacial　even七s　du工ing　七he　Ho：Lo　cene　period
七he　Inovemen七　〇f　penguin　エ℃okerie日　has　been　noted．　Specific　land
ecosys七ems　which　have　beexl　developed　in　七he　area　deser七ed　by　penguins
occupy　now　a　ユarge　par七〇f七he　cos七al　zone．　They　occu壬over　recen七
nes七ing　places　／a　down　movemen七　〇f　七he．rookery　as　七he　resuユ七　〇f　an
uplif七／　or　in　七he　areas　wi七hou七　any　penguins　七〇day／abadorO6、　nes七ing
Plaoes　as　七he　τesu1七　〇f　dでamatic　local　changes　of　七he　envinronmen七al
condi七ions／．　〔Phe　areas　of　ancien七　rookeries　are　coVered　now　by　a　dense
ca工二pe七〇f　mosses　and　lichens　groving　in　七he　orni七hogenic　soi1．
：Phospha七ic　clay，　七he　main　componen七　〇f　七his　soil　is　s七ill　an
impor七an七source　of　easy　availabユe　nu七rien七s　foヱrich　and　diversified
vege七a七ion・
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南砲蒐爵麺』のδ蛙鍋Kつ奴
　　　　　　固田博・神田務又．
　　　　　（故穴徽友）　（亀式功）
　　南碗鞭・ユー般砿づ輪を笥今、配・解，・ク脳も経混う拠，イ・浜柄、
1鋤伽少・ユいと乏れて・・鉢，タ解的摸緒脳碑ね・り・〃勇こf解，操・岬1
諏禰で12如．初蜘掴寝4驚？　fば椥怖で短・，え敵え誰¶パ
驚睾㌶籔㍑1濡；撫：・灘㌶襟：・棚誌鷲
鞄を鱒数1訂十・（θ③〆魂。。、，鴨行．南縫伽碗、♂．。・畑鮎瞬
湘川鵬パ・コ←』－4勧雄綱で奴酬形舷諺呑醐1⑭・ヌoで．路歓loの又～考｛4で助Σれ生乏蒋卿い・統ダうい．章瑚τ祠・乏（摺
㌫〈ぷ鵠±；）瓢畿ぽア《二羅〉∵
那細痢であ・久．／・・足姻ηり戚姥冒戸ぐ私伸訂ワ姦・知物．
・熊碑舛襯岸・．－←醐・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　穣1扮爬，微栢綱．ま鯛日ε・・略
1・，』c嚇（＝、　　tヶ’wer醐）し・瓦叡魂・繍徽・ブー9叶ケ
、個＝ヌ・であ。仏．N・輌u脅⑨・ハれゲニーで・σ4へ宇、。→う・戊ラ鞠→鰍豪への
知ヱ』で・づ帳戻…血・w・・nワ6）・叙謡溺ぬ☆しれ倒・
　　　　　　　之妨ぱワ晒…胸融で夕殊激レ…詞』・随・’豹栗之’ち気し久
が嚇肱Bw・・＋醐（㌍・・）14L』咋・一治但弗‥わ脈・P餌満
」㎏輌巡・一型で卿れ踊娠よψ・膓文服老Lる・M銭で触・品お・
－幽血幽は遁輸・餌㌃カ・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て㎡～七・・悟U？5幻ωC砂動ザ物のfれ4楕
・似・t睡多バーぴ悟励㌦6一加脇拓躰多く竃じかパ継して、、うレ南
整・細ヨ。ぴ多・，a楓っ藪け孤一3う危邪・て研・7晒w．・・ヲ扮4／4
ぷ右抽て・夜（N頑k・1・v’・9ワワ）・％砲槻，み・鯉，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メ叶働’｛しぬ・協＋乏
Owu9州匹焔とψ伽財萄り衣1雛99・ヒ品岬でか玩・溺紅して・σ．
燈砿・飾しイロー仏久馳舟麹刷狛・・繊・・はぶ…・Ψで触鴻蛎袖り・・汚孝・パ・’繊飯励コ｝±‥輌
数10・嬬｛れでう唖封で吻うう．　φ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　牡碑気遠クτヒτ．　　　 　　　　　　　　　　　碗り右t見狗1乞
　手碑乳wおuて犬陀性融力鋸釦憂オ固乏琶づワをおノ明ラ4㍉～オるこじボ宏4るヒル
も伶a・⑰ぴ（lgD梱匂｝｜胡L　　　　　　　　　　　　　　　　　　区，惚　　　　　茂れ納　㌘1敦』⇔桐起蜘凶緋吋竹一う・ρ仏魂・…久、二碑セ・τ魂｛δ清醐・…劇
轍10のう～裾酩しラ栖ザぞ｛わ顧　　“　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　㎏ん頑・タ・クノ
ぱ1、籔頸，ζ》1、麟λ《｛：　二121；
・坤輯とL畔・」一抱右し糾ラオ献拠2幽　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L・殉’・ω・
叉・ほ～，
〃7＝6～o
ク7＝6～∂
η巳δ～0
カニ3〃
〃2＝6～ρ
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　　　　爾（鐵繁凱曙鵠杖
聯碧纂謄翼覧亮㌘㍑露膓覧鋸勢覆鷺ぶ譲㌫忽綜
類瞳1抱群落」二を〆フしリセ覆り、”徽”微㎡縦ぜあフん。乾琢tれた蘇宅趣標ヌトは
を刑成してカリ，ま膓鰐類り豪面、擁腋，ぜ用着弛りものボ入今可能であり，qこク旋
茎上にも弍まボまな遠類ボ見られ，ノ1、勤物と袖τ踏享Lん」ンぜ，」瞬宅類ど綾麹ワ突r綱
恕つ姓爆鶴して・・3’神田’大山係ぬ疹権可能で郁と・・鳩・
（’曾82）ボ雄べて嘱よう戸南極’・お・て
竃竃竃忽㌘㌫㌫已え㌔欝テ㌶㍑撒％㍑ケ三短雀
ボ叩らオ・に芯れ・つ）あろ・　　　　　　　　壕類／」筏，i鴛藻類∠｝」慢，ケイ蕩L：類3稜ど権埠
　一方、南栖姥域φタ鳩k仇暑つる重南極惚し7し。南極匂ゲτイ壕λドウなり作臭向がめ3と
ばゼ∀麟苔麺群落申0藻類り生穂’・闇づ3報いわれてい才ズ（0ん恒π6　！986）ノ動極
矯鋸c㍑’ζ㍑㌃鶏姦毒纂篇；蕊㌶烈当繊編
物ケィ痴フ収裾した∠餉で’吻苓・か洛リラ嵯リケずあ・た・
閏・㌣野（一ぼ86）は才ヨ回種娠生物シンボジ
ウムに加・，向綿鞠膚ゴ’ニア1嚇ワ　Wヨで鷲徽縦⇔藻貌廟して紅
づ鰍珊燃ずの齢繍欝り靹ヒフ・（・pδP妙あ3川づ叫・〔碑・情）…
て報老レ，てtら1二岸1・㌣明・犬奈ネ申田臼9ラ喉ボ硬印せれてまたカ〈：これは緯醐ε房
8ワ）は才／6田目本坤零類学宏∬こカ、・て’亜向イろ，今回り・調賓耗果かラ，次りような茨御豹
働坤宅緋〉η竣媛仁つ・1τ報砦レイ孫η1z夕乏提蒙レた、）。
克・　　　　　　　　　リ治生（印己P九γ亡己）竣類梱うか頃
、
舜苔貌り生恕学ぱ麓姥ゴφ単純な孫の鋤｝篭類の植翔体Lヒ村着してい3毛の：△』
かラ獅，tらf・は稗でカより複雑≠工蜷・P，や5ゼ・・例・存ビ‘．
孫り角糊・獅．してltζこ蹴子多懸烙⊂　幻弱・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　c〃⇔斥α名飢碗㌦8ノ藻類
神田’丈山　旧8幻ピずれば二亜向極党域でボケ沙すす寒天質kよ・て輯苔類上κゆδ＜
の鞄麹と藩馳鮪噺勧角柳埼り才一輪し・・、ユ⇔：ム』　市編等
今賊り〃　　　　　㍊纂欝岳纏㌶㍑1㌣鷺鐙
御％方拡は、向米向端，聾南徽，南極て・・ユもつ：4’ノ毛複．ケイ蕩麹なピ．
千麟τ才繊舗繕望数硯瀦体碑∫・キ）肺）（3七㌦鋤・⇒触麟襟贈接
難し…壕麹確願蹴，⇔・ル学申顕鯛駄’樵を毛殉切：』，
責蹴、毯稜碑刷て’微・疏り』存・“・
づ’功す・し7しβ▽て生吏た」勇宅麟落かラの　　■）　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　織、じ㌫轡耀謬　　　 　　　 　 　 融（・
ケ融培着ヤ，Ok七anL（1ヨ8のりようκ凌繍蕗⇔表重珪弦k
熔かつのケ都×よユもりでは与1）・視のフし珍生肴は碑±れ3：2ん曲』なげ．
　　　　　　　　　　　　　　　　　－4一
5Eu　hausia　acificaの遊泳角度
遠藤　宜成　（遠洋水産研究所）
オキアミ類の資源量推定には、群れを作りかつ群
れの内外に他生物が少ない場合、計量魚探が有効
である。しかし既にEuphausia　superbaで指摘さ
れたように、オキアミ類の遊泳角度がその現存量
推定値に影響を及ぼす可能性がある。今回北太平
洋に卓越し、また春先に三陸沿岸域に濃密な浮上
群を形成することが知られているE．pacificaに
ついて、水槽中で遊泳角度を観察したので報告する。
【材料と方法】
　E．pacificaは1987年3月16日昼頃仙台湾で採
集した。同日タ方、女川の東北大学農学部付属水
産実験所の水槽に移した。水槽の大きさは60×29
×36（高さ）cmで、この中に実験所前で採取した
自然海水およそ40　を入れ、E．　pacifica　40個体・
程を収容した。E．　pacificaはすべて成体であっ
た。一晩水槽にならした後，17日10：00からのべ
20時間の問，5分毎に横から写真撮影を行った。こ
の間，餌のある状態とない状態で遊泳角度に差が
あるかどうかを調べるため、途中からGF／Cフ
ィルターでろ過した海水中にE．pacificaを移
した。
　写真に写ったE．pacificaのうち左右の複眼が
重なり合っている個体についてのみ角度を測定し
た。その際、視野の端に写っている個体は除外し
た。また遊泳行動を観察しながら、ホヴァリング
時、上昇時など行動別に撮影を行い角度を求めた。
　採集時の現場水温は5．ぴCであったが、水槽内の
水温変化は5．0◇～7．2°Cの範囲に収まった。実験
中、水面直上の照度をデジタル照度計を用いて測
定した。照度の変化率の大きい日出、日没時には
10分毎、その他の時間帯には2～3時間毎に測定し
たが最大値は3201x（17日12：10）だった。
【結果と考察】
　照度を無視した昼夜込みの遊泳角度は35．3°＋21
．1◇　（平均値＋標準偏差）であった。行動別に見
ると、ホヴァリング時は40．7°＋6．6°（N＝21）．上
昇時は48．3°＋11．7°（N＝3）、斜め上昇時は39．8
＋8．7°（N＝4）、前進時は9．4◆＋7．6◇（N＝5）であ
った。前進時の角度は他の行動の場合と有意に異
なっていたが、その他の組み合わせでは有意差は
なかった。
　昼夜込みにした平均遊泳角度のモード42．5°は
ホヴァリング時の40．7◇に大変近い。Kils（1981）
はホヴァリング時には質量の中心と推力の中心が
同一鉛直線上に来るはずで、E．　superbaの場合水
平から55◇上を向いた角度になると予想した。実
測された平均遊泳角度は45．3°であった。
　今回E．pacificaで得られた遊泳角度のモー
ド42．5°は、ホヴァリング時の40．7°に大変近く、
少ないエネルギーで体の位置を保つ戦略と考えら
れる。
　昼（＞101x）と夜（暗すぎて照度計の表示が読め
ない状態）では角度はそれぞれ28．8°＋23．7◇，37
．2°＋20．5°で有意差はなかった。また餌のある状
態とない状態では角度はそれぞれ34．0’＋2L9°，
38．0°＋19．2°で、これも有意差は認められなか
った。
　成熟した雌個体では卵巣が良く発達し（ε．
superbaでは特に著しい）、質量の中心がもっと前
方に移動し、遊泳角度が大きくなることが予想さ
れる。この点も計量魚探を用いる際には考慮すべ
き点であろう。
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NAME：　　こ〕ULIAN　　G●　0’N［ILL
ADDRESS：　Leicester　School　oF　Pharmacy，　Leicester　Polytgchnic，
　　　　　　　P・0・Box　143，　Leices七er，　U．K．
TITLE：Thyrnic　development　in　an
Boule∩ger　1902）　and　a　uarmer
marine　teleost．
Antarctic（Pleuragrammaant rcticum
uater　（Dicentrarchus　labra×　L●
The　　paired　　thymic　　ロrqan5　　ロ千　　po5t－1arval，　　juvenile　and　adult
5pecimen5　0千　the　Antar⊂tic　silverfi旨h，　Pleuragra■●a　　an亡arζ亡】iζu居，
and　5ea　bas5，　0」ζe励亡rarζ白u5　1abrax，　were　examined　Hith　the　u5e　o子
gly仁ol－metha⊂rylate　　embedding　　and　semi－thin　section　technique5．
In　th臼　　earliest　　pロ5t－1arval　　staqロ5　　that　　wロre　　avai　lable　　fロr
examination，　　both　　昌pecies　demonstrated　an　advanced　infiltration
of　the　epithel　ium　by　thymi《：　1ymphロ⊂yte告．　Thi昼　　pr回t：e5s　　wa5　　more
advanced　　in，0．　1abraズ，　with　the　千ormation　o子　trabecul　ae　from　the
sub－epithelial　c回nnective　ti55u白s　｛SECT》，　in　both　30　and　　白O　　day
post－hatch　specimens・
The　　more　　advanced　　thymi仁　　development，　脚hi⊂h　wa5　noted　for　the
Po5t－1ar∨al　O身　1abrax・　Has　ob5erved　in　the　juvenile　百pecim臼ns　　o十
thi5　　5pe《：ies　　al5ロ・　　The　　trabe仁ulae　　were　　morロ　prominent　and　a
gr日ater　distinction　o十　　thymi⊂　　zone5　　was　　ob5erved．　　Thロ　　inner
thymi【：　area5　回・F　the　two　specie5，　in子iltratロd　by　a　5ub－epithelia】L
reti⊂ulum　十rom　the　SECT，　demonstrated　a　greater　　infiltration　　of
epithelial　　m」1：0us　　cel　l5　　and　　macrophage昏　　in　　the　　juvロnile　O．
1abrax・　A　千urthロr　distinction　in　this　species，　n回t　ロbser∨ed　in　ρ’
anfar《：亡X《：ロ●¶　wa5　the　pre烏en《：e　OrF　　melano－macr口phaqe　　centre5　　and
large　　myoid　　cells，　　which　　may　　indicate　a　飢ore　advan⊂ed　thymil：
involuti口n　in　the　warmer　脚at●r　5pe仁ie5・
Thymi⊂　progreB5ion　　at　　the　　adult　　stage　　di千亭ergd　　in　　thロ　　two
specie5・　　The　D’　　1abraκ　　spe⊂imen5　　｛al1　千emale）　demロn5trated　no
in《：rea5ed　involution　o千　the　　thymi⊂　　zone5，　　h口wever，　　a　　grロater
development　　o亭　　the　　trabe仁ulae　　and　日ECT　had　di∨ided　the　thymus
in七〇　discrete　lobule5．　1rl　contra5t　the　　structure　　o手　　the　　adult
《male・　and　　female》　　thymu5　　ロ千　P，　　amとarc亡」［《：ロ●　　had　　re口re55ed・
Althロugh　a　proportion　orF　the　inner　and　　outer・thymic　　zones　　had
b2en　　　retained⑱　　with　　di5tinct　　agqr2qations　苛o子　　5mall　　thymi⊂
1ymphocyte5　in　the　outer　zone，　the　　thymic　　trabe⊂ulae　　had　　been
lo5t．
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1
　 chool　oF　Pha℃macy，
　Leicester　Poly七echnic，
　Leicester，　U・K●3
　Dept．　oF　Pathologyg
　Leicester　Royal　InFi．rmary，
　しeicester，　U●K●
　　　　　　　　3　　　　　　　　　　　　　4T・A．　5ims　　and　　　　　 　　　　　 　D．L．　Barber　．
2　Bτitish　Antarctic
　Cambridge，　U．K．
Suエvey，
4　Dθpt●　oF　Biology，
　凹c ster　University，
　Or予tario，　Canada．
Hamilton，
The　　　in千lammatory　　　re5porlse　　　of　　　the　　　Antarctic　　5i　lverfi5h，
Pleロragra■●a　　　　　an亡arζ亡」E⊂ロ●　　　　　Boulen口er　　　　　　1902　　　　　　《Teleostei●
Not口thEnii千orme5》　　to　　an　　in千estation　　by　　the　plero⊂ercoid　orF　a
P旨eudophyl］［idean　《：e5tode　《0ゴρbyllobo亡hrゴロ●　5P・》・　、
OrF　5ix　juvenile　　5pecim日n5　　0子　Pleuragra●●a．an亡ar⊂亡】1⊂ロ書，　　caught
near　　Kinq　Georqe　I51and　《62005’S¶　58015’回》¶　凸ntar《：ti⊂a，　al　l　Here
found　　to　　b日　　para5iti5ed　　by　　the　　plero⊂ercoid　　5taqe　　　of　　　a
pseudophyllidean　　cestodg　《D」1ρbyllobothr」［ロ●　5p・》・　The　infestation
ranqed　千rom　4　t回　17　Plerocercロids　per　子i5h，　with　eat：h　qf　th臼　2　tロ
2．5　mm　long　para5ites　a昌雪ociated　　loo5ely　　with　　th臼　　5tomach　　or
inte巳tinal　　me5日ntery　　o千　　the　　host．　　The　　host　　respon5e　to　the
parasitロ　柑as　observ●d，　by　l　ight　and　5canninq　electron　mi⊂ro5⊂opy，
a5　a　di昌cr已te　in子lammatory　5heath亨　whi⊂h　wa巳　covered　by　a　　5ingle
layer　　口f　　me50thelial　　cel　l旨．　　凸　　⊂o】L　lag唇nou5　connecti；ve・ti55u9，
containin口　　千ibrobla己t5　　and　　infi］Ltrat●d　　by　　a　　blood　　va5仁ular
netw口rk，　　千orm日d　the　bulk　o十　the　5heath喧　A　1日u⊂ocytロ　in子iltration
wa5　ロb巳εr∨ed　at　th日　　ho5t－para烏itロ　　inter亭ace，　　though　i　the　　h口5t
⊂ells　　were　not　ob5erved　t口　pen臼trate　betHeen　the　micr白tri⊂he5　0f
the　parasite　tegument．　The　majロrity　ロ子　the　leu⊂ocyte5　were　a仁tive
phagocyte5，　th桧　　phaqosom臼s　　o千　　which　　containロd　　peripdic　　acid
Schi・「千　　　Pロ5itive　　parti《：1e5，　　and　　e5pe仁ially　　a仁tive、“千口amin9“
phagocytes　囲1ヨr－e　ob告erved　in　the　anterior　cleft　　that　　f：orm8d　　the
presumptive　　adh目告ive　　organ　　o千　　the　　para5ite・　　Thi盲　　d日gree　口千
re5ponse，　ob5erved　in　an　Antarctic　teleo5t，　　does　　indi，仁ate　　that
the　　in亭1ammatory　　proce55es　　are　　a⊂tive　　in　　a　　teled5t　5pe⊂ies
adapt日d　to　a　low　environmental　temperature．　No　dロtrimental　e千千e⊂t
ロ・『　the　host　re昌pon5e　wa5　0b5erved　on　the　plerocer仁ロid　para告ite5・
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NAME：HOSH工NO，　K．；　1・UCCH工ARI，　P．H．　＆　BACII・A，　M．
ADDRESS：Departamento　de　Fisiologia－　1BBMA－　uNEsP　－　BOTUcATU－　sP　－　BRASIL
TITLE：RE　VERSIBLE　CARDIAC　ARREST　工NDUCED　BY　STARTLING　STIMULI　IN　THE　ANTARCT工C　FISH
N・t・thenia．牢里・
　　　　　　　　　Heart　beats　in　many　animals　are　missed　in　τesponse　to　startling　　stilnuli
and　such　property　is　known　as　cardiac　aτrest．　　Since　the　functional　role　　has　not
been　deter囮ined　up　to　date，　the　present　study　investigated　its　occurrence　　in　　an
antarctic　fish　that　developed　some　different　adaptative　process，　mainly　for　extre
me　cold　environment・　Electrocaτdiogram　of　eight　Notothenia幽　　（400　to　700
grams）　collected　at　th．e　Adlniralty　Baヴvere　recorded　in　an　eXperimental　　　chamber
with　sea　water　and　controlled　te皿peτatuτe．　Sudden　vibration　of　the（血amber，
observer　apProximation　and　other　alerting　stimulf　evoked　cardiac　arres　t　for　　one
to　four　heart　beats．　　工ncreaβe　itl　temperature　rai．sed　heart　rate　but　did　not
abolish．　the　response　and　moderate　hypoxi．a　faci1£tated　the　occurrence　of　　cardiac
arres　t．　　Prolonged　cardiac　inhibiti．on　wtth　so皿e　isolated　beats　was　observed　　ぬen
the　animals　were　manipulated　or　when　the　water　of　the　dlamber　was　removed・　　Atro
pine　（1　Ing／Kg）　admi“tstraヒion　blodked　the　cardiac　arrest　induced　by　su（虫　　procedど
res．　It　is　concluded　that　cardiac　arrest　is　probably　a　common　property　of　　many
fishes　and　a　medユanisIn　developed　before　the　adaptation　to　the　antarctic　　　　condi
　びtlons．
Supported　by　C工Rト4－PROANTAR－　Proj　ect　9536．
Brazi　lian　Antarctic　Station　llComandante　Ferraz1・．
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NAME：　1・uccHIARI，　P・H・；　FEoFILoFF，　E．F．　＆BAclLA，　H．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　ブ　　　ウADDRESS：Departa皿ento　de　BIoflsエca－　1BBMA－　uNESP　－　BoTuCATu．　sP　－　BRAsIL
TITLE：　oXYGEN　LEvELS　IN　ANTARCTIC　．FISHES　MuSCLE　WITH　INCREASING　TEMPERATuRE．
　　　　　　　　　Aiming　to　evaluate　the　efficacy　of　the　cardio－respiratory　adj　ustmenヒs
induced　by　thermal　variation　in　antarctic　fishes，　the　o】ワgen　tension　was　measu
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－
red　by　the　method　des　cribed　by　LUCCHIAR工，　et　a1．　（Colnp．　Biochem．　Phy5io1．　78A：
675－679「，1984）．Th・㎡cr・elect・・d・…ed　th・p・1ar。graphi・・取9・n　mぽurem・nt
were　coated　with　Epoxi－Patch　resin　and　illlplanted　in　the　latero－dorsal　muscles
of　the　fishes．　The　microelectrodes　were　previously　calibrated　in　wa仁er　satur旦
t・dwith・i・（PO2＝160㎜沮9）・nd　i…di・m・ulphit…1・ti・・（PO2＝0迦沮9）・
In　two　randomly　choosed　microelectrodes　the　polarographic　current　shoved　　　li
・・ar　c・rre1・ti・n　with　t・mperature　i・the　rang・f・・m　O　t・10°C，　with・ne　av・
・・g・・1・p・di／dt・0，0098μA／°C．　U・ing・u・血・。・ffi・i・n仁th・・勾9・n　1・v・1・in
・h・musc・・・…；・・1・輌・d　by・h・f・・・・・・…quat・一・P・・：・。；m6i・・98・・
　　　　　　　　　　　　　　　　1　　1s　the　polarographic　current160　　 　　 　　 　　 　　 　　　 　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　saturated　 　vhere evaluatedmmHg， 1n water
　　　　　　　　　　　　　　　　　O
・i・h・・ra・・°C　and　i。，t　t・e　curren・mea・・red…h・m・sc・e　a…mpera・ure
t．　The　oxygen　levels　determined　in　nine　animals　studied　（five　Noヒothenia　ne一
鯉，・n・旦・r・・si　marm・rat・，・ne旦・一，・n・Trem・t・m・・b・m・・hii
and　one　Trelaヒomus　hans　oni）　at　O－10C　os　ci　llated　from　8，6　to　26，4　mmHg．　　　　The
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ・・、…ues　in　ea・h・・i…rem・i・・d・・P・・xi・・…y・・n・tan・皿・i・8・…°C・芭
vealing　that　at　this　tempe士ature　range　the　adjusting　medlanisms　are　　effective
to　provide　normal　o町gen　supply　to　the　tissues．
　　　　　　　　　Supported　by　CIRM－PROANTAR－　Proj　ect　9536．
　　　　　　　　　Brazilian　Antarctic　Station　‘1Comandan仁e　Ferraz11．
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NAME： G．W．　HOSIEand　M．　STOLP
ADDRESS：Antarctic　Division，　Channel　Highway，　Kingston　7050，
Australia．
TlTLE： Krill　population　structure　and　zooplankton　community
structure　in　the　western　Prydz　Bay　region，　October　1985．
ABSTRACT：
During　the　third　Antarctic　Division　BIOMASS　Experiment（ADBEX　lll）Cruise
（September　to　December　1985）to　the　western　Prydz　Bay　region，
Antarctica，　a　net　sampling　programme　was　carried　out　using　RMT　1＋8　and
ORI－2000　nets，　in　the　pack－ice　zone　when　the　sea－ice　was　near　to　its
maximum　northern　extent．　From　these　samples　the　abundance　of
euphausiids　and　other　zooplankton　were　investigated．　The　zooplankton
community　structure　and　species　assemblages　were　analysed　in　relation　to
the　oceanographic　data　obtained　by　CTD．　ln　addition　a　dMng　programme
was　carried　out　to　observe　and　collectεuρわausja　suρθめa　from　under　the
pack－ice．
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THE　INFLUENCE　OF　PHYSICAL　OCEANOGRAPHIC　PROCESSES　　ON
THE　ICE　EDGE　PHYTOPL∩NKTON　BLOOPI　IN　THE　BERING　SE∩　IN
SPRING　1987
　　　The　sea50nal　ad∨an⊂e　and　retrea七　〇f　sea　ice　in　the
Berinq　　Sea　　extends　o∨er　more　than　1000　　km　　of　　the
⊂ontinental　5helf・　Thi5　ice　play5　a　major　　role　　in
shaping　　the　bioloqical　regimes，　and　　influen⊂es　　all
trophic　　le＞els　from　primary　producerら　to　larqe　　apex
⊂onsumers　　su⊂h　　as　whales　and　walruses．　　　In　　spring
198フ　we　made　an　o⊂eanographic　cruise　on　board　the　R／V
AIpha　　Helix　七〇　the　Bering　Sea　marginal　i⊂e　zone，　　at
the　　beginning　of　ice　melt．　　The　1－esultant　　data　　set
in⊂1uded　CTD，　nutrient　and　plant　piqment　　information
frorw　5　　se⊂tions　　through　the　　NIZ．　　∩11　0f　　these
se⊂tions　　show　strong　fron七al　stru⊂ture　and　　＞ertica1
5tratifi⊂ation　　created　　by　the　　meltinq　　ice．　　　This
early　　and　　rapid　　⊂reation　　of　　∨erti⊂al　　stability
t1－iggers　a　dramatic　bloom　with　∨ery　high　　⊂hlorophy11
旦　　and　　a　rapid　depletion　of　nitrate　in　　セhe　15urfa｛：e
mixed　　　layer．　　　じ↓e　　qenerated　　a　　time　　　series　　　by
reo⊂⊂upyinq　the　same　セranse⊂t　se∨eral　times　durinq　　a
two－week　　period．　　　The　data　show　　major　　differen⊂es
from　　day　七〇　day，　and　in　particular　⊂1early　show　　the
effe⊂t∈s　of　wind　α1ixinq　and　upwellinq　in　　intensifying
and　extending　the　spring　bloom・
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M．　Stolp，　S．　Nicol　and　G．　Nash
Antarc七ic　Division，　Channel　Hiqhway，　1くinqston
Tasmania　7050，　AUSTRALIA
Title3　Comparison　of　feeding　Parts　of　－and
　　　　　The　mouthparts　of里旦丘〔≦≡一旦were　examined
using七he　scanninq　electron　microscope　and　their　morpholoqy　was
compared　to　tha七〇f　the　mouthparts　of里旦p≧≡L　l旦旦⊇．　The　aim
of　this　s七udy　was　to　investiga七e　the　differences　in　morpholoqy
which　may　reflect　their　differinq　trophic　roles．
一12一
13
NAME：　ranta，E●　，　Lucchiari，P・H・，　Cavalcanti，　H・J．　＆　Bacila，　岡．
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TITLE：　　　EFFECT　OF　E「噂VIRON岡ENTAL　I凹PACT　〔〕N　THE　BEHAVIOR　OF　50HE
　　　　　　　　AOITARCTI［　「15H
The　behavi・r　of　six　species・f七he　N。t・七henidae（PiscesJele・s七ei），
collec七ed　wi七h　nets　and　traps　from　40　m　depth　at　七he　Admiralty　Bay
　（King　Geoエge　I．sland，　50uth　shetland5）　during　the　summers　1984，　19B5
and　1986，　was　studied．　　In　the　Brazilian　Antarctic　Station　”［omandar1七e
Ferエaz”individuals・f七he　species幽工旦呈呈］幽・E・一，
旦．二主里皇工巴⊇旦，工三旦里旦主巳巴旦旦∪三三巳豆££L主三，1・h旦旦旦2旦三and工・包ユ王三互一
旦三三里主旦£とL主　were　main七ained　in　circular　tanks　with　continuous　water
　flow　∂t　lgC，　and　also　irl　individual　experimental　charnbexs．　　The　wa七eエ
　quali七y　－　oxygen，　salini七y，　pH　and　temperature　－　was　con七inuously
　controlled．　　The　エespita七〇ry　f忠equency，　the　oxygen　con5uπ）P七ion，　the
・・1・ti・・Ship．　b・t・ee・i・di・idu・1・，　the　swimi・g・・d七h・…七i・g，　th・
　ag9エe5siveness，．the　color　changes　and　the　feeding　weエe　described　and
　measuτed．　　In　certain　cases　a　6ircadian　rhythm　waS　observed．　　　The
　impac七　〇f　environmental　changes　causes　a　ceエtain　sequεlnce　of　symp七〇π｝s
・h・t・・e．diFf・・ent…ear・rpecies・’Th・d・七…ina七i・n・f・th・i・i七i・1
七im・s　and　m・・ifes七i・g　ti・es　f・r　eaCh・・vi・Pment・1　rac七…　as　pq・・ibl・・
1七seロms七hat　during　the　summe丈these　specエes舶y　coexist　because。f
　their　different　peakslof　activity　and　feed工ng・　　But　even　occurring
　in　the　same　region　durirlg　some　time・　they・’．are　differen七1y　adapted
七。changes’in　the　envir・nment，　s・me　being　typically　Antaエctic・
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　　　　　　　　　　　　　　The，Tenth　Symposium　on　Polar　Biology
－ Results　of　BIOMASS－related　research　and　terrestrial　research－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Programme
　　　　　　　　Tuesday，24　November・－Thursday，26　November，1987
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　at
　　　　　　　　　　　　　　　Nat’°lal　lnstitute°f　P°la「Resea「ch
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Host　Institution）
Registration
Opening　Address：
　　　　　　工幽曽　2旦Novembe7㍉　1987
　　　Auditorium　（6th　Floor）　　　　（9：00　－　12：00）
Tざtsuro　Matsuda　（Director　of　Natl　Inst．　Polar　Res．）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（9：50　－　10：00）
　　　　　　　　　　．＿＿＿A．Terrestrlal　and　Fres㎞ater　Biolqgy．．＿．．＿
1．Algae　ar崎Paleoeco1吋y　　　　　　　　　　　（10二〇〇－11：30）
　　　　　Chafn■anc　Zennosuke　Iwatsukf　（Fac．　Sc董．　Hirosh†田頃　Oniv．）
　　1．　Floristic　study　of　algae　of　inland　waters　near　Syowa　Station，
　　　　　Antarctica．　　II．　Lake　O－1ke，　West　Ongl　Is1．
　　　　　　　　Akinobu　Oguni　（Kobe　Tokiwa　Co11．）
　　　　　　　　　Eiji　Takahashi　（Fac．　Sci．，　Kobe　Univ．）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10：00　－　10：15）
　　2・　Ecological　Significance　of　Structure　of　Cynobacterial　Mat　in
　　　　　Antarctica．
　　　　　　　　　Akira　Shimizu　（Fac．　Sci．，　Nara　Womens　Univ・）
　　　　　　　　　Kenji　Kimura　（Tokyo　Suldo　Kiko　Co．　Ltd．）
　　　　　　　　　Shuji　Otani　（Natl　Ins㌔一Polar　Res・）
　　　　　　　　　Hiroshi　Kanda　（Natl　InsL　　Polar　Res・）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10：15－10：30）
　　3．Al　lelopathic　effects　of　antarctic　mosses　and　l　ichens　on．the　growth
　　　　　of　algae．
　　　　　　　　　Masaru　Akiyama　（Fac．　Educ．，　Shimane　Univ．）
　　　　　　　　　Hiroshi　Kanda　（Natl　Inst．　Polar　Res．）
　　　　　　　　　Shuji　Otani　（Natl　Insも　　Polar　Res・）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10：30　－　10：45）
　　4．　Vertical　distribution　of　organic　constituents　in　Lake　Fryxell　of　the
　　　　　Dry　Valleys，　Antarctica．
　　　　　　　　　Genki　I．　↑4atsumoto　（Univ．　of　Tokyo）
　　　　　　　　　Kunihiko　Watanuki　（Univ．　of　Tokyo）
　　　　　　　　　Tetsuya　Torii　（Chiba　Inst．　Techno1．）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10；45　－　11：00）
　　5・　Comparative　studies　on　petrified　plants　between　Antarctica　and
　　　　　Patagonia．
　　　　　　　　　Makoto　Nishida　（Fac．　Sci・・　Chiba　Un†v・）
　　　　　　　　　Harufumi　Nishida　（International　Budo　Univ．）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（11：00　－　11：15）
　　　　　Discussion　－一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（11：15　－　11：30）
II．　Hlcrobiology　and　L董C㎞S
　　　　　Chai㎜02　Hasan」Ak†ya■a　（Fac．　Educ．・Shil鵬ane　Unlv．）
（11：30－14：10）
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6．　Microbiological　Investigatlon　of　the　Human　Pollution
　　　in　Antarctica．
　　　　　　　Akihiro　Matsumae（Kitasat。　Inst．）
　　　　　　　Sayoko　Toyoda　（Kitasato　Inst．）
at　Syowa　St tion
（11：30　－　11：45）
7．　Microbial　activity　in　soils　from　Antaγ℃tfca　（Casey
　　　Coast）．
　　　　　　　M．　B81ter　（Inst．　Polar　Ecology，　Univ．　Kle1）
Discussion
Station・　Budd
（11：45　－　12：00）
（12：00　－　12：10）
一一一 Lunch　Time（12：10－13：10）一一一
8．　Recent　studies　on　the　endolithic　microorganisms
　　　　　　　E．　1．　Friedmann　（Florida　State　Univ．）
9．　On　distributional　trends　of　lichens　in　ice－free
　　　and　Prince　Olav　Coast．
　　　　　　　Masakane　Inoue　（Fac．　Educ．，　Akita　Univ・）
of　the Ross　Desert．
　　　　　（13：10－
areas　of　Soya
1’3：25）
Coast
（13：25　－　13：40）
1°・D’st｛；1：t濃晶：P鶴蕊。le；：ll。『
Discussfon
and　Anzia．
（13：40－
（13：55一
13：55）
14：10）
III・　Hicrofauna （14310－　15：25）
　　　　Chaf7碗n；　Hiro■i　Fukuda　（1…nvir・　Sc1．．　Hokkaido　Univ．）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じぢ11．　Some　soil　nematodes　from　Anvers　Islands，　Antarctica．
　　　　　　　　Yukio　Shishida（Gunma　Agr・　Res．　Center），
　　　　　　　　Yoshikuni　Ohyama　（Natl　Inst．　Polar　Res．）
（14：10　－　14：25）
12・　Ecological　distribution　of　terrestrial　tardigrades　of　forest　upPer
　　　　limits　on　Mt．　Fuji．
　　　　　　　　Hasamichi　Ito（Fac．　Agr・，　Tokyo　Univ．　Agr．＆Tech．）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（14：25－14：40）
13・　On　Antarctic　Tardfgrades・
　　　　　　　　Kazuo　Utsuki　（Dep1L　Bio1．，　Tokyo　Womenls　Medical　College）
　　　　　　　　Yoshikuni　Ohyama　（Natl　Inst．　Polar　Res．）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（14：40　－　14：55）
14．　Microfauna　of　freshwater　habitat　in　Schirmacher　Oasis．
　　　　　　　　B・　S・　Ingole　（Natl　Inst．　Oceanogr．，　India）
　　　　　　　　A．　H．　Parulekar（Natl　Inst．　Oceanogr■，　India）
Antarctica．
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Discussion　　－　一
（14：55　－　15：10）
（15：10　－15：25）
一一一一一 Tea　Time　（15：25　－　15：30）
．．・．．…　　．．　B．　Har董ne　Biology
●　　■　　●　　●　　●　　●　　●　　●　　■　　●
1．　Hari　ne　Envtron田ents　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（15；30－17：00）
　　　　Chaiman：Takashlge　Sugf肺to（ORI．　Tokyo　U市v．）
　15．　Characteristics　of　oceanic　structures　along　370E　in　the　Southern
　　　　Ocean．
　　　　　　　　Mikio　Naganobu　（Tokyo　Univ．　Fish．）
　　　　　　　　Shouhei　Satake　（Tokyo　Univ．　Fish．）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（15：30　－　15：45）
　16．　On　the　characteristics　of　distribution　of　krill　and　its　marine
　　　　envfronment　mean　the　Antarctic　Divergence．
　　　　　　　　Noboru　Matsuura　（Fac．　Fish．，　Hokkaido　Univ．）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（15：45　－　16：00）
　17．A　preliminary　analysis　on　physical　and　Chemical　feature　of　the
　　　　S◎u七hern　Ocean　in　1986－1987　（JARE　28）．
　　　　　　　　Yutaka　Michida　（Hydrographic　Dept，　MSA）
　　　　　　　　Shinobu　Inazumi　（Hydrographic　Dept，　HSA）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（16：00　－　16：15）
　18・　Nutrients　distribut甫ons　in　the　Eastern　Drake　Passage．
　　　　　　　　Fukashi　Fukui　（Envir．　Divi．，　Shimizu　Clty）
　　　　　　　　Nobuyuki　Kadoya　（Fac．　Marine　Sci．　Tech．，　Tokai　Univ．）
　　　　　　　　Shiro　Okabe（Fac．　Marine　Sci．　Tech．，　Tokai　Univ・）
　　　　　　　　Yuzo　Komak1　（Far．　Seas　Fish．　Res．　Lab．）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（16：15　－16：30）
　19．　A　research　plan　of　physical　and　biological　oceanographic　studies　with
　　　　a　marine　tower　in　an　Okhotsk　sea　ice　zone．
　　　　　　　　柄asaaki　Aota　（Sea　Ice　res．　Lab．　Hokkaido　Univ・）
　　　　　　　　Kunio　Shirasawa　（Sea　Ice　Res．　Lab．　Hokkaido　Univ・）
　　　　　　　　↑4asao　Islhikawa　（Sea　Ice　Res．　Lab．　Hokkaido　Univ．）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（16：30　－　16：45）
　　　　Discussion　－一一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（16：45　－　17：00）
II．　P7》i■ary　Production　（1）
　　　　Chiamanc　Takashi　Hinoda（Fac．臼sh．．　Unlv．Hokkaldo）
（17；00－18cOO）
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20．　Continuous　measurement　of　chlorophy11　旦under　the　sea　ice　of　Lake
　　　　Saroma．　Hokkaido．
　　　　　　　Mitsuo　Fukuchi　（Natl　Inst．　Polar　Res・）
　　　　　　　Hiroshi　Sasaki　（Fac．　Agγ㌔，　Tohoku　Univ・）
　　　　　　　Kentaro　Watanabe　（Natl　Inst．　Polar　Res・）
　　　　　　　Atsushi　Tanimura　（Natl　Inst●　Polar　Res●）
　　　　　　　Hiroo　Satoh　（Tokyo　Univ．　Fish．）
　　　　　　　Yukuya　Yamaguchi　（College　of　Liberal　Arts，　Saitama　Univ．）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（17：00　－　17：15）
21．　Primary　productivity　under　sea　ice　in　Lake　Saroma，　in　March　1987．
　　　　　　　Hiroo　Satoh　（Tokyo　Univ．　Fish．）
　　　　　　　Yukuya　Yamaguchi　（College　of　Liberal　Arts，　Saitama　Univ．）
　　　　　　　Kentaro　Watanabe　（Natl　Inst．　Polar　Res・・）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（17：15　－　17：30）
22．　Ice　algae　and　phytoplankton　in　Lake　Saroma　（a　sea　lake　in　northern　part
　　　　of　Japan）　during　freezing　Period　in　1986／87．
　　　　　　　Kentaro　Natanabe　（Natl　Inst．　Polar　Res・）
　　　　　　　Hiroo　Satoh　（Tokyo　Univ．　Fish．）
　　　　　　　Atsushi　Tanimura　（Natl　Inst．　Polar　Res・）
　　　　　　　Mitsuo　Fukuchi　（Natl　Insも　　Polar　Res．）
　　　　　　　Yukuya　Yamaguchi　（College　of　Liberal　Arts，　Saitama　Unlv．）
　　　　　　　Hiroshi　Sasaki　（Fac．　Agr．，　Tohoku　Univ．）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（17：30　－　17：45）
　　　　Discussion　　－一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（17：45　－　18：00）
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⊂，　旦November．　1987
II．　Prri■脳alpy　P1声oduction　（II） （10：00　－　11；30）
Cha†7「■an2　Yukuya　Yaロ旧guch1　（Col　l　ege　of　Liberal　A7ts．　Saita■a　Onfv．）
23．　Continuous　measurement　of　chlorophy11　旦on　board　SHIRASE　in　summer　of
　　　　1986／87．
　　　　　　　　Hitsuo　Fukuchi　（Natl　Inst．　Polar　Res・）
　　　　　　　　Tsunemう　Kubodera　（Nat1．　Sci．　Museum）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10：00　－　10：15）
24．Vertical　Flax　and　chemical　composition
coastal　water　of　the　Antarctica．
　　　　Nobuhiko　Handa　（Water　Res．　Inst．，　Nagoya
　　　　Mitsuo　Fukuchi　（Natl　Inst．　Polar　Res．）
　　　　Takao　Hoshia1　（Natl　Ins1』　　Polar　Res・）
　　　　Hiroshi　Hattori　（Fac．　Agr．　Tohoku　Univ．）
of　organic　materials　in　the
Univ．）
（10：15－10：30）
25．　Temporal　changes　of　sinkfng　matter　during　Phytoplankton　bloom　in　Breid
　　　　Bay，　Antarctica．
　　　　　　　　Hiroshi　Hattori　（Fa（㌔　　Agr・，　Tohoku　Univ・）
　　　　　　　　Mftsuo　Fukuchi　（Natl　Inst■　Polar　Res・）
　　　　　　　　Hiroshi　Sasakf　（Fac．　Agr・，　Tohoku　Univ・）
　　　　　　　　Takao　Hoshiai　（Natl　Inst．　Polar　Res．）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10：30－　10：45）
26．　Biological　productivity　in　the　marginal　fce　zone　and　the　oceanic
　　　　region　in　Antarctica，　1983－1987．
　　　　　　　　X．　N．　Verlencar　（Natl　Inst．　Oceanogr．，　India）
　　　　　　　　」．　1．　Goes　（Natl　Inst．　Oceanogr・，　India）
　　　　　　　　A　　H■　Parulekar　（Natl　Inst．　Oceanogr・，　India）
（10：45　－　11tOO）
27．　Ecological　studies　on　marlne　algal　flora　of　Ellis　fjord，　Vestfold
Hills．　Antarctica．
　　　　V．　K．　Dhargalkar　（Nat1Inst．Ocearlogr．，　Irldia）
（11：00　－　11：15）
Discussion一一一 （11：15－11330）
111．　Zooplaokton （11：30－12：30）
Chai71■ぼn3　S酬」hei　NIshida　（ORI．　Unfv．　Tokyo）
28．　PIanktonic　copepods　from　Patagonian　fjord　waters．　southern　Chfle・　wfth
　　　　special　reference　to　discoveries　of　the　North　Pacific　species・
　　　　　　　　Kazumasa　Hirakawa　（Har．　Bio1．　Res．　Inst．　Japan，　Co．，　Ltd．）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（11：30－　11：45）
29．　Distribution
　　　　Ocean．
of　chaetognaths　fn　the　Paclfic　sector　of　the　Southern
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Makoto　Terazaki　（ORI，　Univ．　Tokyo）
（11：45　－　12：00）
30．　Summer　distribution　of　the　four　copepods　in　the　water　off　LUtzow－Holm　Bay，
　　　Antarctica．
　　　　　　　Satoshi　Yamada　（Fac．　Fish．　Hokkaido　Univ．）
　　　　　　　Takashi　Minoda　（Fac．　Fish．　Hokkaido　Univ．）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（12：00　－　12：15）
31．　Ice－assosiated　food　chain　in　Antarctてc　coastal　water
　　　　copepod，　Paralabidocera　antarctica．
　　　　　　　Atsushf　Tanimura（Nat11nst．　Polar　Res．）
　　　　　　　Takao　Hoshiai　（Natl　Inst．　Polar　Res．）
　　　　　　　Kentaro　Watanabe　（Natl　Inst．　Polar　Res．）
　　　　　　　Mitsuo　Fukuchi　（Natl　Inst．　Polar　Res．）
Tn　relati n　 o　a
（12：15　－　12：30）
Discussion （12：30　－　12：40）
一一一一一一一一一一 　Lunch　丁ime　（12；40　－　14：00）
Specfa1　Recture （14：00－14：50）
Review　of　Japanese　BIOMASS　programme，　1977－1986
　　　Takahisa　Nemoto　（ORI，　Tokyo　Univ．）
　　　Takao　H。shfai（Nat11nst．　Polar　Res．）
一一　一～一一一一　Tea　Time　（14：50　－　15：10）　一
IV・　Hic西⊃nekton （15：10－16：10）
Chai7roan；　Kofchi　Kawaguchi　（ORI．　Unfv．　Tokyo）
32・　RNA　content　in　the　Antarctic　Krf11　（互⊂」旦鍵、）．
　　　　　　　Tsutom　Ikeda　（Japan　Sea　Regional　Fish．　Res・　Lab．）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（15：10　－　15：25）
33．　Pelagic　young　squids　collected　by　10－foot
　　　　　　　Tsunemi　Kubodera　（Nat1．　Sci．　Museum）
IKPT　fn　the　JARE－28　cru†se．
（15：25　－　15：40）
34．　Vertical　distribution　and　die七　〇f　Stenobrachius　nannochir
（MYCTOPHIDAE）　in　the　southern　Bering　Sea．
　　　　Masahiro　Furt」hashi　（Fac．　Fish．　Hokkaido　Univ．）
　　　Kenji　Shimazaki　（Fac．　Fish．　Hokkaido　Univ・）
（15：40　－　15：55）
Discussion　－　一 （15：55　－　16：10）
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V．臼sh（1） （16二10－16：50）
Chairman；　Chihiro　Katagiri　（Inst．　1＿o冨Te頂P．　Sci．●　Hokkaido　Univ．）
35．　Comparative　studies　on　the　kindneys　and　urinary　bladders　of　Antarctic
teleosts　and　their　adaptation　for　the　frozen　sea・
　　　　Mrzuho　Ogawa　（Policy　Science，　Saitama　Univ．）
　　　Mitsuo　Fukuchi　（Natl　Inst．　Polar　Res．）
（16：10－　16：25）
36．　Characterization　of　GIycoprotein　in　the　Skin
　　　　Fish，　Trematomus　bernacchii．
Mucus　of　the　An七arctic
Makio　Asakawa　（Fac．　Educ．，　Kumamoto　Univ．）
Yasushi　Fukuda　（Fac．　Educ．，　Kumamoto　Univ．）
Mitsuo　Fukuchi　（Natl　Inst．　Polar　Res．）
Discussion　　－一 （16：40　－　16：50）
V．　Ffsh　（II） （16：50－17：30）
Chairman：　Tetsuo　Iwa耐i　（Tokyo　Kasei　Gakufn　Oniv．）
37・　↑agging　experiment　of　Nototheniid　fish，
　　　　under　the　coastal　fast　ice　tn
　　　　　　　Kouichi　Kawaguchi　（ORI，　Univ．　Tokyo）
　　　　　　　Osamu　Matsuda　（Fac．　Applied　Bio1．
　　　　　　　Shingo　Ishikawa　（Fac．　Sci．，　Kochi
Trematomus bernacchii　旦Ω旦1⊆幽，
LUtzow－Holm　Bay，　Antarctica．
Sci．．　Hiroshima　Univ．）
Un v．）
　　　　　　　　　　　　　（16：50－　17：05）
38．　The　Growth　of　Antarc七ic　Fishes　in　Japan．
　　　　　　　Shigeru　Sakakibara　（Kamogawa　Sea　World）
　　　　　　　Yoshitaka　Kondo　（Kamogawa　Sea　World）
　　　　　　　Teruo　Tobayama　（Kamogawa　Sea　World）
　　　　　　　Takao　Hoshiai　（Natl　Inst．　Polar　Res．）
（17：05　“－　17：20）
Discussion　一 （17：20　－　17：30）
Reception（Lecture　R㎜．2nd　Floor　in　Research　Building）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（18二〇〇一 20：00）
一7一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　工h『，　2旦November，　1987
V．　Fish　（III）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10：00－11315）
　　　　C品man3　Takashf　Okutaoiσokyo　U前v．臼sh．）
　39．　The　Food　of　the　Antarctic　fish　in　the　waters　around　the　South　Shetland
　　　　　Islands　in　summer．
　　　　　　　　Masanori　Takahashi　（Japan　Mar．　Fish．　Resource　Res．　Center）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10：00　－　10：15）
40．　Notes　on　fi　shes　from　the　stomach　of　whales　taken　in　the　Antarctic．　II．
　　　　　　　　Tokiharu　Abe　（Museum，　Univ．　Tokyo）
　　　　　　　　Tetsuo　Iwami　（Tokyo　Kasei　Gakuin　Univ．）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10：15－10：30）
　41・　Relationships　between　stom『ch　contents　and　jaw　structures　in　notothenioid
　　　　fishes．
　　　　　　　　Tetsuo　Iwami　（Tokyo　Kasei　Gakuin　Univ．）
　　　　　　　　Masanori　Takahashi　（Japan　Mar・　Fish．　Resource　Res．　Center）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10：30　－　10：45）
　42．　Summer　distribution　of　some　pelaglc　fish　in　the　northerr）Bering　Sea．
　　　　　　　　Tsuneo　Nishiyama　（IMS，　Univ．　Alaska；　Tokai　Univ．）
　　　　　　　　Mark　Willette　（IMS，　Univ．　Alasuka）
　　　　　　　　Kiyoshi　Masuda　（Fac．　Fish．，　Hokkaido　Univ．）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（「10ζ45　－　11：00）
　　　　　Discussion　－一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（11：00　－　11：15）
VI■　Benthos　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（11：15　－12：10）
　　　　Chalmn：　Hasanor毛　Takeda　（Natl　Sc1．　事㎞seum）
　43・　Isopod　crustaceans　obtained　by　the　26th　Japanese　Antarct†c　Research
　　　　　Expedition．
　　　　　　　　Shigeo　Gamo　（Fac．　Educ・，　Yokohama　Nat1．　Univ・）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（11：15－11：30）
　44．　Benthic　gastropods　col　lected　with　a　beam－trawl　by　JARE－26　（1984－85）．
　　　　　　　　Hideki　Numanami　（Tokyo　Univ．　Fish．）
　　　　　　　　Takashi　Okutani　（Tokyo　Univ．　Fish．）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（11：30　－　11：45）
　45．　Distrfbution　of　circumpolar　palinurid　Jasus　and　complete　latval
　　　　　development．
　　　　　　　　Jiro　Kうttaka　（School　Fish．　sci．，　Kitasato　Univ．）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（11：45　－　12：00）
　　　　　Discussion　－一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（12：00　－　12：10）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　Lunchf　Time　（12：10　－　13：00）　一　一
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VII．
46．
47．
48．
Sea　Bfrd　and　Harfoe㎞1　（1）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（13：00　－　14200）
Chai㎜n：　Toshio　Kasuya　（Far　Seas　Fish．　Res●　Lab．）
The　segregation　of　the　Southern　minhe　whale．
　　　　Hidehiro　Kato　（Whales　Res．　Inst．）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（13：00　－　13：15）
The　occurrence　of　ribbon　seal　pups　in　Large　numbers　along　the
northeastern　coast　of　Japan　during　the　spring　of　1984．
　　　　Yasunori　Sakurai　（Fac．　Fish．，　Hokkaido　Univ・）
　　　　Keiic．hi　Abe（Aomori　prefectural　Asamushi　Aquarium）
　　　　Yasuhiko　Naito　（Natl　Inst．　Polar　Res．）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（13：15－13：30）
Distributfon　of　steller　sea　lion　and　other　pinnipeds　along　the　coast
of　Shiretoko　Peninsula，　Hokkaido．
　　　　Masami　Yamanaka　（Envi．　Sec・，　Shari　Town　Office）
　　　　Hiroyuki　Uno（Bihoro陶seum）
　　　　Yutaka　Watanabe　（Abashiri　City　Museum）
　　　　Kenji　Shlmazaki　（Res．　Inst．　North　Pacific　Fish．，　Fac．　Fish．　Hokkaido
　　　　Univ．）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（13：30　－　13：45）
Discussion　－一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（13：45　－　14：00）
VII・　Sea　Bird　and　Har†ne　H…1　（II）　　　　　　　　　　　　　　　　　（14：00－14：40）
　　　　Chai㎜n：　Yoshlyuk董　H鋼da　（Tokyo　Unlv．　FIsh．）
　49・　Long　Term　continuous　deep　divfng　of　northern　elephant　sea1．
　　　　　　　　Yasuhiko　Naito　（Natl　InsL　　Polar　Res・）
　　　　　　　　Burny　LeB。euf（Univ．　California）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（14：00－　14：15）
　50・　Diving　behaviour　of　Adelie　penguins　observed　by　the　time　depth
　　　　　recorder　during　their　nesting　season．
　　　　　　　　Yasuhiko　Naito　（Natl　Ins㌔　　Polar　Res民）
　　　　　　　　Tomohiro　Asaga（Tokyo　Unfv．　F†sh．）
　　　　　　　　Masaaki　Murano　（Tokyo　Univ．　Fish．）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（14：15　－14：30）
　　　　　Discussion－一　　　　　　　　　　　　　　（14：30一撫40）
一一一一　　Tea　Time　（14：40　－　15：00）　一一一　一
VIII．810accomulation　of　Heavy　Hetals（1）
　　　　　Chai7「圃an：　Nobuyuki　Hiyazakf　（Nat1．　Sci．　怜」seum）
　51．　Marcury　contents　copepods　（Crustacea）　collected　in
　　　　　reglon・
（15：00－15340）
the　Antarctfc　Sea
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Reiichiro　Hirota　（FaG　　of　Sci．，　Kumamoto　Univ．）
Yasushi　Fukuda　（Fac．　Educ・，　Kumamoto　Univ・）
Junko　Chiba　（lnst■　of　Community　Hedicine，　Univ．　Tsukuba）
Shizuko　Tajima　（InsiL　of　Community　Medicine，　Univ．　Tsukuba）
Motoji　Fujiki（Inst．　of　Co㎜unity　Medicine，　Univ．　Tsukuba）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（15：00　－　15：15）
52．　Heavy　Metal　Accumulations　in　Pelagic　Seabirds，　and　Their　Variations
　　　with　the　Species　and　Habitats．
　　　　　　　Katsuhfsa　Honda　（Dept．　Env†．　Concerv・，　Ehfme　Univ・）
　　　　　　　Shinya　Kan　（Dep㌔　Envi．　Concerv．，　Ehime　Univ．）
　　　　　　　Ryo　tatsukawa　（Dep七　　Envi．　Conceγ・v．，　Ehime　Unlv，）
　　　　　　　Haruo　Ogi　（Res．　Ins七　　North　Pacific　Fish，　Hokkaido　Univ・）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（15：15　－　15；30）
Discussion （15：30　－　15：40）
VIII．8foacc順11atfon　of　Heavy　Hetals《II）（15340－　16ξ40）
Cha1㎜n：Hidehiro　Kato（”hales　Res．　lnst．）
53・　Tissue　Distribution　of　Cadmium，　and　their　Variations　with　Age　and　Sex
　　　in　the　Southern　Minke　Uha「le，　B．　acutorostrata．
　　　　　　　Yoshiji　Yamamoto　（DepL　Envi．　Conserv．，　Ehime　Univ．）
Katsuhisa　Honda　（Dept．　Envi．　Conserv．，　Ehime　Univ．）
Isao　Matsumoto　（DepiL　Envi．　Coserv．，　Ehime　Univ・）
Yuka　岡atsumoto　（Dept．　Envi．　Conserv．，　Ehime　Un†v．）
Ryo　Tatsukawa　（Dep｛」　　Envi．　Conserv，　Ehime　Unfv．），
Noriaki　Hamada　（Depも　Agricultural　Chemistry，　The　Univ．　Tokyo）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（15：40　－　15：55）
54．　Chemical　forms　of　Renal　Cadmium　in　Southern　Minke　Whale・　B．
acutorostrata．
　　　Noriaki　Hamada　（Depi」　Agri．　Chem．，　Univ．　Tokyo）
　　　Sunao　Yamazaki　（DepもAgri．　Chem”　Univ．　Tokyo）
　　　Syozo　丁oda　（Dept．　Agri．　Chem菖．　Univゴ　Tokyo）
　　　Yoshiji　Yamamoto　（Fac．　Agri．，　Ehime　Ur†『v．）
　　　Katsuhisa　Honda　（Fac・　Agrf・，　Ehime　Univ・）
　　　Ryo　Tatsukawa　（Fac．　Agri．，　Ehlme　Univ．）
（15：55－　16：10）
55口　Variations　ln　concentration　of　persistent　organochlorines　with
　　　reproductive　processes　in　minke　whale　from　Antarctic　Ocean．
　　　　　　　An・　Subramanian　（Dept．　Fac．　Agri・，　Ehime　Univ・）
　　　　　　　Shinsuke　Tanabe　（Dept・　Fac．　Agri・，　Ehime　Univ．）
　　　　　　　Ryo　Tatsukawa　（Dep㌔　Fac．　Agr1．ワ　Ehime　Univ．）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（16：10　－　16：25）
DiSCussion　　－一 （16：25　－　16：40）
Closing　Address：　Takao　Hoshiai　（Natl　Inst．　Polar　Res．）
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Poster　Sessioo
A．　Terrestrfal　Bfology
1．　Growth
　　　　　　R．
　　　　　　R．
respons6s　of　Ceratodon　－　in　culture．
」．　Hancock　（Antarct．　div・Australia）
D．　Seppelt　（Antarct．　Div．，　Australia）
2・　Soils　and　vegetation　in　deserted　penguin　rookeries　（King　George
Island，　West　Antarctica）．
　　　A．　Tatur　（Inst．　Ecology，
　　　A．　Myrch　（Inst．　Ecology，
P and）
P。1and）
3・　On　the　polyploidy　of　Antarctic　moss　旦型』旦．
Hiroshi
Hiroshi
Okada　（Osaka　Univ・）
Kanda　（Natl　Inst●　Polar　Res．）
4．　Coexistence　between　mosses　and　algae　in　the　sub－antarctic　regions．
　　　　　　Tarow　Seki　（Fac．　Sci．，　Hiroshima　univ．）
　　　　　　Taketo　Nakano　（Fac．　Sci．，　Hiroshima　Univ．）
　　　　　　Shuji　Otani　（Natl　Inst．　Polar　Res．）
　　　　　　Hiroshi　Kanda　（Natl　Inst．　Polar　Res．）
B・　Harine　Biology
5．SwimangleYoshinariof旦〔旦〔Endo　（Far　Seas　Fisheries　Res．　Lab．）
6・　Thymic　development　in　an　Antarctic　（旦1皇幽匝旦旦antarcticum
　　　Boulenger　1902）　and　a　warmer　water　（Dicentrarchus　labrax　L）
　　　marine　teleost．
　　　　　　」．　G．　OlNei11　（Leicester　Polytechnic）
7．　The　inflammatory　response　of　the　Antarctic　silverfish，
　　旦1－！！！旦antarctlcum　Boulenger　1902（Teleostei：
　　　Nototheniiformes）　to　an　infestation　by　the　plerocercoid　of　a
　　　pseudophyl　l　idean　cestode　（旦1Ph曲皿　sp．）．
　　　　　　」．　G．　OINei11　（Leicester　Polytechnlc）
　　　　　　M．　G．　White　（British　Antarctic　Survey）
　　　　　　T．　A　Sims　（Leicester　Royal　Infirmary）
　　　　　　D．　L．　Barber　（McMaster　Univ．）
8．　Reversible　cardiac　arrest　in　the　Antarctic　fish
　　　Notothenia　旦皇戯」．
　　　　　　K・　Hoshino　（Univ．　Paulista，　Brazi1）
　　　　　　P．　H．　Lucchiari　（Univ．　Paulista，　Brazi1）
　　　　　　岡．　Bacila　（Univ．　Paulista，　Brazi1）
9．Oxygen　levels　in　Antarctic　fishes　muscle　with　increasing
temperature・
●????
n?」H．　1＿ucchiari　（Univ．　Paulista，　Brazi1）
F．　Feofiloff　（Univ．　Paulista，　Brazi1）
Bacila　（Univ．　Paulista，　Brazi1）
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10．　Krill　populatlon　structure　and　zooplankton　community
　　　　the　western　Prydz　Bay　region，　October　1985．
　　　　　　　G．　W．　Hosie　（Antarct．　Div・・，　Australfa）
　　　　　　　M．　Stolp　（Antarct．　Div．，　Australia）
structure　in
11．　The　interaction　of　physical　oceanographic　processes　with　the　ice　edge
　　　phytoPIankton　bloom　in　七he　Bering　Sea　in　spring　1987．
　　　　　　　H．　」．　Niebauer　（lnst．　Mar．　Sci・，　Univ．　Alaska）
　　　　　　　V．　Alexander　（Inst二　凹ar．　Sci．，　Univ．　Alaska）
　　　　　　　S．Okkonen（lnst．　Mar．　Sci．．　Univ．　Alaska）
書2．　Comparison　of　feeding　Parts　of　lξ』」〔　and　〔
　　　　H．
　　　　S．
　　　　G．
Stolp　（Antarct．　D6v．ワ　Australia）
Nico1　（Antarct．　Div．，　Australia）
Nash　（Antaγ℃t．　Div．，　Australia）
13．　Effect　of　environmental　fmpact　on　the　behavior　of　some　Antarctic　fish．
　　　　　　　E．　Fanta　（Univ．　Paulista，　Brazi1）
　　　　　　　P．　H．　Lucchiari　（Univ．　Paulista，　Brazi1）
　　　　　　　M．　」・　Cavalcanti　and　M．　Bacila　（Univ．　Paullsta，　Brazi1）
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preSentatlonOralofAbstracts
1 ，、。：i。即鵠e．窒゜鵠。C8▲’iL語；、：漂瓢8詩…毛1。1？b㍊盟。a．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　工sland．　 　 　 　 工工． Lake O－ike， West　O gu1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－ike　in　West　Ongu1エsland．ぬte－We observed the freshwater algae　from　Lake　O
rials　used　for　the　present　study　were　water　samples　and　algal　mat　sample5
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　1983．　S　　echocystis．collec七ed on March 1， August 6　and　Oc七〇ber　31購i辮灘蕪難難ii蕪璽㌶籠：1欝
2 ：：誼8霊u鑑、㍑署言：’ミ。：認t、鷲．5；里瓢：㌣・S・・d・k・k・・…h…d…
　　Morphological　studies　on　cyanobacterial　Inats　developed　in　inlandwatersof　　　Antarctica．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぺ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひ蕪iii羅1；iiiii講i｝灘難；iき：i螺iii萎i：螺；総
i竃ii｝鑑竃ii：ii二三il；i竃li緊ii手磐；lii’i蓋§：i竃i蕊i：議lii麗
3 　　　　　　　　　　　M．AkiYama★r　H．Kanda★★　and　S．Ohtan工★★
（★Shi頭ane　UniversitY、　★★Nationa1　工nstitute　of　Polar　Research｝
Allelopathic　effects　of　antarctic　lichens　and　皿osses
　　　　　　　　　　　on　the　growth　of　algae．
The　crude　extracts　of　antarctユc　Ceratodon　一σ　Pottユa　he工巫i工7Grjm皿ja　ユaw工ana　and　Usnea　＿　showed　a　re皿arkable　inhibition　　ofalgal　growth，　besides　the　old　culture　filtrates　of　Ceratodon　＿also　obv工ousely　inhibited　the　growth　of　Chlorella，　Ko1戊eユ1a　and　Stich－
ococcus．　工n　connection　to　this　pheno皿enon，　a　close　relation　between
the　quality　and　quantユtative　features　of　ePiPhYt工c　aユ9al　comlnunitY　工n
sユtu　and　the　allelopathic　potential　of　respecti▽e　bryophytan　host　pla－
nts　was　recognユzed．
4 　　Ge，ki　l．　Matsum。t。　and　Kunihik。　Watanuki（Uni・．　T・kyo），　a・d　Tetsuya　T・rii（Chiba　lnst・Techn。1・）、
　　　　　Vertical　distributbn　of　organic　constituents　ln　Lake　Fryxell　of　the　Dry　Valleys，　Antarctica
Vertical　distributi。n。f・rganic　c・nstituents　was　studied　f・r　water　a・d　sediment　samples　f（。m　Lake
．organic　composition　between　the　water　column　and　sediments
quickly　degraded
must　be　very　different　from　that　in　the　sediments．
　　　　　　（77・35・S，163・15・E）．。f…th・m・Vi・t・・i・Land・・A・t・r・tica・The　high　t・t・1。「gan・c　ca「b°n
籠繊鷲顯輔i構轍騰議灘灘蕪灘i
　　　　　　　　　　　　　　in　the　lake　bottom．　Also　the　distribution　of　microorganisms　in　the　water　column
一1一
5 　　　　　　　M．　NlSHlDA　（Chiba　Univ．）　and　H．　NlSHlDA　（工nternational　Budo　Univ．）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　the　AntarcticaCompaエison of the petrified plant8 from　the　Cret－teごtiary　of
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1987．　　　 　　　 　　　Novembeτ，with those of　the Patagonia・
Generally　said　the　Te℃tiary　flora　of　the　Antarctica　would　resemble　that　of　the
：：漂孟a三、：nと：。：：三、：雲蒜：言1㌫ξ’蒜。｛：舗：謝ヲYe。：e㌫。：：c2…：：z緯。、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1and　2）．have　been　found　from　the　Patagonia　（Tables　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　 　　　　　　　　　　　rest　one，　CupressinO・・　 　　　　 　　The
認．2：謬ζ罐：：｛ζ：m，鵠：。Lε：：：。：：：器c：：u；。艦1ζa「蒜1：SC：瓢゜き膿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　in　having　abundant　wood　parenchyma．　We　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　sugge☆in gross morphology， especiallythe　petrified　woods　described　so　far　fro皿　the　Patagonia　would　be　expected　to　be
fρund　from　the　Antaエctica　（Table　3）．
6
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A・M蜘㎝・・賦dS・T。y。血（Th・Ki七・・a七。工戚i七此・＆Ki七a・・七。伽i。．）
　　　　　　　　　　　　　　Microbiologica1　工nve　s七iga七ion　of　Human　Pollu七ion　a七　Syowa　S七a七ion　in　An七arc七ica．
｝lic「°bエ。1。gi・al　i・w・七ig・七i。・。f　p。1ユ・・i。…u・ed　by　hu1・㎝・七Sy。・a・七。七i。。。ere　c。。d。。七。d　f。。。
lg77七。ユ9部・S。i・・戸・i…七・・鵬・。コ上・七・d　f・。・七h・・。垣七。・i㎎P。i晦。e七。p　by七h。、5th
Japane日e加七a壬c七i。　Re8e紅ch　Expedi七i。n．
E8㊤口岨・辿・a・・。t　d・七ec七・d　f・。・七h・・。i1・。f七h・d・・ig螂・d・。・a，b嘘もhe　c舗曲mumb，，
°fb・・t・泣・・a・七in。甲ycet・鋤d　f㎜gi・・搾d・七ec七・d．　Th・七。七・l　numb・r。f㎡・。。。昭㎝i、。，　viU』
・・e飢・・a輿釦・e七e・f。・㎡・・。bi。ユ。gi・・ユevalwti。n。f七he　envi・。・me・七．
エnad旺七i。n叩珂。沸。n鳳。1。1e㎜七㎝d。且9。七r。P垣c　ba・もeria．
7
M．　B61ter　（工nst．　Polar　Ecology，　Univ．　1くie1｝
凹icrobial　acti▼ity　in　soils　fro血　㎞tarctica　‘Casey　Station．　Budd　Coast）
See　Text
8
E．1・．　Friedmann　（Florida　State　Univ．）
Recent　8tudies　on　the　endolithic砿croorganis■s　of　the　Ro8s　Desert
See　Text
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9 　　　　　　　　　M．エNOUE（Akita　UniVersi七y，　Japan｝
On　disセribu七ional　trends　of　lichens　in　the　vicini七y
　　　　　　　　　of　Syowa　S七ation，　East　An七arctica
　　　During　the　JARE－27｛1986－1987）．，　the　survey　was　carried　out　in　七he　vicini七y　of
Syowa　Sta七ion　七〇　collec七　the　lichens　in　order　七〇　deterlnine　七he　nature　of　七he
lichen　flora．　The　localities　visi七ed　were　included　51，　and　covered　from　Cape
Hinode（6807‘S，　420401E》　to　Padda　island（69040．S，　38°20，E｝．　Areas　which　have　a
rich　lichen　flora　were　observed．　On　the　contrary・，　llvacan七゜I　areas　which　are　in
strikinq　contras七　七〇　formers　exis七．　　工七　is　5upposed　that　七he　formers　are
influenced　by　katabatic　wind，　whils七　lat七er5　by　cyclonic　wind．　　Ka七abatic　wind
may　provide　sufficienヒwater　for　lichens．
10　　工sao　YosH工MuRA．　speciation　and　distribution　of　lichen　qenera　Anzia　and
　　　　The　lichen　genera　Anzia　and　王一主旦　belong　to　Parmeliaceae　（sens．　1at．）
　　　　and　they　can　be　distinquished　from　the　other　genera　by　having　sponqios七ratum　on
　　　　　七he　ventral　surface　of　the　thallus．　－　is　disjunctively　distributed
　　　　　in　South　America　（Patagonia）　and　sou七hern　Oceania　（New　Zealnad，　Tasmania　and　SE
　　　　Au5tralia）．　Antactic　七wo　species，　which　originally　described　under＿＿
　　　　　1ia，　are　probably　members　of旦一．　　　　Anzia　is　distributed　widely　in　south　eastern　Asia，　Oceania，　and　New　World．　Some
　　　　of　the　Anzia　species　show　classic　distributions3±・afromontana　in　sched・
　　　　　shows　disjunctive　distribution　between　southern　Chile　and　south－eastern　Africa；
　　　　A．　americana，　between　eastern　North　America　and　Mexico｝旦．　ornataワ　between
　　　　言a●tern　Asia　and　southeastern　North　America．　Species　of　section　Nervosae　of
　　　　　Anzia　show　pararell　evolut二ion　be七ween　New　World　and　Old　World　（south－eastern
　　　　　Asia　and　Oceania，　in　their　chemical　subsセances　and　七heir　vegetative　diaspores．
11　　　　Y．sHエsHエDA（G。。ma　Ag。．　R。。．　c。。七．）。。d
　　　　　　　　　　　　　　　　　Y．　OHYAMA　（NA！P．　DIS工．　PC五AR　RES．）
　　　Some　soiユ　拍ema七Gdes　frOm　Anv’ers　⊥sユands，　An七arctica．
　　　　　Soi］．　mieエ’ofau1〕a　wag　firs七　5urveyed　around　七he　A刀▽ers　工81ax〕ds，　mari七ime
An七arc七ie．　A七　ユeas七　1｝ine　刀．ema七〇de　specユeg　have　beel］　extrac七ed　mainly　from　七he
ぞ；：s・芸ISi，8聴。姦9，C；：鑑需器：a》二。；e器。’霊鵠呈da。謬…器＝
認1呈；剖゜ξ：総e：麟：：i、織。認毛、温ミ：y6艦認・，＝
鵠a器。CfB輻i；。a鶉、瓢え1D：蹴η呈。ln。ぎ呈里a跳鵠、耀。躍るn
ir）almos七　alユ　七he　charac七ers　bu七　diffeτs　o7〕1y　ix〕haviτ｝g　a　loエ〕ger．　s七yle七．　EnchG－
　　　　　　si、n　ensis　（工oof，　1975）　from　D士eam　Is．　agrees　wi七h　origix〕aユ　deeerip砺一i刀蛭a工mos七　aユ　　　he　charac七ers．
12 Masamichi　工丁0　（　Lab．　of　Nature　Conserva七ion，　Fac．　of　Agriculture，
Tokyo　University　of　Agriculture　and　IPechnology　）
Ecological　distribution　of　terrestrial　tardigrades　in　several　different
vegetations　of　forest　upper　limits　on　Mt．　Fuji．
　　　　　Terrestrial　tardigrade　fauna　and　i七s　ecological　distribution　in　six
different　vegetations　（　1．　1ichen　on　scoria，　2．　Groveledと≡幽主竺
vegetation，　3．　AInus　maximowiczii　shrub，　4．　Betula　ermani　forest，　5．　Abies
v・it・hii　f・・e・tT－≧連一f。・eS　T〔。・est　upP・dimlt・て証・2310
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　investigated．－ 2380m． ） on the northern slope of　Mt．　Fuji　was　　　　　Three　d。min飢t　g・n・・a（Ma・・。bi。tU・，旦←and　E・hiniscu・）・h。w
different　patterns　of　ecological　distribution．　Terrestr工al　tardigrades　are
considered　to　be　sensitive　to　habitat　condition．
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K．Utsuqi　（Bio1．Div．，Tokyo　Women，s　Medical　College，　Tokyo）
　　　　　　　　　　　　　　　　ANTARCT工C　TARD工GRADES
and　algae　were　examined．
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studying　the　antarc七ic　tardigrades，a　varie七y　of　30　samples，mosses，lichens
　　　　　　　　　　　　　　　　　These　samples　were　donaヒed　by　Dr．Ohyama．Dr．Kanda　and　Dr．
　　 　　　　七he　s七aff　of　the　National　工ns七itute　of　Polar　Research　in　Japan．
the　samples　were　collected　at　several　stations　close　to　Showa　station　in
　　　　　After　separa七ion　from　the　various　samples，　tardigrades　were　mountミ…d
　　　　　　　for　phase　microscope　observa七ion．
　　’　　were　found　in　15　samples　collected　from　7　stations・　旦幽　arc－
　 　　　　　 　　found　in　all　of　the　samples　from　5　sta七ionsに、anghovde，Skarv一
　　　　工sland，Lundhogsheta　and　unnamed　station）．　　The　oヒher　4　species　were
found　in　the　samples　；．Macrobio亡us　□armsvor亡hi　from　Lundhoqshe亡a　and
　　　　　⊇←　scoticus　from　Langhovde，　旦主幽　⊆⊂…　from　Einsto－　 　Sφr　Randane　Moun七ains　g　and　Pseudechiniscus　sp．　from　Strahdniva　and　the
　station．　Among　these　tardiqrades，旦二sp．　was　probably　reported　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　for　　　　七he
14 B．S．　工ngole，　and　A．H．　Parulekar　（Nat1工nst．　Oceanogr．，　工ndia，
　　の岨crofa㎜of　f主es㎞ater　habitat　in　Schiエeher　Oasis，Antarctica
See　Text
15 　Hikio　NAGANOBU　and　Shouhei　SATAKE　　（Tokyo　University　of　FiSheries　）
Characteristics　of　oceanic　structure　alon8　　37◆E　　in　the　Southern　Ocean．
TheFe　are　lar8e　differences　in　macro－scale　oceanic　env赫’onments　among　sectors　of
Atlantic，　Indian　and　Pacific　in　the　Southern　Ocean．　　　Ue　ha∨e　been　in∨esti8atin8
systematica】1y　ocean▲c　structures　of　the　Southern　Ocean　scale　　ω三th　varios　data
（12．5°E／？5°E／155°E／17r　U／9r　H／Drake　Passa8e／3rり．　The
Robert　D　Conrad，　research　vessel　of　the　Lamont－Doherty　Geolo8　i　ca　1　0bservatory，
Columbia　University，　uorked　on　oceanic　sections　ralon8　37、：E　in　the　Indian－sector
durin8　　February一トlarch　1974．　　Haking　use　of　the　Conrad’s　data，　we．describe
vertical　distributions　of　temprature，　sal　inity，　8eostrophic　flow　and　volume
trahsport　from　　35．S　　to　7［〕・S　　alon8　　37°E　．
160n　　　　　　　　　　N．MATSUURA　｛Facu］三七y　of　Fisheries，　Hokkaido　Univ．）the　characteri合tics　of　the　dis七ribution　of　Antar6tic　Krill　and　i七ls
　　　ma主ine　environment　near　the　Antarctic　Diverqence　Zone
The　scale　dependence　of　An七arctic　Krill　distribution　were　examined　by
spectral　analysis　at　the　Antarct二ic　Divergence　Zone　and　east　wi功d　drift
area．　Da七a　used　were　collec七ed　a　scien七ific　echo　sounder　from　S工BEX　cruise
（Jan．　七〇　Feb．　1984）　of　T／V　Umitaka　Marμ．　Significant．peaks　froIn．．0．3　七〇　〇．9
mile　were　derived．From　t与ese　values，　small　edd已s　seem　七〇　affect　the　Iくrill
distribution　at　七he　Antar＜埠c　Divergence　Zone．
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17 　　　　岡ICHIDA，Y．　and　INAZUMI，S．　（Hydrographic　Department　MSA，JAPAN）
Apreliminary　analysis　on　physical　and　chemical　feature　of　the　Southern
　　　　　　　　　　　　Ocean　in　1986－1987　（JARE28）
ii：i駆li議i擢ii罵還i｝il；：憲iii；驚ii，li｝li9：i‖：iiii美§il；篇：
瓢：㌶漂f6i1：聯。㌫濡ll麟，ln罐lhSl：、ごa二聯灘d・
18F・FuKuエ〔Envir・Div・’shimizu　city）’N・KADoYA・s・oKABE（Fac・Mar．　sci・Techn。1．，　T。kai　u．）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　and　Y，　KO㎜　　　　　　　　 　　　 　　　　　　（Far　Seas　Fish．　Res．　Lab．）
　　　　　　　　　　　　正Outrient　distributions　in　七he　Eastern　Drake　Passage，　Antarc七ica
　　　Vertical　distributions　of　nutrients　were　observed　in　the　Eastern　Drake　Passage．　Antarctica　in
　　　December　1984，　by　R．V．κ為∫yO　M且Rσas　a　part　of　the　national　B工OMASS　（SIBEX　工工）　program．　On　the
　　　tエax〕sect　between　Eユephant　エsユand　and　West　Faユkユand，　seriaユ　oceanographicaユ　observations　and　XBT
　　　casts　were　carried　ou七at　8　and　18　sta七ions，　respectively．　Water　samples　were　collec七ed　fr㎝
　　　15　－　22　strata　between　sea　surface　and　close　depth　to　the　bottom　in　accordance　with　the　depth　of
　　　each　station・Basing　on七hese　data，七ypical　values。f　nutrient　concentエations　fOr　each　An七arct土c
　　　wa七er　mass　were　described　and　discussed　in　conゴunction　with　the　physical　oceanographic　situations．
19M．AOTA，Physica1K．　SH工RASAWA　and　M．　工SH工KAWA　（Sea　工ce　Research　Laboratory，　Japan｝　and　　bioloqical　oceanographic　research　program　in　the　Okhotsk　sea
　　　ice　zone　＿　scientific　plan　by　using　marine　towe「　一
The　maエine　tower　buil七　near　the　e40mbe七su　harbour，　Hokkaido，　Japan　in　1986，　is
intended　七〇　help　carry　ou七　reseaτches　in　oceanogτaphy，　me七eoτ010gy，　biology　and
ice　engineering　in　the　Sea　of　Okhotsk，　1nost　of　which　is　covered　wi七h　sea　ice　du－
ring七he　winter．　Thr。ugh七he　use。f　the　t。wer，　ice　measuτements・meteoro1。gical
and　oceanographic　obseエva七ions　can　be　made　more　possible　in　七he　near　shore　region
covered　wi七h　unstable　pack　ice．　This　paper　will　describe　a　scientific　plan　of
physical　and　biological　oceanographic　research　pエogram　being　carried　out　a七　and
around　the　tower　durinq　three　separaヒe　peエiods’of　pre－ice　forminq，　ice　forming
and　工ce　melting．　塾4easuエemen七s　and　observa七ions，　associated　and　not　associa七ed
wi七h　ice，　will　be　done　of　CTD，　above／under－ice　radia七ion，　chlorophy1〔a，　dissolved、
oxygen　and　plankton　distribu七ions．
20　　　　　　　Mitsu。　Fukuchi（MPR）’Hiroshi　sasaki（T。hoku　univ・｝’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Kentaro　Watanabe（N工PR），　Atsushi　Tanirura｛N工PR｝，
　　　　　　　　　　Hiroo　Satoh｛Tokyo　Univ．　FishJ　and　Yukuya　Yamaguchi（Saitama　Univ．｝
　　　　　　　　　　Continuous　measurement　of　chlorophy11　旦　under　the　seaice　of
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Lake　Sa虻omaワ　Hokkaido・
　　　　　　　　After　a　successful　field　experiment　for　47　days　in　the　Antarctic　coastal
　　　water，　the　continuous　chlorophyll　measuring－recording　buoy　was　modified　for　a
　　　much　long－term　field　operation．　The　buoy　was　deployed　on　Dec．　9，　1986　at　3　m　o王
　　　water　depth　of　6　m　in　a　lagoon，　Lake　Saroma　in　Hokkaido，　Japan．　The　lake
　　　surface　was　covered　with　the　fast　ice　for　ヒhree　months　between　middle　January
and　middle　April．　The　buoy　was　recovered　on　May　20，　1987．　A七〇tal　of　1925　sets
of　七ime　series　data　of　two　hours　inter▽als　（主旦vivo　chlorophyll　旦θ　tempertature
and　depヒh）　was　successfully　obtained．　　Chlorophy11　皇　was　low　under　－1．50C　water
tempertature　but　it　increased　in　late　March　when　temperature　increased　prior　to
the　iee　melting●
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21　Hir・・sat・h（T・ky・univ・
　　　Yamaguchi　（Sai　tama　Univ・）
of　Fish．），　Kentaroo　Watawabe　（Natl・Inst．　　Polar　Res．）　and　Yukuya
P「iam「y　P「oductivity　unde「　8ea　ice　in　Lake　Saroma，　in　Harch　1987
The　　standing　　stocks　　of　phytoplankton　and　ice－algae　（ice－associated　microalgal　assemblages）　as
well　as　their　photosynthetic　characterisセics　were　investigated　in　　the　　sea　　ice　　area　　of　　Lake
il：1…・鷲1：ii；ili璽灘　1三1轟ll諜liii嶽lii熱il撒
algae　　was　about　8°C，　　the　rate　exceeded　factor　2　0f　that　obtained　under　O．　C．　　　　　　　　 　　　　 　　　　　　　 　　　　　 　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 This　optimum　tem－
perature　is　at　al頂ost　the　same　as　for　Antarctic　ice－algae・
22 K．WATANABE，　A．TAN工MURAσ　M◆FUKUCH工　（N工PR｝．　H．SATOH　（Tokyo　Univ．　Fish．），　　　　　　　Y．YAMAGUCH工　（Saitanta　Unエv．｝，　and　H．SASAK工　（Tohoku　Univ．）
　　　Ice　algae　and　phytoplaxUくton　in　a　lag◎on，　1直ke　Saro皿a　in　1986／87・
Tempora］，　variations　of　chlorophyll　standing　crop　and　species　composi七ion　in　sea
ice　and　water　column　were　inveエstigated　at　a　fixed　sta七ion7　ca．7　m　deep，　in　a
lagoon，　Lake　Saroma　（havinq　two　channels　with　Okhotsk　Sea｝，　from　December　1986
（before　freezing）　to　May　1987　（after　ice　mel七ing｝．　　Standinq　crop　in　the　sea　ice
l二2、tぽ、えご』：竺ザ麟h三誌豊篇。蕊r呈。（瓢ぷ。瀧器認まR：「■識：：
succession　in　water　column　and　sea　ice　suggested　七hat　ice　algal　assemblage　was
released　from　bottom　ice　layeエ　and　enhanced　the　standing　crop　in　wa七er　column　in
the　latter　half　of　ice　covered　period．
23 Mi七suo　Fukuchi（N工PR）　and　Tsunemi　Kubodera　｛Nat1．　Sci．　Museum）
Continuous　measure皿ent　of　chlorophyll　a　on　board　SHIRASE　in　su㎜er　of　1986／87．
Temporal　and　Spatial　variations　of　phytoplankton　chlorophy11　皇」and　zooplankton
biomass　together　曾ith　the　variations　of　ocearlographic　parameters　｛temperaセure，
conductivity，　dissolved　oxygen　and　nutrient　salt｝were　studied　with　an　automated
real　time　data　acquisi七ion　system　on　board　the　icebエeaker　SH工RASE　in七he　28七h
Japanese　Antarctic　Research　Expedition．　All　data　were　acquired　at　5　minutes
intervals　between　Toky◎　and　Antarctica　in　December．1986　－　Apri1　1987．
24N．Handa　（Water　Research　lnstitute，　Nagoya　University），M．　Fukuchi，　T．　Hoshiai　（National
Institute　of　Polar　Re8earch），　and　H．　Hattori　（Faculty　of　Agriculture，『［ohokuUniver合ity）
　　　　　　　　Vertical　flux．　of　organic　lnatter　in　the　coastal　area　of　Antactica
Time　8erie8　合edi皿ent　trap　with　l2　cups　was　deployed　in　a　site　located　at　70°11．536’S，　24°18．679・
E　in　the　coastal　area　of　the　Anヒarctic　Ocean．　The　cup　wa8　changed　every　3．5　days　from　Dec．　28，、
1985　to　Feb．　2，　1986　to　collect　sinking　particle，　which　was　analyzed　for　chlorophyll　a　and
biochemical　compounds　such　as　carbohydrate　and　amino　acids　and．proteins．．　Vertical　flux　of
chlorophyll　a　tended　to　ipcrea8e．　w互ヒh　time　showing　its　maxim6孟value　in　the’sample　No．　7，　and
then　to　decrease　rapidly．　Compari㎎with　chlorophyll　a　concentration　at　↓O　m　depth　monitored
by担8itu　fluorometer，三旦8itu　sinking　rate　of　phytoplankton　can　be　calculated　to　be　4　m／day．
Changes　in　monosaccharide　and　a皿ino　acid　composition　of　the　8inking　Particles　vith　time
were　also　　discussed　with　respect　to　the　growth　phaSe　of　phytopユankton　living　in　the　8urface
water．
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25　　　　　　　H・Hattoエi1’M・Fukuchi2，　H・sasakil　and　T．　Hoshiai2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1；　Faculty　of　Agriculture，　Tohoku　University
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2：　National　工nstitute　of　Polar　Research
　　　　　　　　　　Te匝poral　change80f　sinking　1ロatter　during　phytoPlankton　bloo皿　in
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Breid　Bay，　加taτctica・
　　　　　　　The　sediment　trap　was　deployed　at　120　m　dep七h　of　700　11．5．S，　240　18．7．E
　　　（water　depth，　268　m｝　in　the　Breid　Bay，　Antarctica，　and　12　samples　were　collected
　　　successively　every　3．5　day　during　28　Dec．　1985　and　2　Feb．　1986．
　　　　　　　An　intact　diatom㌃Thalassiossira　antarctica，　was　predominant　throughout　12
　　　samples　with　the　mode　of　15－20）1π1．　Foraminiferans　occurred　in　less　abundant．
　　　Pluxes　of　pigment，　particle　volume　and　POC　increased　during　the　first　3　weeks
　　　and　then　reached　a　peak　ir1　18－22　Jan．　accoun七ing　for　4．7　mg／m2！day，　1．1
　　　ml／ma！day　　　　　　　　　　and　60　mgC／m2／day，　respecヒively．　Fluxes　decreased　rapidly　to　minimum
　　　level　of　1！4－1！10　within　a　few　days．　　Temporal　change　of　vertical　flux　is
　　　discussed　wi七h　wa七er　stabiliセy．
26X．N．　Verlencar，　」．工．　Goes　and　A．H．　Parulekar　（Nat1　工ns七．　Oceanoqr◆，　工ndia）
Biological　producti▼ity　in　the　由arginal　ice　zone　and
　　　the　oceanic　region　in　Antaエctica，　1983　－　1987
See　Text
27 V．K．　Dhargalkar　（Nat1工nst．　Oceanogr．，　工ndia）
Ecological　studies　on　marine　algal　flora　of　Bllis　fj　ord，
　　　　　　　　　　　　　　Vestfold　Hills，　㎞tarctica
See　Text
28　　　K．HIRAKAwA（Marine　Bio1。gica1　Research　lnstitute。f　Japan，　Tokyo）
　　　Planktonic　copepods　from　Patagonian　fjord　waters，　southern　Chile，　with　special
　　　　　　　　　　　　　　reference　to　discoveries　of　the　North　Pacific　species
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クSpecies　composition　of　planktonic　copepods　in　the　fjord　region，　Aysen　Fjord　and
Moraleda　Channel，　southern　Chile，　was　studied　on　the　materials　collected　with　a
Norpac　net　and　MTD　nets　during　the　period　from　1980　to　1986　in　the　routine　plank－
ton　sampling　programs　of　the　Japan　International　Cooperation　Agency　（JICA）
project．　Of　a　tota1’of　37　species　encountered，　16　were　found　for　the　first　time
from　the　Chilean　fjords．　Furthermore　the　discoveries　of　Centro　a　es　abdotninalis，
Acartia　omorii　and　Oithona　davisae，　na亡ives　of　the　coasta　　an　　estua－…百三一
δr一工Nδ而acific　temperate　waters，　are　new　record』s　for　the　South　Pacific　and
pose　interesting　zoogeographic　problems．　The　disjunct　distribution　of　the　three
species　possibly　can　be　attributed　to　a　synanthropic　introduction．　resulting　from
ballas亡　wa亡eτ　亡ranspor亡ed　by　a　Japanese　freighter．
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2g　　　　　　　M．　TERAzAKI（ocean　Research　Institute，　univ．　of　Tokyo）
　　　Distribution　of　chaetognaths　in　the　Australian　Sector　of　the　Southem　Ocean
　　　during　the　BIOMASS　SIBEX　Cruise　（KH－83－4）．
Chaetognaths　were　collected　in　the　Australian　Sector　of　the　Southem　Ocean　during
the　BIOMASS　SIBEX－I　Crui　se　（KH－83－4），　with　a　NORPAC　net　and　M『D　nets．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　 　　　 　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　 　　　　習hree
灘：ぎ欝i。蓋2藷：：難。霞il懸鱗藁i⊇鶯iii竃a’
三是蕊豆：互：’蒜’ξ蓋芸…°：，：皇㌫艦誌：、＝。：：呈，旦：，芸：i＝：s，：：t
il瀞1・i竃1；；i漂蹴器呈’・蒜：跳゜：・：蕊瓢ラ与織調｝：t『
30　　　　　　　　　　　　　　　　s・Yamada’T・Minoda
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Fac．　Fish．　Hokkaido　Univ．）
　　　Su■皿er　distエibution　of　the　four　copepods　in　the　water　off　L亘tzou－Ho1皿　Bay．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Antarctica
A　toヒal　of　72　zooplankton　samplings　with　a　NORPAC　ne七　｛0．33mm　mesh　openinqs）
were　carried　ouヒ　in　the　water　off　LUtzow－Holm　Bay，　Eas七Antarctica　in　the　g
summer　seasons　in　1973－1986．　The　七〇ws　were　made　from　七he　depth　of　150m　or　200m
to七he　surface．　The　copepods　which　dominan七1y　occurred　were　Oithona旦上里主ユニ主き…⊥
Ctenocalanusヱ≡L　Calanoides　acutus　and　Calanus　Eエ≦≧p主旦g里旦in　the　order　of
abundance．　The　examinaセion　of　geographical　distribution　of　the　four　species　was
conducted．　工n　general，　it　seemed　that　the　peaks　of　their　abundance　occurred　in
七he　water　adjacent　600S，　though　their　abundance　varied　from　year　to　year．
31　　　　　A・TANエMuRA’T・HosHエAエ’K・wATANABE　and　M・FuKucHエ（NエPR｝
　　　　　エce－associated　food　chain　in　Antarctic　coastal　water　in　relation　to　a
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　copepod，　Paralabidocera　anta’ctica
A　food　chain　which　associated　with　the　Antarctic　sea　ice　was　investigated　with
　　　　analysis　of　gut　conヒents　of　a　nototheniid　fish　fry，　互幽一theand　　　　a　copepodワ　 　　　　　　　　　Paralabidocera　　　　　　　　　　　　　　　　　　　antarctica．　Samplinqs　of　materials　were　carried
8；5，；㌣。｝｝e。蓋：7；。～㌘。ζ：9，；99…欝㌶蒜。1；c吉：：、：｛。§y雲a鑑’：n。鵯：；i
Oitholla　　　　　　　　similis　which　was　distributed　in　七he　water　column　and　P．　antarctica
nauplius　whieh　was　distributed　in　セhe　sea　ice－sea　water　interface．－　Gut　remains
of旦．　antarctica　comprised　frustules　of　ice　diatoms　and！or　their　fragments．　The
presence　of　a　　　　　　　　　　　　　 food　chain　which　consists　of　ice　diatoms，　P．　antarctica　and　P．
一主　in　the　Antarctic　coastal　wateエ　was　clarified．
32 T．　Ikeda　（Japan　Sea　Regional　Fisheries　Research　しaboratoγy・　Japan）
　　　　RNA　content　in　the　Antarctic　krf　ll　q…『L〔）
R†bonucleic　acid　（RNA）　content　in　kri　l　l　was　measured　on　the　speci’mens　collected　during　the
Kaiyo－Haru　Crufse　to　the　Wi　lkes　Land，　Antarctica，　January　1980。　Of　41『specfmens　analysed，
RNA　content　varied　from　2。5　to　8。2％　of　body　protein　（mean：　5。1％）。　・Higher　RNA　content　was　seen・
in　smaller　specimens，　and　the　relationship　was　log　Y　＝－0。337　10gX　＋　1。271　（r　＝－0。440，　df＝　39，
p＜0。01），where　Y　｜s　RNA！protein　（％），　and　X，　mg　protein。　Coゆ｜ning　this　equation　with　the　RNA－
9γ℃wth　rate　equatfon　of．Bamstedt匂nd　Skjol　da1　（1980），　growth　rate．of　kri　l　l　was　estimated　to　be
O。180－0。190㎜／day　for　the　specimens“greater　than　30㎜body　length．　Assumfng　favourable　feedfng
conditions　of　animals，　post－1arvae　could　reach　to　adult　in　201　days。　　Va1｛dうty　of　these　results
depends　on　the　RNA－growth　rate　equation。　　In　the　l　ight　of　possible　species－speciffc　variations
in　the　RNA－growth　rate　relationship，　the　relat看onshlp　needs　td　eStabl　ish　for　the　Antarctic
kri　ll　in　future　1．aboratory　experiment。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　w
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33　　　　Tsunemi　Kubodera　（Department　of　Zoology，　National　Science　凹useum｝
Young　cephalopod8　collected　wit｝1　10－foot　IKPT　in　the　JARE－28　crui8e，　1987．
For　　the　　purpose　of　clarifying　distributional　pattern8　0f　pelagic　　eephalopods，
especially　in　the　early　life　stages，　　in　the　Antarctic　Ocean，　　10－foot　IKPT　　net
8ampling　was　carried　out　during　the　JARE－28　cruise，　　February－March，　　1987．　　10－
foot　　工KPT　　net　consisted　of　the　depressor　of　10－foot　IKMT　and　net　with　　O．5　　mm
mesh　　size　and　was　towed　about　3　hours　obliquely　from　the　surface　to　the　　depths
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノof　780－1400皿・　Fifty　young　squids　were　obtained　by　8　sampling　operations．　←一
←　　antarcticus　　was　the　dominant，　　followed　by．－　　　1acialis　　and－…　1acialis・　Occurrence　of△・　－　and」巳・　　1acialis　restric－ted　　in　the　Antarctic　region　and　tended　to　be　abundant　in　the　near　shore　waters，
皇．　　lacialis　distributed　脚idely　from　Antarctic　region　to　Transitional　area．　High
組灘蒜eぷ。。i°：：e；CCt：：ds隠ぱ。芝誌：「、蹴ぷa㌫諜e8：：。。瓢、、㌫
34 　　　　　　　　　　　　　　Masahiro　FURUHASHI　and　Kenji　SHI｝1AZAKI
　　　　　　　　　　　｛Faculty　of　Fisheries，　Hokkaido　University｝
Vertical　distribution　and　diet　of　8te刀obracカゴu3ηaη刀ochjr（ト1YCTOPHIDAE）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　in　the　southern　Bering　sea．
During　　June　to　July　1987，　　cruise　of　the　Hokkaido　University　fi8heries　training
8hipy　Oshoro－Maru，　mesopelagic　　fishes　were　collected　both　day　and　　night，　at
various　depths　（600皿，　300m，　upPer　150m）　in　the　southern　Bering　Sea・　　From　these
samples，　　the　　vertical　　distribution　and　diet　of　　8teηobrac力ius　ηaηηoc力jr　　were
examined．　　This　fish　dwells　at　600m　depth　both　day　and　night，　and　there　is　　no
indication　　of　vertical　migration．　The　diet　was　heavily　dominated　by　　eopepods，
mostly　Oa．laηロs　p」u功c力rus／　　0．　crlstatus，　Euca」anL～s　bu力ξjj　and　ηetrldea　paojfゴca・
Diel　series　of　stomach　fullness　showed　little　change，　and　suggests　S．　ηaη刀ochjr
is　an　acyclic　predator　among　mesopelagic　fish　fauna・
35…p・．・・．・。gy，・：｛器：：漂蒜鵠裟。lu票：｛、。t。．，　P。、。，　Resea，ch、
　　Comparaヒi▽e　Studies　　　　　　　　　　　　　 　　　　　on　ヒhe　Kidneys　and　Urinary　Bladders　of　Antarcヒic　Teleosts
　　　　　　　　　　　　　　　　　　and　Their　Adaptation　for　the　Frozen　Sea．
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The　stru『tures　of　the　kidneys　and　urinary　bladders　of　four　Antarcヒic　teleosts，
；；謂：鑑｛yt：1ま。：瓢n：濃’：．1器㌫u：：呈、w㌫．七：6ec：｛；：：llnζ、：u㌫蕊。m
hansoni，　however，　1s　composed　of　simple　cuboidal　cells　that　cover　the
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36 　M．　Asakawa，　Y．　Fukuda　（Fac．　Educ．g　Kuロtamoto　Univ．），
　　　　　　and　M．　Fukuehi　｛Nat1．　工nst，　Polar　Res．）
Characterization　of　glycoproteih　in　the　skin　mucus　of
　　　　　七he　Antarctic　fish，　Trematomus　bernacchii
1Po　elucidaヒe　ヒhe　nature　of　skin　nlucus　glycopro七ein，　crude　mucus　obtained　from里⊥
bernacchii　　was　partially　purified　by　qel　filtration　on　Sepharose　CL－4B　　column．
The　　glycoprotein　eluted　　at　the　void　volume　of　the　column　was　analyzed　by　　TLC　7
GLC　　and　　HPLC　　for　　identification　and　determination　of　　the　　component　　sugaエ．
Fucose，　mannose，91ucose，　galac七〇se，　N－acetylgalactosamine，　and　N－acetyl－
neuraminic　acid　were　found　in　the　qlycopエotein．　The　carbohydrate　contents　of　the
skin　　mucus　　glycoproteins　　　obtained　from　eight　species　　were　　as　　follows：　里二
bernacchエi，　　8．6宅ヲ　　　一旦，　47・8亀；　←ゴ三E⊇，　30・8宅，－nuchalis，21・8亀｝－richardsonii，18・1宅｝Carassius　auraヒus，15．9宅｝　Trachurus　ゴ←旦，　11．0宅｝　Acantho　obius　flavimanus，　4．2亀．
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　　　　　　　　　　　　the　coastal　fast　ice　in　L6tzow－Holm　Bay，　Antarctica
T）uring　the
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near　Syowa
竺rowth　patterns．　A　tota1
ゾuring　March　to　May　and　3
r令dius　from　the　releasing
nized　for　the　3　5pecimens
change　in　body　weight　was
a　recovery　in．the　spring
工ncrease　in　body　length
・τecovery　of　body　weight
25th　Japanese　Antarctic　Research　Expedition　〔JARE－25〕，　tagging　experi－
bernacchii　　the　most　dominant　fish　speci．es　under　the　coastal　fast　ice
Statlon，　was　carried　out　in　order　to　understand　its　migration　and
　　of 52　individuals　were　released　with　a　small　plastic　tag
　　of　them　were　recovered　in　215－254　days　within　a　500　m
　 point．　No　remarkable　change　in　body　length　was　recog－
　 from　fall　through　early　summer　of　the　next　year，　However
　remarkable，　suggesting　weight　loss　during　winter　and
　season．　Monthly　size　distribution　analysis　also　shows
stops　from　April　through　December　and　reoccurs　after　the
〔condition　factor）　in　the　summer　season．
38　　　　　Shigeru　Sakakibara　Yoshitaka　Kondo　Teruo　Tobayama　　（Ka皿09awa　Sea　World）
　　　　and　Takao　Hoshiai　（National　Institute　of　Polar　Research）
　　　　The　Growth　of　Antarctic　Fishes　in　JAP4N，
　The　ODeration　of　23rd　Jaロanese　Reserch　ExDedition　（1981～1983）　collected　antarctic　fishes
in　costal　water　alon）ξ　Syowa　Station，
　They　were　keDt　in　aquarium　of　Kamogawa　Sea　World　in　JaDan　from　へDr’il　l982　to　September
I987，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
　Two　Trematomus　bernacchii　were　l54～215mm　in　body　length　in　ADri1　1982　and　grew　to　l95～
232皿m　in　SeDtember　l987．　and　95～2H〕g　in　body　wei又ht　in　へDril　1982　and　grew　to　231－＞345g
in　SeDtelnber　．1987，
　Four　Pagothenia　borchgrevinki　were　87～115mm　in　｝ength　in　ADril　l982　and　只rew　to　198～210－
m皿　in　SeDtember　l987．　and　11～22g　in　body　we▲ght　in　4Dril　1982　and　grew　to　155～201g　in
SeDtember　1987，
　Foods　quantity　rate　　（％∠）　　（F．Q　（g　）　／day　／B．W　（g　）×1‘）0　）of　Tremato田us　bernacchii
was　O．44％　and　that　of　Pagothenia　borch｝ζrevinki　was　f｝．53％　durin2　5．5　years，
39 M．　TAKAHASHI　（Japan　Har．　Fish・　Resource　Res．　Center）
The　Food　of　the　Antarctic　fish　fn　the　uaters　aroond
　　　　　　the　South　Shetlaod　Islaods　in　su胞mer．
The　importance　of　the　kr†11
been　the　subject　of　several
contributions　to　understanding
Antarctic　flsh　community．　　more
Japan　Harine　Flshery　Resource
several　statfons　†n　the　waters
is　on　the　food　of　the　fish　in
Summ．er．
（旦旦且也usia
studies．
　　　　　　　旦1U≧皇］こ1≧旦　DANA）　in
　　　　　　Although　these
the　 ole　of　the　krill　in
　information　was　required・
Research　Center　carried　out
around　th 　South　Sh《rtland
　the　waters　around　sr8uth
　　　the　trophic　ecology　has
studies　have　made　valuable
　　 the　　　　　　　　　　　　of　　trophic ec logy
In　January　1982　the
　bottom　trawllng　at
Islands．　　This　report
Shetland　Islands　in
40　T．Abe（univ．　Mus．’univ．　of　Toky。）＆T．エwami（Toky。　Kasei　Gakuin　coll．）
　　　　　Notes　on　some　fishes　fro■　the　sセo田ほchs　of　whales　taken　in　the　Antarctic．　1工．
　　ぺ　ぷSince七he　publishinq　of　the　first　report　of　the　series　remarkable　progress　in
the　study　of　Antarc七ic　fishes　has　been　witnessed．　　But　in　view　of　the
difficulties　in　getセing　s七udy　material　from　stomachs　of　the　sperm　whale　of
Southern　Ocear1，　iセis　thought　advisable　to　record　the　results　of　the　s七udy　on
the　stomach　contents　of　the　／Lntarctic　whales　collected　more　than　thirty　yearsago　by　the　biologisヒs．of　the　魎1e　Research　工nstitu七e　｛1946－1987）．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メ．噛　　→
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41T．　工WAM工　（Tokyo　Ka　sei　Gakuin　Co11．，　Japan）　and　M．　TAKAHASH工　｛JAMARK，　JAPAN）
Relationships　between　sto皿ach　contents　and　j　aw　8tructure　in　notothenioid　fishes・
S七〇maeh　contenヒs　and　jaw　structure　of　fishes　of　セhe　suborder　Not◎thenioidei，
collected　during七he　explora七〇ry　fishing　surveys　carried　ouセ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　in　the　Ross　Sea
（1978）　and　Sco七ia　Sea，　were　examined．　　One　of　the　mos七　dis七inctive　differences
in　theirゴaw　structures　was　the　length　of　the　premaxillary　ascending　process．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　in　the工n fishes of the Noto七heniidae， 七his process is　developed　and　long，while
Channich七hyidae　it　is　reduced　to　a　small．ridge．　　Frequency　of　occurrence　Of　food
items　in　noヒothenioid　fishes　shows　tha七　nototheniids　fed　mainly　on　small
crustaceans　including　euphausiids，　and　sometimes　on　ophiuroids　and　sponqes．
Channichthyid　fishes，　in　con七rast，　fed　mainly　on　fishes，　and　are　thouqht　to　be
piscivorous．　　Based　on　七hese　results，　evoluヒionary　trends　in　七he　Noヒothenioidei
and　relationships　among　notoセhenioid　families　are　discussed．
42Tsuneo　Nishiyama　（工MS，　Univ．　Alaska；　Tokai　Univ．｝，　Mark　Willete　（工MS，　Univ．
　　　　　　　　　Alaska｝　and　Kiyoshi　Masuda　（Fac．　Fish．，　Hokkaido　Univ．）
Su㎜eエdistribution　of　so皿e　pelagic　fish　in　the　northem　Bering　Sea・
43　　　　　s・GAM6（Facu1ヒy。f　Educati。n’Y。k。haM　Nati。nal　university）
　　　　Isopod　crus七aceans　taken　by　the　26th　Japanese　Anヒarctic　Research　Expediヒion
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1984－1985）
A　small　collec七ion　of　benヒhic　isopod　crustaceans　was　taken　by　the　26th　Japanese
Anセarctic　Research　Expedition（1984－1985）atヒhree　s七aヒions’（275－293　m　deep）off
Princess　Raqnhild　Coast，　using　beam一ヒrawls　and　MTD－ne七　（Motoda　multiple
horizontal　ヒowinq　net），　during　ヒhe　cruise　of　ヒhe　‘°Shirase°l　in　February　l985．　On
examination　of　ヒhe　collection，　ヒhe　followinq　species　were　found3　Gnathia　sp．
（praniza　larvae）　（Gnathiidae）：　Desmosoma　sp．　（Desmosomidae｝，　Anヒias　charcoヒi
Richardson，　1906　（？｝，　Antias　　sp．　（Antiasidae），Paramunna　rostrata　（Hodgeson，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1910） （？｝， Paramunna sp． （A）， Paramunna　sp．　（B）　　（Munnldae｝，王］幽旦皇　sp．　（A），
王ユ〔　sp・　（B）　｛11yarachnidae）．
44 　　　　H．　Numanami　and　T．　Okutani　（Tokyo　University　of　Fisheries）Benthic　gastropods　collected　with　a　beam－trawl　by　JARE－26（1984－85）・
The　benthic　gastropods　sorted　out　from　ben七hos　samples　七rawled　from　Breid　Bay
and　Gunnerus　Bank　were　sセudied．　　The　date　of　sampling，　position　and　depth　for
five　sampling　s七aヒions　are　shown　in　Fig．　1　and　Table　1．　From　three　stations　out
of　five，　1，171　specimens　of　55　species　occurred　so　far　sorted　ou七．　The　mos七　〇f
them　are　small　species　under　10㎜in　shell　length．　Three　selected　species　are
shown　in　Fiqs．　2－4．　　工n　Breid　Bay，　282　to　867　specimens　occurred　from　each
s七ation．　　工n　con七rast　to　this，　only　22　specimens　were　collected　in　Gunnerus　Bank
sセa七ion．　　Bottom　subs七ra七um　in　Breid　Bay　was　sponge　spicules　and　mud，　while　tha七
in　Gunnerus　Bank　was　sand．　　Such　a　difference　seems　to　have　affec七ed　on
abundance　and　diversity　of　benthic　gastrop◎d　fauna．
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45　　　　　　　Jiro　Kittaka　（School
　　　　Distribution　and　Iarval
of　Fisheries　Sciences，　Kitasato　University，　Sanriku）
rearing　for　Antarctic　circumpolar　palinurid　Jasus．
Because　of　the　王ong　term　planktonic　life　as　phyllosoma　stage・　　rearin9　　1arval
stage　for　spiny　lobsters　has　been　very　difficult．　　The　first　complete　deveIoP－
ment　has　been　shown　for　一エ　and　a　hybrid　between　Jasus　novaehollan－
diae　and　Jasus　edwardsii．　The　larvae　were　cultured　at　18－20°C　with．supplying
sea　　water　　on　the　bottom．　　　Nauplius　of　Artemia　were　fed　at　the　initial　stage
and　－　for　advanced　stage．　　　The　phyllosoma　of　Jasus　metamorphosedinto　　puerulus　after　ll　stages　with　14　molts　（estimated）．　　These　results　sug－
gest　that　6　species　of　the　lalandii　group　of　genus　　Jasus　　are　　very　　familiar
sPecies．　　However，　ii」　will　be　considered　that　phyllosoma　of　Jasus　are　retained
in　the　cold　temperate　waセers　without　drifting　by　the　West　Wind　Drift．
46 Sexual　and　Reproduction　Segregation　of　the．　Hinke　m迫1e　　　　　　　by　I直titudes　in　the　Southern　He皿iS坤ere
　　　　　　Hidehiro　Iくato
Whales　Research　工nstitute
Sexual　and　reproductive　segreg「a七ion　of　the　minke　whales　inヒhe　Antarctic　was
examined　using　materials　c◎11ected　from　the　Japanese　Antarc七ic　Whalinqexpeditions　in　1971！72　to　1982／83．　The　present　analyses　showed　female　sex　ratio
土n　七he　catches　and　sexual　maturity　rate　in　the　fe頁lale　ca七ches　tend　to　be　higher
in　higheエ　1atitudes，　but　pregnancy　rate　bears　little　relation　to　latitude．
However，　whaling　operations　of　the　minke　whale　have　been　principally　conducted
in　the　waters　near　the　ice　edqe　zone　七hrough　mon七h　and　season．　　This　fact　and
effect　of　catching　selecヒivi七y　in　the　operations　should　be　considered　in　七he
future　analyses・
47 Y．　SAKURAI　（Faculty　of　Fisheries，　Hokkaido　University），K．　ABE　（Asamushi
Aquarium，　Aomori｝　and　Y．　NA工TO　（Nationa1　工nsti七ute　of　Polar　Research）
The　occurence　of　ribbon　seal　pups　in　larqe　numbers　along　the　norセheastern
　　　　　　　　　　　　　　　　　coast　of　Japan　during　the　spring　of　1984．
From　8　April　to　25　June　of　1984，　27　ribbon　seal　pups　were　cauqht　or　sigh七ed
ali▽e　along　the　Pacific　Ocean　coast　from　Hokkaido　to　t力e　Tohoku　area　of
Honshu，　and　bn：Ly　one　pup　was　from　the　H◎kkaido　coas七　〇f　ヒhe　Okho七sk　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　　 　　　　　 　　　　　　　　　　Sea．
霊：呈灘，：ミ「：tc器：「竺，ぱt㌶’；e，漂；．°；。き：：t，盟㌫跳：：呈g謡・rs・
至鵠：。：き：n罐en言至豊芸鑑：nc：：sl。：ffl駕ラn長。鑑：蒜：n：：、w壽：。認ussed
condition　in　this　year・
48 M．　YAMANAKA　（Shari　Town　Office），　H．　UNO　（Bihoro　Museum），　Y．　wATANABE　　　　　　（Abashiri　City　Museum）　and　K．　SH工MAZAK工　｛Hokkaido　Univ．）
Distribution　of　5teller　sea　lion　and　other　pimiped8　alon口　the　coast　of
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ShiretOko　Penlnsula，　Hokkaido．
The　dis七ribution　of　pinnipeds　along　the　coast　of　Shiretoko　Peninsula　was　studied
between　January　and　May　in　1986　by　aerial　counts．　　工n　Januaエy，　when　pack　ice
began　touchinq　upon　Westem署qgast　of　七he　peninsu1ぎdense　groups　of　steller　sea
lion　were　observed　eastern　c（込st　of　the　peninsula．　From　February　to　April，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　most
of　the　sヒudy　area　covered　with　pack　ice，　steller　sea　lion　were　observed　again　in
May　when　pack　ice　receded　七〇　northern　par七　〇f　Okhotsk
largha　seal　occurred　mainly　close　pack　ice　area　from
results　of　this　s七udy　indicaヒed　that　steller　sea　lion　is
ribb◎n　and　largha　seal　closely　associated　with　pack　ice．
Sea．　Ribbon　seal
March　to Apri1●
paqophobic　species
and
Thebut
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4g　　Y・Nait。（MPR｝，　B・Le　B。uef｛univeピsity　of　califomia｝，　T・Asaga｛NエPR）
　　　　1ρng　8equential　di▼e80f　73　day8　recorded　fro■　the　adult　feロale　elephant　6eal
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　in　off　Califomla．　1987・
The　long　life　time　depth　recorder　was　attached
seal　⊥也と｝旦L　an　usヒirostris　　on　　February
behaviour　a七　A買o　Nuevo　エsland．　The　TDR　was
recorded　her　dives　completely　unヒil　Mayconsisセently　repeated　her　5024　dives　foエ
surface　interva1　｛maximum　6　hours　18　minutes）．
and　463．9m．　Maximum　andmean dive　duration　were　33．5
　　　to　the　female
　16，　1987　to
　　well　recovered
　1．　The record
73　days　except
　　Maximum
　　　　　　　 minuセes
　　 　　13
and　mean　depth　were　935m
　　　　　and　17．05　minutes．
norセhern　elephant
s udy　her　divinq
　on　May　12，　and
showed　that　she　　sh rt　extended
50T・AsAGA（Toky。　univ・Fish．），　Y．　NAエTo（MpR｝and　M．　MuRANo（Tokyo　univ．　Fish．｝
　　　　Diving　behavi。r。b5ervati。n。f　Ad包ie　penguin　us加g　a　ne胃t　　 　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　ype　of　TDR　in　the
　　　　　　　　　　　　　vicinity　of　Sy㎝a　Stationク　ムntarctica，　in　1977／1978　8u皿■er．
The　small　七ime　depth　recorder　that　weight　80g　in　air　（25φ　x　8mm）　were　attached
to　four　nesting　AdとLie　penguins　（王竺と主旦　adeliae）　that　care　their　2－3　weaksold　　　　chicks　　　　　　On　December　　 　　　　　　　　　19，　1986，　to　study　their　diving　behavior．　The　record　of
TDRs　show　thaセ　七heir　mean　dive　depth　and　maximum　depth　were　8．0－10．Om　and　17．3－
27．2m　respectively．　The　mean　dive　duraヒion　and　maximum　duration　were　1．4－1．8
mエnutes　and　3．7－5．6　minutes．　Time，　depth，　frequency　distribution　of　七heir　590
誌：。需認跳綴。AC隠認霊撮豊’s　study　pe・f…・d　d’・’・g・・’・・y
51 R．　HlROTA，　Y．　FUKUDA．　」．　CHIBA，　S．　TAJI閉A　and　M．　FUJIKI
　　　　｛Kumamoto　University　and　University　of　Tsukuba｝
　Mercury　contents　of　copepods　｛Crustacea｝　collected　in
　　　　　　　　　　　　　　　　　Antarctic　Sea　region
The　mercurythe
contents　of
lower　layer
upper　layer．
higher　thanPaciflc
　 　　　　　COntents　of
Anfarct三c　Sea　region
　　　　　　　　 　copepods　collected　at
　　　　　　 　　　　　were　measured．　　　丁庁le
copepods　teod　to　be　hig｝ユer　in　the
｛under　about　150　m　in　depth｝　than
　　The　majority　of　values　in　this
values　obtained　on　the　samples　from
Ocean．
9　stations　in
total・mercury
mater als　from
those　from
survey　were　　the　Tropical
52　　　　K．　HONDA，　S．　KAN，　R．　TATSUKAWA　（Dept．　of　Environ．　Conserv．，　Ehi紐e
　　　　and　H．　OGI　（Re8．　Inst．　of　！ピorth　Paci．　Fish．，　Hokkaido　Univ．）
Heavy　　Metal　Accumulations　in　Pelagic　Seabirds，　　and　Their　Variations
Specie8　and　Habltat8
Univ ）
with　the
Heavy　　皿etal　accu功ulations　and　thier　variations　with　gpecies　and　habitat合　　旬ere
inve8tigated　　in　ll　specie8　0f　pelagic　seabird8　from　subarctic　Pacific　　region．
The　　metal　concentrations　were　generally　high　in　liver　and　kidney，　　and　low　　in
muscle　　and　　brain．　　A180，　　the　va．1ues　of　Mn　and　Zn　were　high　in　bone，　　and　　Hg
highest　in　featherg．　　Especially，　20－70％　of　Hg　body　burden　“冶s　in　the　feather合，
indicating　　that　avian　feather8　Play　a　role　in　detoxification　and　excretion　　of
Hg．　High　bioaccumulation8　0f　Cd　and　Hg　were　found　in血ost　species　of　seabirds，
and　their　value8　varied　甘idely　with　the　8pecie8，　　depending　mainly　on　the　　food
item．　In　addition，　specle⑨　difference　ln　biological　half　life　of　Hg　wa8　related
to　the　varied　Hg　accumulation　in　8eabird8．　　Furthermore，
Hg　re8idue　levels　of　bird8　among　the　habitat白　were　found，
differences　of　Cd　and　Hg　concentrations　in　8eawater8，
difference8　in　Cd　and
8uggegting　locationa1
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53 Y．YムHAHoTo，　K．　HbNDA，　1．　MATsuHoTo，　Y．　MAT8uHoTo，　R・　TATsuKAwA　（Ehime　Univ・）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　and　　N．　旧㎞岡ADA　（T6kyo　Uni∨．）
Ti88ue　Di8tributioo　of　Cad■iu■8nd　Their　V8riation8　旬itb▲ge　8ロd　Sex　in　Southem
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Hix止e　l丑1ale8，　β・　θα8εou【α9まmオ8
Ti88ue　　distribution　　of　　Cd　and　their　variations　with　age　and　sex　　were　　investigated　　in
mu8cle⑳　　liver　and　kidney　of　southern　皿inke　whale8・　　The　concentration　of　Cd　was　higher　in
liver　εmd　kidney　tban　muscle．　　No　significant　difference　in　the　muscular　Cd　　concentration
bet脚een　　8exe8　was　found，　　and　the　value　increaged　year　by　ye6r　throughout　the　l　ife　　span・
The　　hepatic　　and　renal　concentr8tion8　0f　Cd　旬ere　higher　in　f㎝ales　than　　the　　males・　　and
their　　value8　　increased　　with　　age　up　to　the　age　of　20　　years　　and　　thereafter　　gradually
decreased．　　However，　　the　renal　Cd　level　at　the　age　of　15－20　years　was　relat　ively　low，　and
in　addition，　　the　value　did　not　increas　with　increasing　hepat　ic　Cd　concentration・　This　may
be　plausibly　due　to　the　lo8s　of　Cd　in　the　kidney　in　relation　to　renal　dysfunction　by　Cd・
54 N．　Hamada，　S．　Yamazaki〃　S．．Toda，
　　　　　　　　　　　（Dept．　of　Agricultural　Chemistry，　The　Univ．　of　Tokyo）
Y．　Yamamoto，　K．　Honda　and　R．　Tatsukawa
　　　　　　　　　　　（Dept．　of　Environment　Conservation，　Ehime　Univ．）
Chemical　F’oms　of　Renal　Cadmium　in　Southern　》4inke　Whaleワ　B．αoμ渉oro8ヵrαヵα
工nthe　course　of　our　study　on七he　acc㎜ulation　of．heavy　metals　in　16ng－1ived
ma主ine　ma㎜als，　higher　accumulation　of　cadmium　has　been　fomd　in　kidneys　of
Southern．Minke　Whale，、B．　αoz4古oro8カψαカα．　　The　chemical　forms　of　renal　eadmi㎜
was　investigated　七〇　clarify　the　mechanisms　of　accumulation　and　detoxifica七ion．
The　presence　of　cadmium　binding　protein，　metallothionein，　was　first　confirme《ヌ
in　Southern　Minke　Whale．　Comparison　of．amino　acid　composition　with　七hose　of
other　Inammals　（striped　doll）hin　and　horse）　will　be　repor七ed．
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presentat10nPosteofAbstracts
1 R．」．Hancock　and　R．D．　Seppelt　｛An七arct．　Div．，Australia）
Gro就h　resp◎nses　of　Ceratodon－in　culture
See　Text
2 A．　Tatur　and　A．　Myrcha　（工nst．　Ecology，　Poland｝
Soils　and　vegetation　in　deserted　penguin　rookeries
　　　　　　《King　George　Island，　West　Antarctica）
See　Text
3 H．　Okada　（Osaka　Univ．｝　and　H．　Kanda　（Natl　Inst．　Polar
　　　　　　　On　the　polyploidy　of　the　Antarc七ic　moss　旦£四巴．
Res．｝
Two　moss　species　七axonomエcally　allied，　旦酬一旦　｛Hedw．）　Gaertn．，
Meyer　et　Scherb．　and　旦二幽　C．Muel1．　collected　from　七he　Syowa　Station
area，　Continen七al　An七arctica　are　karyologicaユly　discussed　focusing　on　the
polyploidy．　　Mos七　〇f　the　examined　specimens　of　旦エE旦一［and　旦二
皇皿←　showed　n＝20．　　This　may　be　a　diploid　level　of　x＝10．　　工n　this　study，
the　discovery　of　n＝30　was　confirmed　in　one　specimen　of　旦二£皇≦一巴．
This　is　hi七herto　unknown　in　this　species　excepting　n＝33　from　Russian　region
（Mamaヒkulov，　1977）．　　It　is　possible　that　the　incidence　of　polyploidy　of　堕
increases　wi七h　latitude　in　the　Antarc七ic．
4 　　　　　　　　　　T．SEKエ，田．　NAKANO（Fac．　Science，　Hiroshima　Univ．），
　　　　　　　　　S．　OHTAN工　and　H．　KANDA　（Na七ional　Polar　Research　工ns七．）
Cosexis七ence　relationship　be七ween　bryophy七es　and　algae　in　七he　Suban七arc七ic
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蛤eglon
The　algal　flora　found　in　七he　dried　bryophy七e　specimens
an七arc七ic　region　wa日inves七iga七ed．　A．new　clas8ification
rela七ion8hip　be七ween　bryophy七e白　and　algae　is　proposed：
clearly　a七七ached　oyl　bryophy七e　body，　example　⊂・
are）weakly　a七七ached　on　moss　七hrough　gela七inous　subs七ance，
3）　Free　living．　Algae　are　freely　livlng　in　七he　water　among
cillarioて）hy七a，　Desmids．　4）　S七ra七iform．　Algae　form　a　clear
phy七e　communi七y，　幽．　5）　Algal　coa七．　Algae　form　a
cove℃s　on　the　surface　of　moss　communi七y，」幽．
co工lec七ed　from　七he　Sub－
　　 of　七he　co－exis七ence・
1）　Epiphy七e．　Alga 　are
2）　Weak　a七七aching．　Algae
　　　Nos七〇c又一・　　　　leaves　of moss，　B －
　　　　S七rat㎜in　bryo－
　　compac七　ma七　which
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5 Y．ENDO　（Far　Seas
　　　　　　　Swim　angle
Fisheries　Research　Laboratory）。f堕2竺幽Swim　angle　of　euphausiids　may　affect　the　hydroacoustic　estimation　of　their
：：lm言且二：。g雲認’羅．：e：盤：。：妻yEu蓋鍵器i…、酬日；sh：灘dk：三。a：、：q：：至；皿
2鑑、…壬、欝t、羅ご゜㌫㌘㌶s；。漂器七：1。；呈。：e，：t、2諜㌫：蕊：5°
hovering，　41°．
6 J・G・　0・Neil1　（Leieester　Polytechnic）
Thymic　de▼e10P皿ent　in　an　㎞tarctic
　　　　　Boulenger　1902⊃　and
　　　　　　　　　　　　　　　　　lab虻ax　L・D職竃rine
《－antarcticumawamer　water　《Dicen rar husteleost
See　Text
7 」．G．0’Neill（Leicester　P。1ytechnic｝，　M．G．　White｛British　Antarctic　Survey｝，
　　　T．A．　Sims　（Leices七er　Roya1　工nfirmary）　and　D．L．　Barber　｛McMaster　Univ．）
The　infla画■atoτy　respoま1se　of　the㎞tarctic　si1▼erfishワ　ー
　　　　　antarcticu匝　Boulenger　1902　《Teleostei；NototheniifonnesD　to
　　　　　　an　infestation　1打7　the　plerocercoid　of　a　p8eudo画yllidean
　　　　　　　　　　　　　　　　　　cestode⊂－sp．）
See　Text
8 K．　Hoshinoワ　P．H．　Lucchiari　and　M．　Bacila　（Univ．　Paulista，　Brasi1）
Re▼e虻sible　ca＝diac　arτest　induced　by　startling　sti皿uli
　　　　　　in　the　㎞tarctic　fis血NOtothenia　I幽些旦
See　Text
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9 　　　　　　P．H．　Lucchiari，　M．　Bacila　（Univ．　Paulista，　Brasi1｝　and
　　　　　　　　　　　　　　E．P．　Feofiloff　｛Univ．　Parana，　Brasi1）
Oxygen　le▼els　in　Antaエctic　fishes　●uscle　with　increasing　teロperature
See　Text
10 　　　　　G．W．　Hosie　and　M．　Stolp　｛Antarct．　Div．，　Australia｝
K虻ill　population　structure　aロd　200Pla血kton　co■皿unity　stnlcture
　　　　　　　in　the　uestem　Prydz　Bay　region．　October　1985
See　Text
11 　　H．J．　Niebauer，　V．　Alexander　and　S．　Okkonen　（工MS，　Univ．　Alaska｝
The　influence　of　physica1　㏄eanographic　pr㏄esses　on　the　ice　edge
　　　　　　画ytoPlankton　bloool　in　the　Be＝ing　Sea　in　sprin9　1987
See　Text
12 M．　Stolp，　S．Nicol　and　G．　Nash　｛Antarct．　Div．，　Australia｝
　　Co叩arison　of　feeding　parts　of一旦口and　　　　　　　　　　　　　　－1－．
See　Text
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13 　　　　　　　　　　　　　　　　　　E．　Fanta　（Univ．　Parana，　Brasi1）σP．H．　Lucchiari，　↑4．」．　Cavalcanti　and　M．　Bacila　（Univ．　Paulis七a，　Brasil｝
Effect　of　environmental　iロpact　on　the　beha▼ior　of　so■le㎞tarctic　fish
See　Text
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